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　春の風が、桜の花弁を廊ろう下かへ運び込む。

　足元に落ちてきた白い花びらに微笑ほほえみながら、深み雪ゆきは廊下を足早に歩いていた。

　向かうは二階へ上のぼってすぐ左手にある教室。生徒会室だった。

（緊張するなあ……）

　深雪が緊張するのには訳があった。先日、生徒会役員になったばかりの深雪にとって、今日が初めて生徒会室で仕事をする日なのだ。

　それだというのに、生徒会に入った一年生はまだ深雪しかいないのだという。そもそも、生徒会役員になるためには、役員の推すい薦せんが必要だ。深雪も、中学時代の先せん輩ぱいである汐しお里りに誘われなければ、入ろうとすら思わなかっただろう。

（でも、誰だれかしら入ってくれたらいいのになあ）

　クラスで友人になった子たちも試ためしに誘ってみたが、結果は芳かんばしくなかった。やはり、高校に入ったばかりでいきなり生徒会役員になるのは、誰でも躊躇ためらうようだ。

　そんなことを考えながら階段を上りきる。そして角を曲がりかけた深雪は、生徒会室のドアの前で見覚えのある人がうろうろしながら入りかねている姿に、驚いた。

　そこにいたのは、クラスメイトで友人の、万ま理り華かだったのだ。

「……万理華？」

　声をかけると、万理華の肩かたが大きく跳はねた。それから勢い良く振り返る。しかし、そこにいるのが深雪だと気づいた途と端たん、万理華は体から力を抜いて、怒ったような呆あきれたような表情を浮かべた。

「なんだ、深雪じゃない。びっくりさせないでよ」

「ご、ごめん。そんなに驚くと思わなくって。それで、どうしたの？　生徒会室になにか用……」

　言いかけて、深雪はひとつの可能性を思い浮かべて目を輝かがやかせた。

「あっ。もしかして生徒会に入る気になったとか!?」

　勢い込んで言うと、万理華はかぁっと頰ほおを赤くした。

「べ、別にそういうのじゃないわ！」

「え、違うの……？」

　目に見えて落らく胆たんした深雪に、万理華がうろたえる。

「ち、違うわけじゃ、ないけど……」

「ってことは、入ってくれる……ってこと？」

　今度は遠えん慮りよがちに見上げると、万理華は一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせ、それから観念したように視線をそらして呟つぶやく。

「だって……あなた、昨日きのうも一昨日おとといも言ってたじゃない。生徒会に自分以外の一年生がいないんだ、って」

　万理華は更さらに声を小さくして続けた。

「そのことをうちの執しつ事じに言ったら、生徒会に入るべきだって怒られたのよ」

　それに、あなたの言葉を聞いていたら興きよう味みが出てきたし、との言葉に、ますます深雪は驚いて目を丸くした。隣となり同士の席になった深雪は万理華とずいぶん打ち解とけたが、彼女は人見知りだったはずだ。

　それなのに来てくれたことが嬉うれしくて、深雪は感かん極きわまって抱だきついた。

「うわあ、嬉しい！　ありがとう万理華！」

「ちょ、な、なにすんのよやめなさいったら！」

　顔を赤くして、万理華がじたばたともがく。と、そこにドアの開く音が響ひびいた。

「……あれ？　深雪ちゃん？」

「あ」

　生徒会室から出てきたのは、深雪を生徒会に誘った本人。二年生の汐里だ。

「えっと、どうしたの？」

　呆あつ気けに取られた汐里の視線で、深雪はまだ万理華に抱きついたままだったことに気がついた。慌あわてて距離を取って、取り繕つくろうように汐里に向き直る。

「わっ！　え、えっと、ごめんなさい騒さわいで！　えーっと、この子は私と同じクラスの友達で……」

「白しら鳥とり万理華と申します」

　動どう揺ようして口ごもった深雪に対して、万理華はすぐに落ち着きを取り戻すと、驚くほど優ゆう雅がに膝ひざを折って挨あい拶さつをした。普段はずいぶんと子どもっぽいが、さすが名家の令れい嬢じようというだけはある。彼女の綺き麗れいな所作に見とれていた深雪だったが、我われに返ると付け加えた。

「実は万理華も、生徒会入ってくれるんだって。だから……」

　深雪の言葉に、汐里はぱっと目を輝かせた。

「本当!?　良かった！　一年生が深雪ちゃん以外全然捕つかまらなくて、困ってたとこなの。ありがとう！」

　本気で喜んでいる様子の汐里を見て、万理華はじわじわと頰を赤らめていく。お嬢様だというのに、万理華は褒ほめられることにあまり慣れていなかった。

「あっ、じゃあ歓かん迎げいも兼かねて生徒会室でお茶しない？　みんなが来るまでにまだ時間があるし、実は今日深雪ちゃんが来るからと思ってクッキー持ってきたの」

「わ、やった！　ぜひぜひ！」

　汐里の提案に、一も二もなく深雪が飛びつく。万理華は、まるで警けい戒かい心しんの強い猫ねこのようにしばらく様子を窺うかがっていたが、結局頷うなずいた。

「先輩が、よろしいのでしたら、ぜひ」

　遠えん慮りよがちな万理華に、汐里が安心させるように微笑む。そして三人は、揃そろって生徒会室へ入って行ったのだった。






















　新緑が、朝の光を受けてきらきらと輝かがやく。

　教室から外の景色を眺ながめていた両りよう国ごく汐しお里りは、風に揺ゆれる葉の眩まぶしさにそっと目を細めた。

　ここ私立豊ほう穣じよう学がく園えんは、都内にしては珍めずらしく緑の多い学校である。校舎の傍そばだけではなく、中庭などにも草花が生おい茂しげる。そのため、四月下げ旬じゆんともなると、汐里のいる三階の窓からは葉っぱで地面が見えなくなるほどだった。

　青々と茂る木々の群むれに、清涼感を覚えて微笑ほほえむ。そうして、ふと向かい側に建つ第二校舎を見た、その時だった。

（あら？）

　屋上に、赤いなにかが見え、汐里は思わず目を瞬しばたたかせた。先生にばれないよう、こっそりと窓の外を注視する。

　鳥だろうかと最初は思ったが、あの大きさを見る限り──

（……もしかして、人……？）

　遠くてあまりよく見えないが、それは昼寝をしている人のようだった。燃えるように赤い髪かみが、風を受けてゆらゆらと揺れる。

（でも……）

　確か屋上は、立ち入り禁止のはずだ。危険だからと、常に鍵かぎがかかっている。しかも、向かいの校舎は特別教室ばかりの、あまり生徒が行かない棟とうだ。何な故ぜ、そんな場所に人がいるのだろう。

（それに……）

　赤い色、で思い出すものがあった。今け朝さ、自室のバルコニーに出て、庭を眺ながめていた時のことだ。

　汐里はあれと同じような赤い色を、家の庭で見かけていた。チラと見えただけだったし、朝の忙いそがしい時間だったため、その時も鳥かなにかを見たのだろうと自分を納得させていたが、もしかして……。

　今朝のことを思い出したせいで余計に気になり、再び目を凝こらす。しかし、少し目を離した隙すきに、屋上からその人の姿はなくなっていた。

（……え？）

　汐里は慌あわてて左右に視線を走らせたが、どこにも人の影はなかった。いつもと変わらない第二校舎があるばかりだ。

　赤い色は、まるで幻まぼろしのように消え失うせていた。最初から、そんなものはなかったのだというように。

（気のせい、だったのかな……？）

　狐きつねに化かされたような気がしながら、首を傾かしげる。汐里は、しばらくのあいだ落ち着かない気持ちで窓の外を眺め続けたのだった。




　けれど、その後も学校で、汐里は何度も赤い色を見かけた。

　昼食を食べにカフェテリアへ行った時や、教室移動で渡り廊ろう下かを歩いている時など……。視界の端はしでちらちらと動く赤い色が気になり、汐里はその正体を突き止めようと躍やつ起きになったが、なかなか叶かなわなかった。汐里が気づくとすぐに、それが姿を消すからだ。

　何度か見ているうちに、それは赤い髪をした青年だろうということまではわかったが、はっきりとはしない。

　結局あの赤い髪の青年の正体を摑つかむことができないままに、汐里は放課後を迎えてしまった。探しだすのを諦あきらめて、大人しく帰途につく。

　帰り道を歩いているあいだも、汐里は赤い髪の青年の正体について考えていた。

（あれは……なんだったのかな……）

　遠目から見た限り、黒っぽい服を着ているようだったから、多分学生ではないだろう。汐里の通う高校、私立豊穣学園の制服は紺こん色いろのブレザーなのだ。だとしたら先生だろうかとも思ったが、どちらにしても今朝自宅の庭で見たことの説明がつかない。

　結局、結論は出そうになかった。幻を見たのだということにしてしまったほうがいいのかもしれないとさえ汐里が考え始めた、その時だった。

「うわああんっ！」

　幼おさない男の子の泣き声が聞こえてきて、驚いて足を止める。慌てて声のする方向へ視線を向けると、そこには一人で泣きじゃくる三歳ぐらいの男の子がいた。周囲に親の姿は見当たらないから、もしかしたら迷子になってしまったのかもしれない。

「……どうしたの？」

　見かねて声をかけた汐里に、男の子はぎょっとして顔を上げた。誰だれかに声をかけられることをまったく想定していなかったようだ。

　彼はしばらく鼻をぐすぐす鳴らしながら、言うべきかどうか悩んだ顔をしていたが、汐里に立ち去る様子がないのを見て、ようやく口を開いた。

「あのね。ボールが取れなくなっちゃったの」

「ボール？」

「うん。あそこ」

　男の子が指差す先を見ると、木の枝にボールが引っ掛かっている。どうやら、一人でボール遊びをしていたら、高く放ほうり投げてしまったらしい。

　生い茂る枝葉の隙すき間まから見えるボールのオレンジ色は大分遠く、ちょっとやそっとでは取れなさそうだ。背伸びをしても、指はかすりもしないだろう。

「どうしよう。おとーさんに買ってもらったボールなのに……」

　言葉を失っている汐里に、絶望的な状況だと悟さとったらしく、男の子の声が再び涙声になってしまった。汐里は慌てて言う。

「だ、大丈夫！　お姉さんが取ってあげるから！」

「本当……？」

「うん！　任せて！」

　ここで泣いている男の子を見捨てて帰るほど、汐里は薄情ではない。安心させるように笑ってみせると、早速ボールを救出すべく、木を見上げた。

（と言ったものの……）

　目の前の木は、汐里の身長より遙はるかに高い。ボールの挟はさまっている枝と葉の具合を見る限り、下からなにかを投げてぶつけた程度では取れないような気がした。

　ならば、木の枝などで下からつついてみてはどうだろうか。そう思い辺りを見回したが、残念ながら歩道には枝など落ちてはいなかった。学校近くのこの通りは、綺き麗れいに街路樹が植えられているだけあって、清掃がきちんと行き届いているのだ。

（どうしよう……）

　こうなったら登るしかないのだろうかとも考えたが、さすがにそれは難しそうだった。幹にはあまり足を引っ掛けられそうなとっかかりがなかったし、そもそも汐里は木登りをしたことがない。

（踏み台になりそうなものがあればいいのだけれど……）

　再び周囲を見回すが、良さそうなものは見当たらない。ならば、といよいよ覚かく悟ごを決めて木へ向き直った、その時。

「お嬢じようはそこで待ってな」

「え……？」

　突然背後から声をかけられ、驚きながら振り返る。汐里は驚いてあっと声をあげた。

　そこにいたのは、目の覚めるような赤い髪の青年だった。固まっている汐里へ、得意げに歯を見せて笑う。

（この人、もしかして……）

　見覚えのある赤い色に、鼓こ動どうが速くなっていく。

　しかし彼は、汐里が返事をするよりも先に、その木を登り始めた。

　するすると、器用に彼が登っていく。そして、あっという間にボールの挟まっている木の枝まで辿たどり着いてしまった。そのままあっさりとボールを手に入れ、汐里と並んで見上げている男の子に向かって、にこっと笑いかける。

　そしてあろうことか、彼はそのまま木から飛び降りたのだった。

「きゃ……っ！」

　見ていられなくて、思わず手で目を覆おおってしまう。しかし、汐里の耳に届いたのは、彼が地面に打ち付けられる重たい音ではなく、軽かろやかなステップの音だった。

「へへっ。そーんな怖がらなくて大丈夫ッスよ」

　こわごわと手をどけて見ると、気持ちよさそうに笑う彼の顔があった。胸むねを張りながら、ボールをひょいと掲げる。

「ほら。ボールもオレも無事っしょ？」

（ほんとだ……）

　ずいぶん高いところから着地したというのに、痛がる素振りもなかった。なんて身軽なのだろうと密ひそかに感心していると、彼が嬉うれしそうに目を細める。

「こんなんで怖がるなんて可か愛わいいッスねえ、お嬢」

（お、お嬢……？）

　あまり普段聞くことのない呼び方だった。ますます素す性じようが気になって彼のことをまじまじと見てしまう。しかし彼は、汐里の視線に気づいていない様子でしゃがみこみ、呆あつ気けに取られたまま固まっている男の子にボールを手渡した。

「もう、木に引っ掛けないようにな」

　声をかけられ、男の子は我われに返ったようだ。こわごわとボールを受け取り、落ち着かない様子であたりを見回す。

「う、うん……。ありがと、お兄ちゃん」

　男の子は小声でお礼を言うと、踵きびすを返すなり一目散に走り去ってしまった。あっという間に小さくなっていくその背中を、青年と並んで見送る。

「ありゃりゃ。怖がらせちゃったッスかね」

　残念そうな声色に横を見れば、彼は唇くちびるを尖とがらせながら自分の体を見下ろしていた。つられて視線を落とした汐里は、そこでようやく彼が珍しいスーツを着ていることに気がついた。

　黒地に白いストライプの入ったスーツに、鮮あざやかな赤紫色のワイシャツと黒いネクタイを合わせていたのだ。

　自分と同じか少し上くらいの若い青年のスーツ姿というのも滅めつ多たに見ない格好だというのに、そんな奇抜な色のワイシャツを着ていれば、嫌いやでも目を引いてしまう。それなのに、赤い髪をした彼が着ていると、何故かしっくりと馴な染じんで見える。

（でもこれって……）

　ホストかマフィアみたい。頭に浮かんだ感想を、汐里は慌てて打ち消した。初対面の人にそんな印象を持つなんて良くない。

　けれど、だとしたらいったいどんな人なのだろう。

　気分が落ち着いてくると、当然のように疑問が浮かんでくる。なにより気になるのは、学校で見かけていた赤い髪の青年と彼が同一人物なのか、ということだ。

「あの」

　汐里が意を決して声をかけると、彼はきょとんとしながら汐里を見た。人ひと懐なつこい顔に、不思議そうな色が浮かぶ。

「どうしたんスか？」

「あの……今日、学校にいませんでしたか？」

　汐里が疑問を口にすると、彼は目に見えてぎくりと体を強こわばらせた。不自然なまでに視線をそらしながら、ぶんぶんと首を横に振る。

「まっさかあ。気のせいっしょ。だいたい豊穣学園って超名門校じゃないスか。守しゆ衛えいさんもいっぱいいますし、オレなんかが入ったら捕つかまっちゃいますって」

「え……？」

　何故彼は、豊穣学園に守衛がたくさんいることを知っているのだろう。守衛がいるのは事実だったが、通っている生徒でもなければ、普通は守衛が多いことなど知らないのではないだろうか。

　そもそも、どうして彼は自分が豊穣学園の生徒だと気づいたのだろう。制服を着ているからわかったのかもしれないとはいえ、どうしても違い和わ感かんが残る。

（そういえば……）

「あの。気のせいでなければ今朝、うちの庭にもいませんでした？」

　今朝のことを思い出して汐里が聞くと、彼はぎょっとしたように目を見開いた。それから頭の後ろで手を組んで、あさっての方角を見ながら口くち笛ぶえを吹く。

「い、いーや？　オレ、お嬢んちの庭なんか行ってないッス。お嬢の家、いっぱい綺麗なお花が咲いてましたし、それ見間違えただけっしょ」

「え……？　うちの庭にお花が咲いてるって、知ってるんですか……？」

　指摘された彼が、あっと声をあげる。みるみるうちに、その顔に冷や汗が浮かんでいった。

「あーっと。そのー……」

（怪しい……）

　あまり疑い深くない汐里でも、さすがにこれはなにかあると思えてきた。そもそも、初対面の自分を「お嬢」と呼ぶのだって、なんだか変だ。

「……もしかして、ストーカー……？」

　思わず浮かんだ考えをぽつりと呟つぶやくと、彼は心外だというように目を見張った。

「まっさか！　オレはただお嬢を護ご衛えいしてただけで──」

　そこまで言って、はたと気がついたように口をつぐむ。その動作だけで、彼が言ってはいけないことを言ってしまったのだということがわかった。

「護衛……？」

「いやーその、ええと……」

　耳慣れない言葉を聞き返した汐里に、彼はしばらく必死に反論しようとしていたが、結局うまい言い訳が思いつかなかったのだろう。観念したようにうなだれた。

「はい。ちょいと頼まれて、その……バレないようにお嬢を護衛してました」

　結局バレちゃいましたけど、と苦笑した彼の顔は、思ったよりもあどけなく見えた。黒いスーツを着ているせいで大人びていたけれど、やはり汐里とあまり変わらない歳としかもしれない。

　人懐こい笑顔を見ていたら、不思議と彼が本当のことを話しているという気がしてきて、汐里はゆっくりと体の力を抜いていった。怪しいのは変わらないけれど、それでも悪い人には見えない。

「……でも、護衛って、なんでですか？」

　学校から家までの距離は、徒歩で十五分程度だ。到とう底てい護衛が必要だとは思えず、首を傾げる。幼い頃は、通学の送り迎えをしてもらったこともあったが、それだって学校が遠かったからという理由で、特に危険があるからというわけではなかった。

　それに、頼まれたって誰にだろう。

　さっぱりわからず見事に汐里が困こん惑わくしていると、彼はうーん、と唸うなった。

「それはッスねぇ……」

　彼が、言ってもいいものかどうか、というように悩みながら口を開く。しかし、なにかを言うよりも先に、低く苛いら立だった声が聞こえてきた。

「エミリオ」

　鋭するどく飛んできた声に、エミリオと呼ばれた赤髪の青年がぎょっとしたように振り向く。つられて後ろを振り返った汐里は、そこに背の高い黒髪の男性がいるのを見つけた。

　歳は、二十代半なかばくらいだろうか。身長は一九〇センチもありそうなほど大きく、肩かた下したまで伸ばされた髪は一つにまとめて後ろで縛しばっていた。

　背が高い上に黒いスーツを着ているせいか、それとも申し訳なさそうな表情を浮かべているのに、その視線がどこか氷像のように冷たく見えるせいだろうか。妙に彼のことが恐おそろしげに見えて、汐里は及および腰ごしになりながらエミリオの後ろに隠れた。そんな汐里を横目で見て、エミリオがひょい、と肩をすくめる。

「先輩～。出てきちゃったんスか？　オレにまかせてくれれば良かったのにー」

「お前は黙っていろ」

　ぴしゃりと言い放ち、彼は大おお股またで汐里の前まで歩いてきた。そして、丁てい寧ねいな所作で腰を折って深々と頭を下げる。

「エミリオが、大変な無礼を働き失礼致しました」

「……え？」

　突然のことについていけず呆あつ気けに取られていると、彼はゆっくりと顔を上げた。

　そのしかつめらしい顔に、ぎこちない笑みを浮かべる。

「両国隆たか史ふみ様の命により、本日より汐里様の護衛を担当させて頂いておりますルチアーノと申します。こちらはエミリオ」

「チャオ」

　エミリオが、ぱちりとウィンクする。ルチアーノはそんな彼の様子に一いつ瞬しゆん青筋を立てたが、汐里の手前叱しかるわけにはいかないと気がついたのだろう。顔をしかめるだけにして、深々とため息をついた。
















「本来であれば、お嬢さんの目につかないよう護衛する予定だったのですが……。エミリオが見つかった以上、不安にさせてしまってはならないと思い、今さらではございますが、ご挨あい拶さつさせて頂きました。遅くなり、申し訳ございません」

「いえ……」

　威い圧あつ感かんのある堅かた苦くるしい話し方に息苦しさを覚えながらも、汐里はほっとした。先程彼が口にした名前は、間違いなく汐里の父の名前だったからだ。見た目は怪しいが、まったく知らない素性の人間ではないようだ。

「でもなんで護衛なんですか……？」

　汐里の疑問に、ルチアーノは一瞬目を見張った。意外だというように、しげしげと汐里のことを見つめる。

「確か、お父上から連絡が行っていると思いましたが」

「父から……？」

「ええ。手紙を出しておく、と」

　ルチアーノの言葉を聞き、汐里ははっとした。昨日、父から手紙が届いていたことを思い出したのだ。

（そういえば、会社の人がこっちに行くかも、って書いてあったっけ）

　会社の人、という言い方をしていたため、てっきりお客様なのだと思っていたが、どうやら違っていたらしい。

「ええと……。一応いらっしゃるというお話は聞いていましたが、特に用件などは書いてなかったので……」

　失礼にならないだろうかと遠えん慮りよがちに伝えると、ルチアーノは顎あごに手を当ててふーむ、と唸った。

「なるほど、かしこまりました……」

　どこから話そうか、といったようにルチアーノが悩み始める。その間に、汐里は目の前の二人をこっそりと観察した。

　エミリオとルチアーノは、見た目からしても正反対の二人だった。

　エミリオは、好奇心を目に湛たたえながらキョロキョロと周囲を見回しているし、ルチアーノはむっつりと堅苦しい表情を浮かべながらなにかを考え込んでいる。

　まるで遊び盛ざかりの子犬と、躾しつけの行き届いた成犬のようだと汐里が密かに思っていると、ルチアーノがふっと視線を汐里に向けた。漆しつ黒こくのひんやりとした瞳ひとみが、汐里を見る。

「そうですね……。まず、お聞きしたいことがあるのですが……」

　重たい口を開いたルチアーノに、緊張が走るのを感じた汐里は次の言葉を待った。エミリオがなにかを言いたげに口を開きかけたが、それをルチアーノが目で制する。

「……お嬢さん。お父上がなにをなさっているかはご存ぞん知じですか？」

「え？　なにをしてるのかって、会社のこと……ですか？」

「ええ」

　何故そんなことを聞くのだろうと思いながらも、汐里は口を開いた。

「外資系の会社に勤めていて、今はイタリアに単身赴ふ任にんしてる、はずですけど……」

「外資系の会社、ですか」

　ルチアーノの顔に、苦笑とも嘲ちよう笑しようともつかない笑みが浮かぶ。むしろ、憐あわれみと言ったほうがいいかもしれない。その視線に落ち着かなさを覚えていると、彼は幼い子どもに言い聞かせるように、ゆっくりと言った。

「実はね、お嬢さん。お父上──両国隆史様は、サルヴァトーレファミリーというマフィアのボスなんですよ」

「…………はい？」

　今度こそ、完全に思考が停止した。次の言葉が出てこなくなり、ぱくぱくと魚のように口を開閉させる。

（マフィアって……映画とかに出てくる、あの……？）

　典型的な、黒服を着た男が銃じゆうを乱らん射しやする姿が脳のう裏りに浮かび、思わず身み震ぶるいする。

「あちゃー。先輩、それ言っちゃって良かったんスか？」

　顔を強ばらせた汐里を見て、エミリオが口を挟んだ。そのどこか面おも白しろがるような声色に、ルチアーノが不快そうに片かた眉まゆを上げる。

「そもそも、こうなった原因がお前にあることを忘れたのか」

「いやあ、でも先輩ならうまい感じに誤ご魔ま化かすと思ったんスよ」

「任務中に我々の存在を気取られたら、きちんとお話しするようにと隆史様から言われただろう。お嬢さんが不安がるだろうから、と」

（そうだったんだ……）

　彼らが言い合っているうちに、ほんの少しだけ冷静さを取り戻した汐里は、イタリアへ行っている父のことを思い浮かべた。

　幼い頃から海外に赴任していたが、大切な行事の時にはかならず帰って来てくれていた父、隆史。……本当に彼が、マフィアのボスだというのか。

　信じられないと思う傍かたわら、どこか納得もしてしまう。汐里は父がなにか人に言えない仕事をしているのではと考えていたのだ。家に帰ってくる時もかならず護衛をつけていたし、電話番号や住所がしょっちゅう変わるため、汐里から連絡することは適かなわず、いつも父からの連絡を一方的に待つばかりだった。あれは、危ない仕事をしているがゆえに、連絡先を実の娘むすめにも漏もらすわけにはいかなかったからではないだろうか。

　さすがにすぐ彼らの言葉を信じられるわけではなかったが、それでも、もしかしたらそうかもしれない、と思うことができた。

　こっそりと二人に視線を向けると、ルチアーノは汐里の混乱が落ち着いたことを悟ったのだろう。エミリオと言い合うのをやめて、再び唇を開いた。

「マフィアには勢力争いが付き物ですからね。常に互いの弱点を探り合っているものなのですが……。実は先日、敵対するジェノヴェーゼファミリーに、お嬢さんの情報が渡ってしまいまして」

「えっ」

　情報が渡った、という言葉にぎょっとすると、ルチアーノは安心させるように微笑みを浮かべた。

「といってもご心配なく。お嬢さんの顔写真ではなく、隆史様の娘さんが日本にいる、という情報が渡っただけですから。ですが、それでも十分危険なので、サルヴァトーレファミリーの構成員である我々が護衛として派は遣けんされた、というわけです」

　ルチアーノの微笑みは、どこまでも自信満々だった。しかし、だからといって手放しに安心することはできない。マフィアの事情にあまり詳くわしくない汐里でも、情報が渡るということがどれだけまずいのか、容易に想像できたからだ。

　今までの平へい穏おんな日常が急速に遠のいていくような気がして、目眩めまいが汐里を襲う。

　信じたくない、という気持ちと、現実を受け入れなければという気持ちがせめぎあい、息が苦しくなる。

　そんな汐里を見て、彼女が立派に混乱していることに気がついたのか、エミリオはクスっと笑うと明るい声で言った。

「ったく。これぐらいで怖がっちゃってほんっと可愛いッスねー、お嬢」

（ええっ!?）

　これぐらいとはなんだ、と一瞬腹を立てて顔を上げると、エミリオは先程と変わらない、楽しむような笑みを浮かべていた。まるで、大したことじゃないから心配するな、というように。

「オレも先輩も超強いッスから。お嬢には指一本触れさせないッスよ。安心してください」

　くだけた物言いにルチアーノは一瞬表情を険けわしくしたが、汐里が不安になっている時に言い争っても仕方がないと諦めたように首を振って、その顔に張り付いたしかめ面つらを追い払った。

「……エミリオの言う通り、ご安心なさってください。私も、それなりの修練を積んできておりますし、エミリオもまだ未み熟じゆくではありますが、瞬しゆん発ぱつ力りよくと脚きやく力りよくだけは抜ばつ群ぐんですから。きっと頼りになるでしょう」

　まだ未熟ではあるが、という言葉を無視して、エミリオは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「そういうことッス。だから──」

　言葉を切って、エミリオがぐっと顔を近づけて汐里の手を取る。その瞳が、不意に艶つやっぽい色味を帯びた。

「……今日からオレが、お嬢を守ります」

　掠かすれた声で囁ささやくと、エミリオは汐里の手の甲にそっと唇を寄せた。柔らかい感かん触しよくに、指の先まで甘い痺しびれが走る。

（え、ええ……っ!?）

　真しん摯しなエミリオの眼まな差ざしに、あたたかい唇の感触に、頰ほおが一気に熱くなった。鼓動が騒がしくなり、なんて返事をしたら良いのかわからなくなる。

　なんといっても、手の甲にキスされたのなんて初めての経験だ。マフィアに狙ねらわれていると言われた衝しよう撃げきすら吹き飛び、目の前の赤髪の青年に全意識が集中してしまう。

（で、でもこれは仕事なんだし……）

　守る、と言われてもときめく必要はないのだ。懸けん命めいにそう言い聞かせると、汐里は頰の火ほ照てりを誤魔化すようにぎこちなく微笑んだ。

「あ、ありがとう……」

　汐里がお礼を口にすると、エミリオは誇らしげな笑みを浮かべた。その顔にはもう、先程のような艶っぽさはない。

（なんだか……不思議な人、だな……）

　少なくとも、今まで汐里の周囲にはいなかったタイプだ。

　けれども、やはり悪い人には見えない。そのことが、汐里にとって今はひどく大切なことに思えた。

　マフィア、敵対するファミリー、護衛……。今までまったく馴な染じみのなかった言葉の数々を聞かされ、不安と困こん惑わくが湧わき起こる。それでも、自信満々な笑顔を見ていると、彼が不ふ穏おんなものを遠ざけてくれると思えるから、不思議だった。




（ああ、今日もいる……）

　生徒会の仕事を終わらせ、後輩である万ま理り華かと深み雪ゆきと並んで校門を出た汐里は、安あん堵どとも疲労ともつかないため息をついた。

　視線の先に見えるのは、燃えるように赤い髪の毛。ここしばらく汐里の送り迎えを担になっている、エミリオの姿だった。

　──あの日から、五日。

　ルチアーノとエミリオの二人は、家にいる時も、学校へ登校する時も、常に汐里の護衛をこなしていた。汐里が学校にいるあいだは、他の生徒に気取られないよう離れた場所から双そう眼がん鏡きようで。家にいる時は部屋の外で待機して汐里のことを護衛する。夜も交代で見張っているというのだから、いつ寝ているのかと不思議に思ったが、通学途中、毎日元気いっぱいで汐里に話しかけてくるエミリオを見ていると、その疑問も薄れてしまう。

（でも、護衛なんてなにかの冗談だと思ったんだけどな……）

　数日経っても変わらず護衛につく二人を見ていると、嫌でもこれが現実だと受け止めざるを得なかった。

　それに、家政婦の岡おか部べも、すっかり二人の存在を受け入れている。初日も、心得ているという様子で二人と一緒に帰宅した汐里を出迎えていたし、すでに全すべてを聞かされていたのだろう。知らなかったのは、汐里ばかりというわけだ。

「あ、お嬢！」

　汐里が近づくと、エミリオはぱっと顔を上げて駆かけ寄ってきた。そんな彼の姿に、万理華と深雪が顔を見合わせてから、汐里に頭を下げる。

「失礼致しますわ」

「先輩、お疲れ様です！」

　優ゆう雅がに歩いて行く万理華と、チラチラと興味深そうにエミリオを見ながらもなにも言わずに去っていく深雪を笑顔で見送って、ようやくエミリオに向き直る。

　エミリオは、嬉しそうに目を細め、恭うやうやしく汐里に手を差し伸べた。

「さ、お嬢。鞄かばんをどうぞ？」

「う、うん。お願いします……」

　遠慮がちに差し出した鞄を受け取って、エミリオは歩き始めた。並んで歩くのが恥はずかしくて、斜ななめ後ろを歩く。

　やはりまだエミリオと連れ立って帰るのには慣れなかった。こうして、男性にエスコートされることも今までなかったのだから、当然といえるかもしれない。

（それに……）

　ちらりと見ると、歩くのに合わせて揺れる赤髪が目に入った。日本ではあまり見かけない、鮮やかで綺麗な赤髪だ。そんな彼と並んで歩くだけで、通り過ぎる人がみな興味深そうに視線を向けてくる。

（でも、ルチアーノさんのほうがもっと目立ったかな……）

　なんといっても、背せ丈たけのある彼のことだ。そこまで身長があるわけではない汐里と並べば、余計に目立つような気がした。

（そういえば……ルチアーノさん、どこにいるんだろう）

　すぐ近くには見当たらないが、ルチアーノもどこか遠くから汐里の護衛をしているはずだった。行き帰りにエミリオしかいないことが気になって昨日聞いてみたら、彼はそう言っていた。しかし、あれだけの背丈の人が汐里を見張っているとしたら、すぐに気づきそうなものなのに。

　あたりをきょろきょろと見回す。すると、少し前を歩いていたエミリオが、振り返った。

「どうしたんスか？」

「えっ？　なにが？」

「なんか、あっちこっち見てたみたいだったんで」

　何気なく言ったエミリオに、汐里は驚いた。前を歩いているから、あたりを見回していることには気づいていないと思っていたのだ。

「ううん。ルチアーノさんはどこらへんにいるのかな、って思って……」

　気き後おくれしながら答えると、エミリオは心得た様子でああ、と言った。

「そりゃ、オレや、お嬢を狙う輩やからに気取られないようにどっかのビルの上とかで見張ってると思うッスよ」

「ビルの上……？」

　思わず声をあげると、エミリオが誇らしげに頷く。

「先輩、目がめっちゃいいッスから」

（目がいいってそういう問題でもないと思うけど……）

　ビルの上から見張るなんて常人にはできない芸当だ。そもそも、どうやって移動する自分たちを見張るというのだろう。

　不思議に思ったが、汐里はそれ以上ルチアーノの姿を探さなかった。探しても無む駄だだろうし、歩く人に変だと思われたくない。

　それに、エミリオが言ったことも気になる。『お嬢を狙う輩』という言葉だ。

（この間は、顔写真が渡ったわけじゃないって言ってたけど……）

　マフィアの情報網もうがどれだけのものかはわからないが、時間が経てば経つほど、見つけられやすくなるのではないだろうか。今は平穏だけれど、いつかその日常が破られる日が来るのでは……。

「お嬢？　そんな無む防ぼう備びな顔してたらオレがキス、しちゃうッスよ？」

「ええっ？」

　近くから聞こえてきた声に、はっと物思いから覚める。顔を上げると、汐里の顔を覗のぞき込むコバルトブルーの瞳と目があった。じっと熱心に見つめてくるその瞳は、いたずらっぽい光を湛えている。

（キスって……）

　なにを言い出すのかと動けずにいると、エミリオは鞄を持っていないほうの手で汐里の手をぎゅっと包み込んだ。

「なーんて。隆史様の大切なお嬢に手ェ出したら、蜂はちの巣にされるかな」

（蜂の巣!?）

　毎回、エミリオの表現は大げさだ。この間転んだ汐里を抱だきとめた時も、「バレたらコンクリに詰められちゃうッスね～」なんて言っていたのだ。しかしマフィアの一員である彼が言うなら、完全に冗じよう談だんだと笑い飛ばすこともできない。汐里がすっかり反応に困っていると、エミリオはニヤっと笑って汐里の手の甲にそっとキスをした。触ふれるだけの軽いキスだったが、それでも頭の芯しんが痺れたようになる。

「でも……そういうスリリングで禁断な恋も、悪くないッスね」

「もう……。そういう冗談はやめてって言ったでしょ！」

　蜂の巣になるというのが本気だったとしても、これは紛まぎれもない冗談のはずだ。それなのにいちいち翻ほん弄ろうされてしまうのが恥ずかしくて、赤くなりかけた頰を誤魔化すように汐里はエミリオを睨にらみつけた。そんな彼女に、エミリオは心外だというような顔をする。

「どうしてお嬢は冗談だなんて思うんスか？　オレ、本気ッスよ？」

　そう言ったエミリオの表情は、真剣そのものだ。汐里の手をぐいと胸むな元もとに引き寄せ、獣のような鋭い光を瞳に浮かべる。

「エ、エミリオ……」

　しかし、汐里の手を握にぎっていられたのもほんのわずか。突然手が離されたかと思うと、その直後汐里の目の前からエミリオの姿が搔かき消えた。

「お前は、その軽々しい口をなんとかしろと言っただろう」

　突然聞こえてきたルチアーノの声に慌てて振り返ると、ちょうどエミリオがくるりと宙で一回転して着地するところだった。どうやら、ルチアーノに首根っこを摑つかまれて放り投げられたらしい。地面に手足をついて軽やかに下り立ったその姿が猫ねこか豹ひようのようにしなやかで、汐里は驚くよりも先に見とれてしまった。

「もー、先輩、乱らん暴ぼうはダメッスよ？　つーかビルの上から見張ってるって言ってませんでしたっけ？」

　襟えりを正しながら体を起こしたエミリオに、ルチアーノが苛立たしげに鼻を鳴らす。

「見張りやすいよう移動しているに決まっているだろう。そんなこともわからないほどに未熟なのかお前は」

　ルチアーノの声は、どこまでも低かった。怒られているのは自分ではないのに、あまりにすごみのある声が恐ろしくてつい体を縮こませてしまう。

　汐里が怯おびえたのに気がついたのだろう。エミリオは肩をすくめると、ルチアーノの肩にぽん、と手を置いた。

「ったく先輩。まーた怖い顔になっちゃってるッスよ？　そんなんじゃお嬢も怖がるじゃないスか」

　まったく反省の色が見えない彼に、ルチアーノの威い圧あつ感かんがさらに増した。

「……お前は、いい加減お嬢さんにまとわりつくのをやめろ」

「そんなこと言ったって、オレお嬢の護衛ッスよ？」

「不必要に話しかけることが護衛の仕事に含まれるとは思わないが？」

「でも話しかけないでいるなんて無理ッスよ。お嬢はこんなに可愛いんスから」

　ねえ、と同意を求めるように振り向かれ、汐里は言葉を詰まらせた。こういった時、どんな反応をするのが良いのかさっぱりわからなかったのだ。

（どうして、こんなに簡単に人を褒ほめたりできるんだろう）

　これがイタリア男の気質なのか、マフィアの襲しゆう撃げきを恐れる汐里を和なごませるのが目的なのかはわからない。なんにせよ、真まっ直すぐに可愛いと言われて恥ずかしくなった汐里は、返事を避さけるように俯うつむいた。

　言われ慣れている人なら、素直にお礼もできるのだろう。けれど汐里は、こんなに真っ直ぐ賞賛してくる人など、今まで出会ったこともなかった。エミリオと出会ってからは何度も言われているが、数日で慣れるはずもない。だから汐里は毎回、うろたえることしかできないのだ。

　黙ったまま俯いていると、すぐ傍からエミリオの噴き出す声が聞こえてきた。

「ああもう、ほんっとお嬢はピュアで可愛いッスね～」

　嬉しそうに言って汐里に抱きつこうとしたエミリオが、またしても放り投げられる。再び綺麗な放物線を描いて着地する姿を呆気に取られて眺めていると、すぐ傍に影が落ちた。ルチアーノが、頭を深々と下げたのだ。

「騒がしくしてしまい、申し訳ございません。アレには厳しく言っておきますので」

「げっ」

　厳しく、とルチアーノが言った途と端たん、今まで飄ひよう々ひようとしていたエミリオの顔に初めて焦あせった表情が浮かぶ。どうやら、ルチアーノが本気で怒っていることにようやく気がついたらしい。

「えーっと。あっ、そろそろ帰んないと岡部さんも心配するッスよね。お嬢、行きましょう！」

「ええっ!?」

「さ、行くッスよ！」

　そう言うなり、返事も待たずにエミリオが汐里の腕を摑んで走り始める。後ろから聞こえてくるルチアーノの怒声に臆おくすることもなく笑って走るエミリオにつられて、汐里も小さく笑った。

　エミリオのペースに振り回されるのは困惑することも多かったが妙に新しん鮮せんで、こんな状況でも楽しいと思えたのだ。




（ふう、疲れた……）

　夕食後。部屋で一人宿題をこなしていた汐里は、開いていたノートを閉じて小さくあくびをした。

　家についたあと、エミリオは結局ルチアーノに捕つかまり、たっぷりお説教をされることとなったらしい。らしい、というのは汐里はその現場を見ていないからだ。

　夕食を三人で摂とってから、エミリオはルチアーノに連れて行かれてしまった。そのため、いつもであれば食後はエミリオとトランプなどをして遊ぶのだが、汐里は一人宿題をこなしていたのだ。今日は金曜日だから本来であれば急いでやる必要もないのだが、どうせ土日も家で過ごすことになる。だったら、今やっても変わらない。

　けれど、その宿題もあっという間に終わってしまった。

　エミリオが帰ってくるのはまだだろうかと思いながらドアのほうを振り返る。その時だった。

　ノックの音がして、部屋のドアが開く。そこには、意外な人物が立っていた。

「ルチアーノ、さん？」

　部屋に入ってきたのはエミリオではなく、ルチアーノだった。その手にはお盆ぼんがあり、湯気を立てるマグカップが載のっている。

「失礼致します」

　静かに一礼して部屋に入ってくると、彼はドアを閉めた。

「そろそろお休みになられる頃だと思い、ホットミルクをお持ち致しました」

　ホットミルクは、毎日汐里が寝る前に飲んでいるものだった。今までは岡部が持って来ていたが、彼らが来てからそれを部屋へ運ぶのはエミリオの役目になっていた。それなのに何故、今日はルチアーノが持って来たのだろう。

「……エミリオは？」

　不安になって聞く汐里に、ルチアーノは淡たん々たんと言う。

「アレには、罰として町内を十周するよう言っておきましたから、まだ外にいるでしょう」

「十周!?」

　町内とはどこまでを含むのだろうと考えながら頭の中で地図を思い描いていると、ルチアーノはマグカップをソファの前のテーブルに置いた。

「先程はエミリオが失礼な態度ばかり取り、本当にすみませんでした。アレは未熟なもので……」

「いえ……。でも、結構楽しいですから」

　それは、お世せ辞じでも彼を庇かばう噓うそでもなかった。護衛に四六時中見張られ、マフィアに襲われるかもしれないという状況の中、ああしたエミリオの態度はありがたくもあったのだ。もちろん、困惑することも多かったが。

　汐里の言葉を聞いても、ルチアーノはわずかに片眉を上げただけだった。反論もせずに、そうですか、とだけ答える。

　その声には、なんの感情も宿っていない。怒りも呆あきれもない、空くう虚きよな声だ。

　ルチアーノが時折見せるこうした冷たさが、汐里はどうしても苦手だった。感情のない目で見られ、感情のない声で返事をされると、自分が透明になってしまったような気がする。

　黙り込んでいると、汐里が他に言いたいこともないと悟ったルチアーノは、頭を深々と下げた。

「──それでは、見張りに戻らせて頂きます」

　返事を待たずに、そのまま部屋を出て行く。

　ひとりきりになった汐里は、深々とため息をついた。

　その視線が見つめる先は、今閉まったばかりの扉とびら。ルチアーノが出て行った扉だった。

（やっぱり、慣れないなあ……）

　この五日間でエミリオとは大分打ち解けたものの、ルチアーノと話すのは一向に慣れない。歳が離れているせいだとも思ったが、それ以上にあの瞳が恐ろしくて、汐里は彼と向き合うと緊張してしまうのだ。

　常に険しくしかめられた眉に、鷹たかのような鋭い瞳。その眼光は、笑っている時でも和やわらぐことはない。

（でも、マフィアだもんね）

　本来であればルチアーノのように恐ろしげな見た目をしている人のほうが多いのだろう。きっと、エミリオみたいに気さくな人間のほうが少ないはずだ。

（エミリオ……大丈夫かな）

　さほど大きくないこの町であっても一周するのに一時間はかかる。十周するとなると、何時から始めたかわからないが、朝になってしまうのではないだろうか。

　心配しながら、カーテンのかかった窓へと視線をやった時だった。不意に、窓ガラスがコツコツと音を立てた。木の葉がぶつかっているのではない、誰かがノックしているような、音だった。

　ぎょっとして窓を見た汐里だったが、その音が止やむ様子はない。結局、意を決してカーテンを引き開けた。そして、そこにいた人物に目を丸くする。

　信じられないことに、窓の外のバルコニーにいたのはエミリオだった。

（ここ、二階なのに……）

　まさか、木を伝ってきたのだろうか。エミリオの身軽さを思えば可能だろうが、それでも夜に木を登って二階までやってくるのが容よう易いだとは思えなかった。

「お嬢。入れてもらっていいッスか？」

　固まっている汐里へ、窓越しにエミリオが囁いた。その顔には、いたずらをする子どものような色が浮かんでいる。
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　驚きながらも窓の鍵を開けると、律りち儀ぎに靴くつを脱ぬいで、猫のようにスルリとエミリオが入ってきた。乱れてしまった服装を整えてから、安心したようにほっと体の力を抜く。

「はー。やっぱお嬢の部屋は落ち着くッスねー」

　それから、疲れたーと言ってエミリオはソファに堂々と座った。その隣に、汐里も腰を下ろす。

「あの……。さっきルチアーノさんから町内十周してる、って聞いたばっかりだったんだけど」

　遠慮がちに聞くと、エミリオはああ、と言って顔をしかめた。

「あんなんボイコットッスよ。だいたい、お嬢のことが心配でやる気になんないし」

「大丈夫なの？」

「だから、こっそり入ってきたんスよ。ロミオとジュリエットみたいで、ちょっとロマンチックっしょ？」

　猫のように目を細め、エミリオは笑った。まったく悪びれない姿に、つい呆れてしまう。

（もう。いつも調子いいんだから）

　それでも、怒る気になれないのは、彼が汐里のことを本気で守ろうとしてくれているのがわかるからだった。

　軽い冗談ばかり言っているのに、その視線はいつだってくまなく辺りを見回している。車道近くを歩く時もかならず汐里を道路側から守るようにして歩いていたし、家に入る時や出る時もかならず先に立ち、けして汐里を先に行かせようとはしなかった。

　歳も、あまり変わらないように見えるのに、どうして彼はこんなに真ま面じ目めに護衛の仕事をこなすことができるのだろう。何故、彼はマフィアなのだろう……。

「エミリオって……なんで、マフィアになったの？」

　気がついた時には、疑問は質問に変わって口からこぼれていた。言ってしまってから、聞いて良かったのだろうかと我に返る。言いたくなければ言わなくていいんだけど、と慌てて付け加える汐里に、エミリオは一瞬驚いた表情を浮かべていたものの、すぐにいつものように笑った。

「そうッスね……。まあ、オレの場合は否いや応おう無なしに、って感じッス」

「否応無しに？」

　エミリオはほんの一瞬だけ視線を泳がせた。言っていいものか、悩んでいるようだった。しかし、すぐにその迷いを振り切るように頭を振り、あっさりと口を開く。

「オレさ。ボス──お嬢の親おや父じさんに、拾われたんスよ」

　──拾われた。エミリオの声は、静かで、淡々とした落ち着きのあるものだったが、それは、あまりに不吉に響ひびく言葉だった。汐里が返事をしそこねていると、エミリオは懐なつかしむように目を細めた。その眼差しが、虚こ空くうを眺める。

「オレ、子どもの頃荒あれててさ。けっこー無茶とかしてたんスよ。でも子どもだったから、喧けん嘩か売っちゃいけない相手のこととかが見抜けなくって。返り討うちにされてボロボロになってたとこを、ボスに拾われたんス。……だから、マフィアやってるんスよ」

　エミリオは、なんてことはないというようにさらりと言った。まるで、入った学校の志望動機を話すような、気楽さだ。

　しかし、汐里はそう簡単に聞き流すことができなかった。予想を超えた話だったからだ。エミリオの語った内容を心の中で密かに繰くり返す。

（子どもの頃荒れてて、それで喧嘩して……）

　具体的に想像はできなかったが、汐里の日常とはかけ離れた世界であることは間違いなかった。それだけのことがあって、どうして彼は今、こんなに朗ほがらかに笑っていられるのだろう。

「ごめんね。なんか、話しづらいこと聞いちゃって……」

「いいッスよ。隠すようなことじゃないし」

　本気でこだわりはないのだ、とエミリオは笑った。その目は、ルチアーノのものと違って、心から楽しそうに見える。

　どんな過去があったとしても、マフィアになったとしても、エミリオはその瞳の光を失わなかったのだ。その強さが、不意に眩まぶしいものに感じられる。

「……エミリオは、すごいね」

　素直に感心して呟く汐里に、エミリオが意外そうな表情を浮かべた。そう言われるとは、予想していなかったらしい。

「そうッスか？　お嬢のほうがすごいって思うんスけど」

「そんなことないよ」

　苦笑しながら首を振ると、エミリオは口元だけで微笑んで汐里の顔を覗き込んだ。その瞳が、甘く、切ない色を浮かべる。

「お嬢は、すごいッス。オレのこと怖がんないし、優しいし、キラキラしてますもん」

　それはエミリオが怖くないからだよ、と言いたかったが、汐里は黙り込む。間近で見るエミリオの眼差しが真っ直ぐすぎて、急に言いづらくなってしまったからだ。

　気分を落ち着かせるために、先程ルチアーノが運んだままになっていたホットミルクのマグカップを口元に運ぶ。口に含んだ途端、刺すような香こう辛しん料りようの味を感じて、汐里は驚いた。シナモンが入っているようだ。

　普段岡部やエミリオが作るホットミルクには、はちみつしか入っていなかったから、かなり新鮮だ。それでも控ひかえめなシナモンの味はミルクの味を引き立てていて、ずいぶん冷めてしまっていたが美お味いしかった。

「これ、美味しい……」

　思わず呟くと、エミリオはマグカップを見て、しまった、と顔をしかめた。

「今日、オレ持って行けなかったッスね。スミマセン」

　ホットミルクを運べなかったことを後こう悔かいしているらしい。そんな細かな気き遣づかいも嬉しくなりながら、汐里は首を横に振った。

「ううん、大丈夫だよ。いつもと同じ時間にルチアーノさんが持ってきてくれたから」

「先輩が？」

　岡部が持ってきたと思っていたのだろう。意外だというようにエミリオは目を瞬かせる。

「うん。だからかな、シナモンが入ってて美味しいよ。エミリオも飲んでみる？」

「いや、いいッス」

　エミリオは、なぜだか興味なさそうに顔をそむけてしまった。どうやら、汐里がルチアーノのミルクをほめたのが気に入らないらしい。

「そんなことより、トランプしましょうよ。オレ、今日こそお嬢に勝ちたいんスけど」

「うん。いいけど……」

　汐里は元気良く返事をしようとして、途中で曖あい昧まいに言葉を切った。

　どうにも、さっきから妙に眠い。体が熱く、まぶたが重くなっていく。

「ごめん。ちょっと……眠くなってきちゃった、かな……」

　ついさっきまで眠くなかったのに、急に眠くなるとはどういうことだろう。懸命に眠気を振り払おうとしたが、汐里の抵てい抗こうよりも襲いくる眠気のほうが強力だった。

（もう、ダメだ……）

　もはや、目を開けているほうが難しい。

「お嬢？」

　驚いたようなエミリオの声が聞こえてくる。

　しかし汐里は、返事もせずにすとんと眠りの中に落ちていったのだった。




　次に汐里が目を覚ましたのは、深夜の三時だった。

　喉のどの渇かわきを覚えてゆっくりと目を開く。そして、起き上がった汐里は、ベッドのすぐ傍に誰かがいることに気がついてぎょっとした。

「だ……」

　誰、という言葉は口にすることができなかった。誰かの大きく硬かたい手が、汐里の口を覆ったからだ。

「しっ。お嬢、オレッスよ」

　暗くらがりから聞こえてきた声に、汐里は目を丸くした。誰なのか気づいたことが伝わったらしく、エミリオが汐里の口元から手を離す。

「エミリオ!?　どうしてここに……」

　小声で問いかけた汐里はふと寝る前のことを思い出した。そういえば自分は、エミリオと話している最中に寝てしまったのだ。だから、心配して傍についていてくれたのだろうか。そんなことを考えていると、エミリオは普段のように穏おだやかな声で言った。

「見張りッスよ」

「見張り……？」

　いつもなら部屋の外なのに、と言いかけた言葉を途中で飲み込む。エミリオが、声に反して珍しく険しい表情を浮かべていたからだ。

「……いいから。お嬢は寝てな」

　短く言いながら、エミリオが窓の外を睨みつける。初めて聞く、エミリオの深刻な声。知らず鼓動が速くなった。

「あの、なにかあったの……？」

「いや。なにもないッス。ただ、ちょっと気になることがあったから、お嬢の傍で見張ることにしただけッスよ」

　そう言うエミリオの瞳は、いつになく凶きよう暴ぼうな色に染そまっていた。なにもないなんて噓うそだ。そう思ったが、珍しく真剣な横顔に反論することがはばかられ、汐里は大人しくベッドに横たわった。

　途端に気だるい眠気が汐里を襲う。早くに寝たというのに、まだ寝足りないらしい。

「……じゃあ、おやすみ。エミリオ……」

　小声で囁いてすぐに目をつむる。だから汐里は、気づくことができなかった。エミリオの瞳が、机の上に置かれたマグカップを射いるような鋭さで見ていたことに──。




　翌よく朝あさは、普段よりも爽さわやかな目覚めだった。

　よく寝たおかげで頭はすっきりしており、体も軽く感じられる。

「うーん……」

　しなやかに伸びをすると、汐里はベッドから起き上がった。そこで、不意に昨晩のことを思い出す。

（そういえば……）

　昨晩、エミリオがこの部屋にいなかっただろうか。急いで汐里は周囲を見回したが、彼の姿はどこにもなかった。寝る前と変わらない光景があるばかりだ。

　夢だったのだろうかと思いながら手早く着替えを済ませて廊下に出る。すると、いつも通りエミリオがいた。

　一晩中見張りをしていたのだろう。エミリオは、眠そうに大あくびをしていたが、汐里が部屋から出てきたことに気がつくと、屈くつ託たくなく笑った。そこには、昨晩見た剣けん吞のんな様子はまったくない。

「チャオ。よく眠れたッスか？」

「う、うん。おかげさまで……」

　頷きながらも、汐里はエミリオの顔を窺うかがわずにはいられなかった。昨晩のことが夢かどうか、気になったからだ。

「あの、昨日の夜……」

　遠慮がちに口を開くと、エミリオは汐里に顔を寄せてしー、と人差し指を唇に当てる。

「昨晩のことはオレとお嬢だけの秘密ッス。先輩にバレたらオレ、本国に戻されちまうッスから」

「そうなの？」

　本国に戻される、という言葉に汐里は驚いてエミリオを見た。彼が、そんなことを言うのは初めてだった。

　普段であれば、もっと冗談とわかるような物ぶつ騒そうな言葉を使う。だから余計真に迫せまって感じられ、汐里は黙ったまま頷いた。

（それに……）

　秘密ということは、昨日部屋にエミリオがいたのは夢ではなかった、ということだ。ならばどうしてと思ったが、エミリオが口を開くほうが早い。

「さ、そんなことより早く食堂行きましょう！　オレもう腹ペコッスよ」

　話はこれで終わりと言わんばかりだった。普段よりも性急なエミリオの様子に、懸念が生じる。それでも、彼の珍しく懇こん願がんするような眼差しに続きを話すことははばかられ、汐里は彼を伴ともなって食堂へ向かったのだった。




　それから二日間は、特になにごともなく過ぎ去った。エミリオがまた部屋の中で見張りをするということもなく、当たり前の日常が過ぎていく。

　そして月曜日になり、汐里が学校へ登校した日のことだった。

　その日も汐里は普段通り授業を受けていたのだが、昼休みになって携けい帯たいに着信が入っていることに気がついた。ルチアーノからのものだ。

　彼から連絡が入ることは珍しい。いったいなにがあったのかと不安に思いながら電話をかけられる場所を探して中庭まで下りてきた汐里は、突然後ろから二の腕を強い力で摑まれてぎょっとした。

「お嬢さん！」

　汐里の腕を摑んだのは、ルチアーノだった。

　珍しく血けつ相そうを変えている。その表情に、ただならぬことが起きたのではという不安を覚えた。

「なにか、あったんですか……？」

「ええ」

　頷くと、ルチアーノは低い声で囁くように言った。

「……落ち着いて聞いてください。隆史様が、大おお怪け我がをなさいました」

「うそ！」

　思わず叫さけぶ汐里の口を、ルチアーノはさっと手で覆う。

「声をあげずに。近くに、お嬢さんを狙う者がいるかもしれません。隆史様が負ふ傷しようなされた時にお嬢さんの写真も流出したとのことですから」

（狙う、もの……？）

　急に、足元から日常が崩くずれ去っていくような気がした。ずっと狙われているということはわかっていたはずだったが、あまりになにも起こらなかったためにすっかり実感が薄れていたのだ。けれど、危険は常に汐里の傍で佇んでいた。汐里が、気づかなかっただけだ。

「お車をご用意しております。急いで空港へ参りましょう」

　ルチアーノは、覆っていた口から手を離し、汐里の腕を摑んだまま歩き出した。

　空港に、という言葉でこれからイタリアへ向かうのだと悟る。

「でも、教室に荷物が……」

　躓つまずきそうになりながら言うと、ルチアーノはぴしゃりと拒絶する。

「そんなもの、後でどうとでもなります。それより、飛行機の時間のほうが大事でしょう。さ、お急ぎください」

　促うながされるまま歩いて、汐里は彼が用意した車に乗り込んだ。

　間かん髪はつ容いれずに、運転手が車を発進させる。そのあいだも、汐里は呆ぼう然ぜんとしたままだった。父が怪我をしたという事実が、うまく受け入れられなかった。

　父は、マフィアだ。それはもう、疑いようのない事実として受け入れている。

　だとしたら、どんな怪我をしたというのだろう。ルチアーノが自分を呼びに来るぐらいなのだ。けして軽くはないはず。

「あの。お父さんは、無事なんですか……？」

　震える声で聞くと、隣に座るルチアーノはこちらを見ずに言った。

「銃で肩を撃うたれ、意識がないとのことです」

　汐里は息を吞のんだ。銃で撃たれたというのが本当なら、重傷に違いない。

（どうしよう、お父さんが……）

　目眩を感じて、汐里は膝ひざに肘ひじをつきながら手で額を押さえる。誕生日やクリスマスにはかならず帰ってくるお父さん。会うのは年に数回だったが、それでも汐里は父が大好きだった。

　あんなに優しい父が、どうして大怪我をしなければならないのだろう。

（マフィアだから、なの？）

　疑問をぶつけようとした汐里はしかし、鋭い眼光で前を向いているルチアーノの横顔を見て、聞く勇気がしぼんでいくのを感じる。今の彼は、普段よりもすごみが増して見え、気軽に声をかけられそうになかった。

（エミリオがいてくれたらいいのに）

　そう思ってようやく、汐里はエミリオの姿がないことに気がついた。

「あの、エミリオは……？」

　それだけは気になってなんとか口にすると、ルチアーノはようやく汐里のほうを振り返った。その瞳が、ひどく冷ややかな色を浮かべている。ぞっとするような、暗く感情のない眼差しだった。

「お嬢さんが、気にする必要はありませんよ」

　なんで、と聞くことはできなかった。突然、ルチアーノにハンカチで口を覆われたからだ。

　ツンとした刺し激げき臭しゆうが鼻を突き、景色がぐにゃりと輪りん郭かくをなくす。耳鳴りが響き、音も、色も、なにもかもがわからなくなっていく。

　汐里は、まったく抵抗することも適かなわずに意識を失ったのだった。




（痛い──）

　ひどい目眩と頭痛を感じて、汐里は目を覚ました。頭の痛みを刺激しないように、ゆっくりとまぶたを開く。

　しばらく目の前の光景がうまく頭に入ってこずにぼんやりとしていたが、意識がはっきりしていくにつれ、汐里は自分がとんでもないところにいることに気がついた。

　そこは、見慣れない倉庫の中だった。

　高々と積み上げられたダンボールが、視界を遮さえぎる。

（どこ……？）

　体を起こそうとしたが、身動きが取れないことから体と足を縄なわで縛しばられ、拘こう束そくされているとわかる。

　手首も縄で縛られているせいで、立ち上がることも、頭を起こすこともできない。

（どうしよう……）

　なんでこんなことになっているのだろう。思い出せるのは、ルチアーノにハンカチで口を押さえられた時までだった。あれは、眠らせる薬だったに違いない。

（じゃあ、これもルチアーノが……？）

　どうして護衛だったはずの彼が自分を縛るというのか。疑問に思いながらルチアーノを探すべく、必死に動こうとしていた汐里は、目の前に積まれた荷物の向こうから聞こえてきた声に体を強ばらせた。

「ずいぶんと手こずったじゃねえかルチアーノ。もう少し早くにかっさらう予定だっただろう？」

「すみません。少し、予想外の妨ぼう害がいがありまして。でも、無事に人質を取れたんですからいいでしょう？」

「まーな。これでようやく、サルヴァトーレのやつらをぶっ潰つぶせるってわけだ。あの娘を人質に隆史を殺せば、他の奴らも総崩れだろうからな」

　話す二人の声のうち片方には、聞き覚えがあった。ルチアーノだ。頭の奥が衝撃で、じわじわと痺れていく。

（どういう、ことなの……？）

　彼らは、サルヴァトーレを潰す、と言っていた。確かそれは、父のファミリーの名前だったはず。

　なら、どうしてルチアーノがあんな会話をしているのか。

　考えるまでもなかった。ルチアーノは、サルヴァトーレファミリーを裏切っているのだ。

（うそ……）

　ルチアーノのことは恐ろしいと思っていたが、それでも信頼していた。エミリオと一緒で、護衛をする姿勢は至し極ごく真面目だったのだ。

　それなのに、どういうことだろう。

　忠実に従うふりをして、実際は汐里を敵ファミリーに売り飛ばす算段をしていたのか。いや、そもそも最初からスパイとしてサルヴァトーレファミリーに入っていたのかもしれない。なんにせよ、彼はもう味方ではなかった。

　そのことをはっきり悟った途端胸に鋭い痛みが走り、汐里は声を殺して涙を流した。

　薬を嗅かがされたせいか、頭が割れそうに痛い。

　混乱と、恐怖と、裏切りによる衝撃で、汐里は黙ったまま泣き続ける。

　敵対するマフィアから守ってくれると信じていた人が、実際は自分を人質にするために傍にいたなんて、あんまりだ。

（でも、泣いてちゃ駄目だ。一刻も早く逃げないと……）

　彼らは、自分を人質に父を殺すと言っていた。ならば、こんなところで捕まっているわけにはいかない。それでも、いくら身をよじっても縄は解とけなかった。いたずらに、腕に傷を増やしただけだ。

（こういう時どうすればいいの？）

　人質になることなんて、今まで一度もなかった。そもそも汐里は、ずっとマフィアの世界から遠いところで生きてきたのだ。どう振る舞うのがいいのかなんて、さっぱりわからない。

　半ばパニックになりながら心の中でひとりの人に救いを求めた。その時だった。

「お嬢。助けに来たッスよ」

　静かに、耳元で声がした。

　それは、今一番聞きたい人の声。

　汐里は一瞬、薬の効果がもたらした幻げん聴ちようなのではないかと思った。

　しかし、その疑いはすぐに破られた。声の主ぬしは手早く縄を切ると、汐里を抱き起こす。

　自分の顔を覗き込んでいる人の顔を見て、汐里は再び涙を流した。赤い髪が、滲にじんだ視界の先で揺れる。

「エミリオ！」

　小さな声で叫ぶと、エミリオは笑って、汐里のことを軽く抱きしめた。

「オレが来たからにはもう、大丈夫ッスよ」

　包み込むぬくもりは、本物だった。

　エミリオは、確かにそこにいた。

　彼は、ゆっくりと音を立てないように汐里のことを横抱きにすると、立ち上がった。そして、ダンボールの山をじっと睨みつける。

「やっぱり、ここから戻んのが安全ッスかねー……」

　ダンボールを越えていくか、それとも、ダンボールのないほうから行くべきか、とエミリオが難しい顔をして考え込む。

「誰だ！」

　突とつ如じよ鋭い声がしたかと思うと、黒服の男たちが駆け寄ってくる。

　ルチアーノたちはダンボールの向こう側にいるからと油断していたが、他にも見張りの人間がいたらしい。

「見つかっちゃったらしょうがないッスねー。……お嬢。しっかり摑まってな」

　最後だけ声を低くして言い、エミリオは汐里を抱いたまま一気に跳ちよう躍やくした。助走もつけずに軽々と飛び、ダンボールの上へと乗る。普段よりもずっと、身軽な動きだった。

　普段からエミリオの身軽さを見ていたはずだったが、それでも驚かずにはいられない。

（すごい……）

　密かに感心していた汐里だったが、下の人間たちが一いつ斉せいに銃を構えるのを見て、恐怖で凍りつく。初めて見る、本物の銃だ。

「サルヴァトーレファミリーの人間だな！」

「その女もろとも死にたくなければ、すぐに下りてきな！」

　怒ど鳴なり声をあげながら、ジェノヴェーゼファミリーの男たちが汐里たちに銃を向ける。

　しかし、彼らが発はつ砲ぽうするよりも先にエミリオが、素早く銃を懐ふところから引き抜くと空中に向けて発砲した。それを合図に、一斉に黒服の男たちが雪な崩だれ込んでくる。

　急に乱入してきた大勢の男たちに気を取られ、ジェノヴェーゼファミリーの男らはぎょっとして一瞬エミリオたちから視線をそらしてしまった。その隙に、エミリオが汐里を抱きかかえて、空中にぶら下がっていた縄を摑み、ダンボールを蹴る。

「きゃあ……っ！」

　突然足元を支えるものがなくなり、汐里は必死にエミリオの体にしがみついた。

　エミリオが摑んだ縄は、天てん井じようの梁はりに結ばれていたものだった。ダンボールを蹴った勢いを生かして振り子のように、倉庫の入り口まで一気に飛ぶと、エミリオは摑んでいた縄を離して綺麗に地面へ着地する。

「逃がすな！　人質はあそこだ！」

「待て！」

　倉庫を去っていくエミリオと汐里を見て、ジェノヴェーゼファミリーの男たちは慌てて追おうとする。しかし、先程乱入してきた男たちに阻はばまれ、彼らはたたらを踏ふんだ。その直後、激しい銃声が聞こえてくる。銃撃戦が、始まったのだ。

　倉庫を無事に脱出した汐里は、エミリオに手を引かれながら懸命に走る。後ろから聞こえる激しい銃の音が恐ろしくて、頭は痛かったが足を止めることはできなかった。

　倉庫を出た先には、大きなコンテナが立ち並んでいる。どうやら、汐里がさらわれた場所は、コンテナターミナルだったらしい。

「へへっ。サルヴァトーレファミリーの力を舐なめんじゃねーっての」

　エミリオは、走りながらちらりと振り返った。その顔には、得意げな表情が浮かんでいる。

「もしかして、さっきの人たちって……」

「もちろん。うちのファミリーの奴らッスよ」

　やはり、そうなのだ。エミリオだけでなく、多くの味方が来たということに、ようやく安堵の気持ちが追いついてくる。銃撃の音が遠くなったのも相まって、今まで張り詰めていた緊張の糸が切れたせいか、汐里はつい膝をついてしまった。

「お嬢!?」

「ご、ごめん。ちょっと……力が抜けちゃって……」

「そうッスよね。ごめん、オレ、早く逃げなきゃって思っちまって」

　一いつ旦たん走るのをやめて、エミリオが汐里を再び抱き上げようとする。けれどそれよりも先に、はっと体を強ばらせると、エミリオはなにかから庇うように汐里を押し倒した。間髪容れずに銃声が響き渡り、硝しよう煙えんの匂いが漂ただよう。

「外はずしたか」

　苦にが々にがしげな声に顔を上げると、コンテナの向こうから銃を構えたルチアーノが姿を現した。カチリ、と音がして再び銃弾が装そう塡てんされていく。

　その間にエミリオは立ち上がり、後ろに汐里を隠すようにして素早く銃を構える。

　隙のないエミリオの立ち姿に、ルチアーノの顔に苦々しい表情が広がっていく。

「まさか、お前に邪じや魔まされるとはな。どうやって、お前ごときがこの俺を出しぬいた」

　本気で信じられない、という顔だった。そんな彼に、エミリオがいつもと変わらぬ明るさで答える。

「オレも裏切ってるなんて最初は信じられなかったッスけどね。それでも先輩のことなんて、お見通しッスよ。ここんとこずっと一緒にいたんスから。それに──」

　不意に言葉を切ると、エミリオは鋭く射るような瞳でルチアーノを睨みつけた。

「お嬢のカップん中に睡すい眠みん薬やく混ぜるようなヤツ、許せねぇんだよ」

　普段のエミリオからは考えられないぐらい、凶暴な声だった。飢うえた野生の獣けもののように、喉のどの奥で低く唸る。そんな彼の姿に、ルチアーノが一瞬怯ひるむ。

「気づいていたとはな……流石さすがに悔あなどりすぎたか」

（睡眠薬……？）

　エミリオの言葉が気になったが、そちらに意識を向けている余裕はなかった。

　一瞬のうちに、エミリオの姿が搔き消える。かと思うと、ルチアーノの手から銃が消え、気がついた時には彼は地面に組み伏せられていた。

　全ては、一瞬のできごとだった。エミリオの動きの軌き跡せきを見ることすら、できなかった。

「ぐっ……貴様……実力を、隠していたのか……」

　背中を地面に押し付けられながら、ルチアーノが歯の隙間から絞りだすように言葉を吐き出す。エミリオは鼻で笑って言った。

「ちげーよ。今まで、本気になれなかっただけに決まってんだろ」

　犬歯を見せてニッと笑ったエミリオの横顔は、何故か恐ろしく見えた。その目が、爛らん々らんと残ざん忍にんな色を浮かべる。




[image: ]




　彼は、ルチアーノをどうする気なのだろう。こんな時にもかかわらず、いやこんな時だからだろうか、急にエミリオが普段言っていた物騒な冗談のことが思い起こされ、汐里は立ち尽つくしたまま二人の姿を見つめる。普段の優しいエミリオの姿は全て仮の姿で、このマフィアとしてのエミリオこそ本当の姿なのではないかという不安が頭をもたげる。

「エミリオ……」

　汐里の声に、エミリオの肩がぴくりと動いた。ほんの一瞬彼が視線を上げ、汐里を見る。しかしすぐにまたエミリオは、ルチアーノに視線を戻した。その横顔からは、何の表情も読み取れない。

　エミリオは、しばらく動かなかった。ルチアーノを組み伏せたまま、じっと相手を見据えて沈黙し続ける。

　そんな彼が顔を上げたのは、どこからともなくローターの音が聞こえてきてからだった。

「来たッスね……」

　不意にいつもの口調に戻ると、エミリオは逡しゆん巡じゆんの後に、ぱっとルチアーノを押さえていた手を離して上から体をどかす。

　急に自由になったルチアーノが呆気に取られた様子で、ゆっくりと頭をもたげる。しかし、彼が完全に立ち上がるよりも先にエミリオはルチアーノの眉み間けんに銃を突きつけた。

　暮れ始めた夕日を受けて、銃口が鈍にぶく光る。

　屈くつ辱じよくに彩いろどられていたルチアーノの瞳が、次し第だいに恐怖に染まっていった。

「先輩。オレ、やっぱ先輩のしたこと許せねーッス。でも……」

　エミリオはふっと笑って、発砲した。わずかにそらされた銃口から放たれた弾だん丸がんが、ルチアーノの黒い髪をかすって地面に当たる。

「お嬢に人殺すとこ、見せらんねーから。今は、これぐらいにしといてやるよ」

　笑いながら言うと、エミリオは汐里を抱き寄せて地面を勢いよく蹴る。そこに、ローターの轟ごう音おんが鳴り響いて、黒い影が空から下りてきた。ヘリコプターだ、とわかった時には汐里はぐん、と空へ引っ張られていく感覚に襲われた。汐里を抱きかかえているエミリオが、ヘリコプターから垂たれ下がる縄なわ梯ばし子ごに摑まったのだ。

　慌てて縄梯子に足を載せると、一気にヘリコプターは浮上した。

　呆然と見上げているルチアーノの姿が、ぐんぐん遠ざかっていく。

　次第に点のようになっていくその姿を眺めながら、汐里はすぐ傍にあるぬくもりを強く感じた。風は冷たかったけれどそれを上回るあたたかさがそこにはあった。

（エミリオは、ルチアーノさんを殺さないでいてくれた……）

　ルチアーノのしたことは、けして許されないはずだ。エミリオだって見たことないぐらいの剣けん幕まくで怒っていた。本当は、マフィアの掟おきてに則のつとって制裁を加えなければならなかっただろう。

　それでも、撃たないでいてくれた。

　そのことが嬉しくて、汐里はエミリオの胸に顔をうずめた。

　さっきのエミリオは、獰どう猛もうで手のつけられない、凶暴な肉食獣のようだった。マフィアである彼の本性だと思いそうにもなった。けれど、彼の中には本物の思いやる心が確かにある。

　汐里を脅きよう威いから遠ざけ、そして元気づけてくれる体温が、汐里を包み込む。

　それは、見せかけでも偽にせ物ものでもなく、本物のあたたかさだった。
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　五月の透き通った風が、窓まど辺べから生徒会室へと流れ込む。

　放課後に生徒会の仕事をこなしながら、汐里は今頃イタリアにいるだろうエミリオのことを思い浮かべた。

　あの日。汐里が助かった後、ジェノヴェーゼファミリーは壊かい滅めつしたという話だった。

　エミリオは詳しく語りたがらなかったが、なんでもあの銃撃戦のおかげでジェノヴェーゼファミリーの拠きよ点てんが判明し、そこへサルヴァトーレファミリーが乗り込んでなんらかの制裁を与えたらしい。

　おかげで、汐里はもう狙われる心配もなくなった。なので、エミリオはイタリアに帰ることとなったのだ。

　といっても、エミリオが帰るのは本国での仕事に戻るためではなく、報告のためだという。エミリオが、今回の誘拐事件で一番活かつ躍やくしたからだ。

　あの日、応おう援えんがすぐに駆けつけられたのは、エミリオがいち早くルチアーノの企たくらみに気づいたためだ。

　そもそも、あの晩──ルチアーノがホットミルクを持ってきた日のことだ──から、エミリオはルチアーノが離反しているのではと疑っていたらしい。ホットミルクに、睡眠薬が混ぜられていたことに気がついて以来、ルチアーノを監かん視ししていたエミリオだったが、ある日ルチアーノがジェノヴェーゼファミリーと連絡を取っている現場を見て、やがて疑いを確信に変えたということだった。

　そこで本国と連絡を取り、エミリオは応援を要よう請せいした。おかげで、汐里も救出でき、更には長く続いたファミリー間の抗こう争そうも終結を迎えたのだ。その一連の流れにサルヴァトーレファミリーのボスである汐里の父が感かん銘めいを受け、エミリオに直接お礼をと言い出した。そのためにエミリオは、イタリアへ一旦戻ることとなった。

　そうして彼が去ってから、数週間が経っている。

「かならず帰ってきます」エミリオはそう言っていたが、もしかしたらもう帰ってこないのではないか。

　日が経つにつれ、汐里は不安になっていた。エミリオはもともとイタリアの人だ。きっと、自分が生まれ育った場所のほうが暮らしやすいに違いない。

（でも……帰ってこないなら、きちんとお別れしたかったな……）

　エミリオは、帰ってくるからと言って、ろくに汐里に挨拶もせず、さっさと行ってしまった。おかげで、誘拐事件で助けてもらったことも、エミリオのおかげで楽しく過ごせたことも、なにもお礼が言えていない。

　思わず深いため息をついたその時、チャイムの鳴る音が響いた。

（そろそろ、帰らないと）

　今は、生徒会室には汐里ただ一人だった。後輩たちは、用があって今日は休んでいる。

　これから一人で帰ることを考えて、汐里は再び憂ゆう鬱うつな気持ちになった。前は校門を出ればエミリオがいてくれたけど、今はもうその姿もない。帰るたびにそのことを実感するのが、汐里は嫌だった。




　けれど、校門の前まで来たところで、その憂鬱な気持ちが吹き飛んだ。

　興味津しん々しんで校門を見る人だかり、その先に見覚えのある赤い髪が見えたのだ。

（まさか）

　速くなっていく鼓動を懸命に抑おさえながら、慎しん重ちように歩いていく。けれど、その横顔を見たら、もう我が慢まんができなかった。

　遠巻きに見ている人がいることも忘れて、彼の名前を呼ぶ。

「エミリオ！」

　駆け寄ると、彼は顔を上げて笑った。いつもの、汐里が大好きな屈託のない笑顔だ。

「お嬢！　久しぶりッス！」

　お嬢、と言ったエミリオの声があまりに懐なつかしくて、汐里は思わず泣きそうになった。目をこすって、涙がこぼれるのを必死に堪こらえる。

「遅いよ！　もう帰ってこないと思ったじゃない！」

　誤魔化すように怒る汐里に、エミリオはひょい、と肩をすくめた。

「色々転入手続きとかに時間がかかっちまって」

「転入……？」

「オレ、これからお嬢と同じ学校に通うことにしたんスよ」

　今さらながらに気づけば、確かにエミリオは豊穣学園の制服を着ていた。赤い髪に、紺色のブレザーが不思議と馴染んで見える。

「でも、なんで……？」

　エミリオがどうして学生服を着ているのかが、さっぱりわからなかった。汐里が怪け訝げんそうな顔をすると、エミリオは得意げに胸を張った。

「実はオレ、お嬢の正式な護衛に任命されたんスよ」

「……え？」

　完全に予想外の言葉だった。

　返事をするのも忘れて、呆気に取られたまま固まる。

　正式な護衛とは、どういう意味だろう。そもそも自分にはもう、護衛はいらなかったのではないだろうか。

　汐里の疑問に答えるように、エミリオは口を開いた。

「……今回のことがあって、ボスは常に護衛をつけておきたい、って思ったらしいんスよ。それに、オレもまだお嬢を守りたかったから。だから、ちょうどいいってことで」

　悪わる巧だくみをするように笑って、エミリオは後ろ手に隠していた花束をはい、と汐里に差し出した。真まっ赤かな、大輪の薔ば薇らの花束だった。その途端、野や次じ馬うまたちからわっと歓かん声せいがあがる。けれどエミリオは、一切を無視して静かに微笑んだ。

「……だから、これからもずっとオレにお嬢を守らせてください」

　そう言ったエミリオは、今までで一番穏やかで真面目な眼差しをしていた。優しい、春の日差しのようなあたたかな瞳が、汐里を真っ直ぐに見つめる。
















　周囲からは、まだ面白がるような歓声があがっている。けれど、汐里の耳にはまったく聞こえていなかった。エミリオの言葉だけが、甘く耳の奥に響く。

（これからも、ずっと……）

　それは、なんて幸せな約束だろう。

　汐里は両手で薔薇の花束を受け取ると、満面の笑みを浮かべ頷いたのだった。
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（いけない。遅くなっちゃった）

　バケツをひっくり返したような豪ごう雨うの中、坂さか本もと深み雪ゆきは帰途についていた。

　腕時計をちらりと見ると、もう夕方の六時を過ぎている。特売日だったため母親にお使いを頼まれ、学校帰りにスーパーへ寄っていたのだが、そこで色々と買い込んでいたせいですっかり遅くなってしまったのだ。濡ぬれないように鞄かばんと買い物袋を抱だきかかえながら、近道である薄暗い路ろ地じ裏うらを走る。

　そうして、とある角を曲まがったその時だった。

　突然、雷かみなりが轟とどろくような音が鳴り響ひびく。あまりの大きな音に深雪は咄とつ嗟さに身をすくめると、すぐそばにあった建物の張り出しに身を隠かくした。それから、恐おそる恐おそる空を見上げる。

（雷……？）

　しかし、空が再び光る様子はない。普通、雷は続けて落ちるはずなのに。

（変だな……）

　首を捻ひねりながら、視線を前へと戻す。そこで深雪は、誰だれかが路地裏の端はしで倒れているのを見つけた。

「……！」

　息を吞のみ、思わず足を止める。

　倒れていたのは、白銀の美しい髪かみを持った青年だった。

（外人さん？）

　ちらりとそんな考えが頭をよぎったが、それよりも先に深雪は彼の傍そばへと駆かけ寄っていた。その顔が、驚くほどに真まっ青さおでただならぬ具合だと気づいたからだ。濡れそぼった髪が、蒼そう白はくな顔にへばりつく。

「大丈夫ですか!?」

　これ以上雨に濡れないよう彼の上に傘かさを差し出し、意識を確認するために頰ほおを軽く叩たたく。彼は、しばらく目をつむって辛つらそうに喘あえいでから、長いまつげを震ふるえさせてゆっくりとまぶたを開いた。

　うつろな眼まな差ざしが、ぼんやりと深雪を見つめる。幾いく度どか瞬まばたきを繰くり返し、彼はよろよろと上体を起こした。

「ここは……」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、周囲を見回す。けれどその後、彼は苦しげに呻うめいて顔をしかめた。頭が痛むのか、ぎゅっと目をつむり、額ひたいに手を当てる。その拍ひよう子しに、聞き慣れない硬かたい金属音が響く。

（……甲かつ冑ちゆう……？）

　音は、彼が着ていた甲冑から聞こえてきた。まるで中世の騎き士しのような立りつ派ぱな甲冑が、動きに合わせてガシャリと音を立てる。

　一体、何な故ぜこんなものを着ているのだろう。そもそも何故、こんな路地裏で倒れていたのだろう。様々な疑問が頭をめぐったが、すぐさまそれは消え去った。彼が、苦しそうに顔を歪ゆがめながらも、立ち上がったからだ。塀へいに手をつき、再び周囲を見渡す。それから、困こん惑わくしたように呟つぶやいた。

「ここは、どこなんですか……？」

「……え？」

　深雪が驚いて声をあげると、彼はそこで初めて深雪に気がついたのだというように彼女を見て、目を瞬しばたたかせた。

「貴女あなたは……。それに、私は……？」

　その時、再び顔をしかめて彼がよろめいた。額を手で押さえ、ふらつく体で懸けん命めいに塀にすがりつく。

「あ、あの。大丈夫ですか？　お医者さん、呼びます？」

　どうすべきか迷いながら深雪が言うと、彼は青ざめたまま首を横に振った。

「いえ。休んではいられません。私には、しなければならないことが──」

「で、でもそんな状態じゃ無理ですよ！　せめて一いつ旦たんおうちに帰ったほうが……」

　深雪の言葉に、彼は一いつ瞬しゆん考え込んだ後、もう一度首を横に振った。

「……すみません、わかりません」

「わからない、って……？」

「私の家がどこにあるのか、そもそも私はどこから来たのか……。何一つ、思い出せません。私の名がカインだ、ということ以外なにも……」

（まさか、記き憶おく喪そう失しつ……？）

　深雪が呆あつ気けに取られている間にも、カインは悔くやしそうにぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。
















「それでも私には、なにか使命があったはずなのです。成し遂とげなければならない、なにかが……」

　必死に思い出そうとしているのだろう。カインは真剣な様子で、ギュッと目をつむった。しかし、程なくして諦あきらめたように目を開く。

「駄だ目めだ。思い出せません。私は、こうしている場合ではないはずなのに──」

　顔を歪めながら、雨空を睨にらみつける。その横顔は焦あせりに染そまり、驚くほど心細げに見えた。だからだろうか。深雪は、どうしても彼を放ほうっておくことができなくなり、唇くちびるを開いたのだった。

「あの。だったらとりあえず、うちに来ませんか？　濡れたままだと風か邪ぜひいちゃうかもしれないですし」

「……え？」

　無む防ぼう備びな驚きを顔に浮かべ、カインが深雪を振り返る。

「で、ですが……」

「記憶喪失、なんですよね？　だったらどこ行けばいいかわからないだろうし……とりあえず、うちに来て温まってから、これからのこと考えてみません？　落ち着けば、なにか思い出すことがあるかもしれないですし」

　我われながらなんとも、のんきな申し出だと思う。本当なら、警けい察さつや医者へ連れて行ったほうがいいのかもしれない。それでも、家へ連れて行くことを提案したのは、多分彼が捨てられた子犬のように、心細そうに見えたからだろう。自分が発見した以上、このまま無責任に放っておくことはできない。そう思ったのだ。

「……良い、のでしょうか……」

　恐る恐るといった様子で、カインが深雪を見る。深雪は、もちろん、と笑顔で頷うなずいたのだった。




　家へ連れ帰ると、当然のごとく両親や弟たちは大いに驚いた。けれど、深雪から事情を聞くと、全員カインを哀あわれに思ったのか、記憶を取り戻すまでゆっくりすればいいと、カインが家に居い候そうろうする許しが父親からも母親からも出たのだった。

　といっても、ただで住まわせるわけではなく、深雪の家──坂本家が営いとなむサカモト青果店の手伝いや、まだ幼おさない妹や弟たちの面倒を見る、という条件付きだったが。

　なんにせよ、カインの居場所は無事にできたのだ。そのことにほっとしながら、深雪はお風ふ呂ろから上がったカインの様子を確かめに客間へと向かった。お風呂で、お湯が勝手に出ることにすら彼は驚いていたから、何となく心配だ。

「カインさん、着替えできました？」

　ふすまを開くと、カインが落ち着かない様子で座っているのが見えた。

　深雪が入ってきたことに驚き、はっと顔を上げる。その顔立ちが思ったよりもかっこいいことに気がついて、深雪は一瞬言葉を失って立ち尽つくした。

　先程は雨に濡れていたせいで気づかなかったが、彼はどうやら、かなり整った顔立ちをしていたらしい。お風呂に入った後では、その白銀の髪の艶つややかさや、すっと通った鼻はな筋すじの美しさが余計に際きわ立だっている。真ま面じ目めそうな翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみも驚くほど綺き麗れいに見える。

（かっこいいなあ……）

　父親のＴシャツさえも着こなしてしまうカインに見とれていると、彼はふと不安そうな表情を浮かべた。

「もしかして、着方が間違っているのでしょうか」

「えっ？　あっ、ううん。大丈夫。ばっちり合ってます！」

　慌あわてて首を横に振ると、カインはほっと安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。

「良かった。初めて見る衣服でしたから、間違っているのではと心配しました」

（Ｔシャツを初めて見るの……？）

　お風呂の入り方はわかったようだったし、普通に会話する分には特に問題もないから、記憶喪失のせいでＴシャツの存在を忘れているということは考えにくかった。だとしたら彼はＴシャツのない場所から来たのだろうか。

（……どこから来たんだろう）

　視線を部屋の隅すみへ向けると、彼がさっきまで着ていた甲冑が目に入った。あれは、テレビで見るような、本格的な甲冑だ。その隣に大きな剣まである。

（さすがに偽物だよね……？）

　そう思ったが、だとしても彼があんなものを身につけていた理由がわからない。もしかして、自分が知らないだけで、甲冑を着ている国はまだあるのだろうか。

　それとも、彼は中世ヨーロッパなどからタイムスリップしてきたのだろうか。

（なんて……そんなわけ、ないよね）

　きっと、複雑な事情があるに違いない。あまりあれこれと憶おく測そくを並べるのもはばかられて甲冑から視線をそらすと、カインの向かいに座った。

「えーっとそれでカインさん。ここの部屋で、大丈夫そうですか？」

「はい。大丈夫ですが……」

　居い心地ごこち悪そうに深雪を見たあと、カインは言った。

「私のことは、カインとお呼びください。それと、敬語は不要です」

「え？　でも……」

　唐とう突とつなカインの申し出に、深雪は戸惑って彼のことを見上げた。

　すらりとした体たい軀くや、その大人びた眼差しを見ても、自分よりも年上だということは明白だった。それなのに、どうして呼び捨てにできるだろう。

　深雪が黙り込んでいると、困っていることに気がついたらしい。カインは真まっ直すぐに深雪を見つめながら、静かに言った。

「気になさらないでください。私は、あまりそう呼ばれることに慣れていないのです」

「そう、なの？」

「はい」

　カインの顔は、真剣そのものだった。ならば多分、本当なのだろう。結局、迷った末に深雪は頷いた。本気でカインがそれを望んでいると感じたからだ。

「わかった。じゃあ、カイン、って呼ぶね」

　頷いてから、深雪はカインの言葉で、あることに気がついた。

「あれ？　慣れてないって言ってたけど……もしかして、なにか思い出した？」

　深雪に質問され、カインの顔にはさっと落らく胆たんの色が走った。

「いえ。残念ながら、まだ……」

（しまったー）

　沈ちん痛つうな面おも持もちのカインを見て、後こう悔かいが押し寄せる。カインは、思い出せないことに焦りを感じているのだから、軽けい率そつに聞くべきではなかったのだ。

「ご、ごめん」

「いえ……。私こそ、申し訳ございません」

　謝ると、逆に謝られてしまった。気まずい沈ちん黙もくが、二人の間に漂ただよう。いたたまれない気持ちで、お互いに黙り込んでいると、突然後ろからふすまがガタガタと鳴る音が聞こえてきた。続いて、こそこそと言い合う小さな声がする。

「楓かえでが先行けよー」

「や、やだよにーちゃんが行ってよ！」

「俺だってやだよ！」

「もー、行かないならあゆが行く！」

　振り返ると、末の弟である楓と、妹である歩あゆ美み、そして三人の中では一番年上である健けん太たが、薄く開いたふすまの隙すき間まから覗のぞき込んでいる姿があった。

　どうやら、カインが気になって来たものの誰が一番に部屋へ入るかで揉もめているらしい。

（もう……）

「楓、ケン、あゆ。カインさんに挨あい拶さつしなさい」

　座ったまま手て招まねきすると、三人は顔を見合わせて、恐る恐るふすまを開いた。それから、深雪に隠れるようにして、後ろにちょこんと座る。

「貴方あなたたちは……」

　三人の姿を見て、カインが驚いたように目を見張る。そんなカインに、三人は意を決したように口を開いた。

「坂本健太！　七歳です！」

「坂本歩美！　五歳です！」

「……坂本楓。四歳です」

「ええと……」

　一いつ斉せいに自じ己こ紹しよう介かいをした弟たちに、カインが戸惑った表情を浮かべる。助けを求めるような視線に深雪は苦笑を浮かべ、代わりに口を開いた。

「うちの弟と妹なんだけど……。ごめんね、一気に話しかけちゃって。好奇心旺おう盛せいだから、どうしてもカインのことが気になっちゃったんだと思う」

「い、いえ……」

　首を横に振ったが、驚いた表情はそのままだった。さっきまで硬い顔をしていたカインのそんな姿がおかしくて笑いそうになる。しかし慌てて顔を引き締めると、深雪は弟たちを振り返った。

「そろそろ夕飯だし、カインも疲れてるだろうから遊ぶのはまた今度ね」

「ええー」

　不満気な声を上げたのは健太だった。

「せっかく本物の王子様が現れたーって思ったのに」

「王子様……？」

　びっくりして聞き返せば、歩美がしたり顔で頷いた。

「カインおにーちゃん、王子様でしょ？　だって、すっごくかっこいいし、白いマントつけてたもん」

　なるほど、どうやら妹や弟らは、カインが王子なのだと信じ込んでいるらしい。

（確かに、かっこいいけど……）

「王子様じゃ、ないんじゃないかなあ」

　もし彼が王子だったら、敬語は不要だと言ったりしないような気がした。そう思って否ひ定ていするとカインは何か考え込みながら遠慮がちに口を開いた。

「私も、違うと思います」

「ええーっ」

　カイン本人から言われてしまい、健太と歩美は揃そろってうなだれた。楓も落胆して見えたから、三人ともカインを王子だと信じきっていたようだ。しかし、健太と歩美がめげずにぱっと顔を上げる。

「あっ、そうだ！　きっと、きおくそーしつで、忘れてるだけだよ！」

「そうだよ！　じゃーあゆ、おにーちゃんのきおくそーしつ、治してあげる！」

「どうやって治すのよ」

「頭をガーンってぶつければいいんでしょ！　ショックりょうほう、っていうんだよ」

　どこで聞いたのか、得意げに笑う歩美に深雪はため息をついた。

「お医者さんじゃないのに、そんなこと勝手にやっちゃダメ。間違ったことしたら、悪化する可能性だってあるんだからね」

「ええっ、そうなの？」

「そうなの。だからダメ」

　それから、彼らが再び騒さわぎ出すよりも先に、深雪は部屋のふすまを開いた。

「わかったら、あっち行ってなさい。色々と家のこと教えなきゃいけないんだから」

「それならあゆが……」

「ダーメ」

　断固とした様子の深雪に言い切られ、弟たちがぐっと押し黙る。

　騒がしくする弟たちを深雪が一いつ喝かつで静かにさせるのは、いつものことだった。深雪は、坂本家の長女。弟たちの世話をするのは毎日のことなのだ。

「でも、もうちょっとだけいたらだめ？」

「ダメ。夕食の時にも会えるんだから、あとでね」

　これ以上騒がしくされたら、説明するよりも先にカインが疲れきってしまう。きっぱりと断言すると、深雪の顔を見てこれ以上粘ねばっても無む駄だと悟さとったのだろう。歩美と健太と楓は、「またね」と言い残して、大人しく退散していった。

　静かに閉まったふすまを見て、ほっと安堵のため息をつく。

「……ごめんね、うちの弟たち騒がしくって。といってもまた来ると思うんだけど……。その時は、遊んでやってもらえるかな？」

「かしこまりました」

　カインの返答は、どこまでも生き真ま面じ目めだった。座ったその姿勢にも、まったく隙がない。

（もう少し寛くつろいでくれたらいいんだけど……）

　記憶のない状態では、やはり気を抜くことなどできないのだろうか。それとも、これが元からのカインの気質なのだろうか。どちらかというと後者のような気がしながらも、深雪は口を開いた。

「えっと……。記憶がいつ戻るかわからないんだし……とりあえず今は、ここを自分の家だと思って、ゆっくり寛いでね」

　そう言って深雪が微笑むと、カインは一瞬呆気に取られた後に、おずおずと微笑みを返した。口の端をわずかに上げただけの、控ひかえめなものだったが、確かにそれは笑顔だった。

（なんだ、ちゃんと笑えるんだ）

　ずっと緊張した表情をしていたカインの見せた初めての笑顔に、胸むねの中がふんわりとあたたかくなる。深雪が嬉うれしくなってニコニコしていると、カインは照れくさくなったのか、視線をそらして深々と頭を下げた。

「姫のお気き遣づかい、感謝致します」

「だ、だからそんなかしこまらないでって──」

　慌ててカインの頭を上げさせようとしたものの、気にかかる言葉があった。カインは今、自分のことをなんて呼んだ……？

「えっと。い、今、姫って言った……？」

　聞き間違えただけと思いつつ尋たずねると、顔を上げたカインはきょとんとしながら頷いた。

「見み目め麗うるわしく気品がおありでしたので」

（ええええっ）

　カインは、自分の何を見てそう思ったのだろう。今は着慣れた家着姿だし、出会った時だってスーパーの袋に、ピンクの傘という出いで立たちだったのだ。いくら都内で有名な名門校に通っているからといって、自分に気品があるとは思えない。あの学校にだって、ミーハーな母に勧められるままに受験したが、なんとか受かって入学した今でもなにかの間違いで入ってしまったと思っているぐらいなのだ。

「いけませんでしたでしょうか……」

　絶句している深雪を見て、カインが申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「えっと、ダメってことはないんだけど……でも、私姫じゃないし、普通に深雪って呼んでもらえないかな」

「深雪……殿どの、ですか？」

「殿もいらないから！　深雪でいいから！」

「ですが、さすがにそれは……」

「お願いっ！」

　渋るカインに両手を合わせて頼み込むと、彼は長々と悩んだのちに、ようやく頷いた。

「……わかりました。深雪」

　カインの口から出た自分の名前は、思いもよらないほど甘く響いた。男性に下の名前で呼ばれたことが今までなかったせいかもしれない。急にどぎまぎするのを感じながらも、小さな声でお礼を伝える。

　その時、階下から深雪たちを呼ぶ声が聞こえてきた。夕飯ができたという、母親の声だ。

「あっ、ご飯できたみたい。ごめん、家のことは食後にまた教えるね。行こ、カイン！」

「はい」

　深雪に続いて、カインが立ち上がる。そして二人は、並んで階下へと向かったのだった。




　こうして、その日から坂本家には新しい顔が加わることとなった。

　カインは、見た目通り真面目な気質で、記憶が戻らないというのに一時として自分が休むことを良しとはしなかった。深雪たちがまだ体調も心配だし休んでいていいと言っても、すぐに立ち上がってなにか仕事はないかと探しまわる始末だ。

　結局深雪たちも諦め、早々にカインへ八や百お屋やの手伝いを頼むようになったのだが、これがまた思いもよらない影えい響きようを及ぼした。

　真面目で誠実なカインの接客は奥様たちに好評で、サカモト青果店はカインが来てから数日も経たたないうちに近所で評判となったのだ。

　幼い弟たちもあっという間にカインに懐なつき、彼はいつしか、坂本家になくてはならない存在となっていった。




（本当、カインってよく働くなあ……）

　日曜日の昼下がり。深雪は、縫ぬい物をしながら、店先で働くカインのことをぼんやりと眺ながめていた。

　働くカインの動きには一切の無駄がなく、見ているこちらが気持ちよくなるぐらい美しかった。接客中の姿勢も、レジ台を拭ふく手つきも、どれもが鮮あざやかだ。手伝い初日には、レジを見ていたく感動したり、野菜の名前を懸命に覚えようとしていたのに、今ではまったく戸惑った様子も見られない。

（よし。こんなもん、かな……）

　縫う手を止め、深雪はできたばかりの空色のエプロンを掲げ持って点検する。カインは一いつ向こうに記憶を取り戻す様子がなく、坂本家にもうしばらく居候をすることになりそうだったので、カイン専用のエプロンを作っていたのだ。

（カイン、喜んでくれるといいんだけど）

　急いで作ったため特に目立った装そう飾しよくはないが、きちんとカインのイニシャルだけは入れている。早速カインに着てもらおうかと思って顔を上げたその時、家のほうにいた父親がひょっこりと顔を出した。

「おーいカイン。店はもういいから、先上がってくれねえかー」

「え？」

　父親の呼びかけを聞き、カインが困こん惑わくの表情を浮かべた。普段であれば店じまいをするまでがカインの仕事だ。深雪も何故だろうと訝いぶかしがっていると、父親は苦笑を浮かべて自分の後ろを指差した。

「チビたちが、お前と遊んでもらいたいんだと」

　父親の後ろから、待ちきれないとばかりに弟たちが顔を見せる。

「……わかりました」

　カインは、一瞬呆気に取られたもののふっと表情を緩ゆるめて頷いた。

（あっ。笑った）

　微かすかに浮かんだカインの笑みを見て、深雪は嬉しくなった。やたらと堅かた苦くるしい彼の笑顔を見るのが、今では深雪の密ひそかな楽しみとなっていたのだ。

「では、後をお願いします」

　父親にそう言って、カインが店先を後にする。すると、すかさず健太と楓と歩美がカインにじゃれつき始めた。

「カインにーちゃーん！　俺と電車ごっこして遊ぼーぜー！」

「だめー！　あゆと遊ぶのー！」

「違うよ、ボクと一緒にお絵かきするのー！」

　口々に言いながら三人がカインの手を引っ張ったり、その背中に飛び乗ったりする。しかしカインは顔色を変える様子もなく、軽々と彼らを背負って歩いていった。

（力持ち、だなあ）

　妙な感心をしながら裁縫道具を片付けると、深雪も立ち上がった。弟たちに翻ほん弄ろうされるだろうカインのことが気になったし、なによりでき上がったばかりのエプロンを早く彼に渡したかったのだ。

「お父さん、私も上がるねー」

　店先に出た父親へ言い残すと、深雪もその場を後にしたのだった。




「ねーねーカインー。こないだ一緒に植えた朝顔のことなんだけどねー」

「カインー。夏休みの自由研究なんだけどさ……」

「ちょっとケンー楓ー！　今あゆが話してるのー！」

　案あんの定じよう、子ども部屋へ行くと弟たちが口々に騒ぎ立てているところだった。その中心で、カインは静かに彼らの言い分へ耳を傾かたむけている。

　カインは、よくいる大人のように子どもたちの話を適当にあしらったり、また彼らをあからさまに子ども扱あつかいするようなことはなかった。真剣に耳を傾け、じっくりと考え、そして自身の見解を真っ直ぐな言葉で話すのだ。だから弟たちもカインのことが好きなのだろう。

　文もん句くを言い合いながらもカインにじゃれついている弟たちを微笑ましい気持ちで眺めていると、ふとカインが顔を上げた。

「深雪」

　低く静かな声で呼ばれ、深雪は不意に自分の頰が火ほ照てるのがわかった。カインが来てからしばらく経つが、やっぱり下の名前を呼ばれるのだけはまだ慣れない。

「えーっと。カインに渡したいものがあるんだけど、ちょっといい？」

　取り繕つくろうように返事をする深雪に、カインが怪け訝げんそうに目を瞬かせた。

「渡したいもの、ですか？」

「これなんだけど……」

　ついさっきまで作っていたエプロンを見せると、カインは一層不思議そうな表情を浮かべる。

「これは……？」

「カインのエプロン。作ったんだ」

　イニシャルもあるんだよ、と広げたエプロンに、健太たちが目を丸くした。

「あーっ。ねーちゃんばっかずるい！　俺もカインにあげるー！」

「ボクも」

「私も～！」

　カインから離れ、弟たちがばたばたと自分の机の引き出しなどをあさり始める。自分の物には執しゆう着ちやくする弟たちが自分からプレゼントをしたいと言い出すなんて、カインもずいぶんな好かれようだ。

「良かったら、つけてみてくれない？　サイズもあってるか見たいし」

　カインはまだ戸惑っていたが、それでもエプロンを受け取った。慣れた手つきで被かぶり、腰こし紐ひもをぎゅっと縛しばる。

「どう、でしょうか」

　深雪に向き直ったカインのエプロン姿は、なかなか様になるものだった。今までは父のお下がりだったため、足の長いカインには短すぎ、どこかそぐわないと思えたのだが、これならぴったりだ。エプロンの淡あわい空色も、カインの白銀の髪とよく合っている。

「いい、いい！　すっごく似合ってるよ！」

　はしゃいで深雪が言うと、カインはどこか誇らしげにエプロンの裾すそをつまみ上げた。その横顔も、なんとなく嬉しそうだ。

「でも、深雪はどうしてこれを私に？」

「だって、お父さんのお下がりじゃ悪いし、カインは毎日いっぱい頑張ってくれてるんだもん」

　だから自分もなにかしたかったのだ、と答えると、カインは幸せそうに目を細めた。その骨ほねばった指で、愛いとおしそうにエプロンの表面を撫なでる。
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　あまりに柔らかいカインの眼差しに、作って良かったという気持ちが湧わいてくる。

　なにかを作って、こんなに喜ばれたのは初めてだった。弟たちの繕い物も、両親に頼まれて洋よう裁さいするのも、当たり前になっていたのだ。

（こんなに嬉しいこと、なんだな……）

　それは、深雪が初めて感じたことだった。嬉しさで、ふわふわと体までもが軽くなる。

　カインの喜ぶその横顔をずっと見ていたいと思っていると、弟たちがカインと深雪の間に割り込んできた。どうやら、カインにあげるものを決めたらしい。

「カイン！　俺はこれあげる！」

「ボクはこれ」

「あゆはこれー！」

　カインに渡されたのは、小さなビー玉や、ちぎれたキーホルダーや、変わった色をしたビンのフタ。どれもガラクタに見えるものばかりだが、弟たちが宝物だと信じて大切にしまっていたことを深雪はよく知っていた。

「これを、もらってもいいんですか？」

　カインも、彼らがそれを大切にしていることを知っていたのだろう。驚いたようにカインが聞いたが、健太たちは自信たっぷりに頷いた。

「ねーちゃんばっかあげたらずるいもん」

「その代わり、大切にしてよね！」

　受け取った物を、カインが両手で包み込む。

「……ええ。きっと大切にします」

　真剣な表情で頷いたカインに、健太たちがぱっと表情を明るくする。

「深雪にもらったエプロンも……大切にします」

　振り返ったカインにそう言われ、深雪は照れくさくなって苦笑を浮かべた。

「いいよ～。エプロンなんて、使い倒すもんだし」

「でも、深雪が初めてくれたものですから」

　本当に嬉しかったのだと言わんばかりに、カインの声は、驚くほど柔らかく響いた。

（こんなに喜んでくれるなら、もっと頑張って作れば良かったかなあ）

　せめて、カインが好きなものを聞いて、その刺し繡しゆうを入れるぐらいすれば良かったかもしれない。早く渡したいと思い急せいてしまった自分にほんの少し後こう悔かいしていると、カインはエプロンのポケットにもらったものを大切そうに仕舞い込んだ。

　それから、弟たちに視線をあわせてしゃがみこむ。

「本当にありがとうございます。三人から頂いただいたものは、きっと命に代えても大切にします」

　カインの声色は、どこまでも真剣だった。

　あまりに大げさな彼の言葉を聞いて、弟たちと一緒に深雪も噴き出す。

「命に代えてもって！」

「いいよう、そんなことしなくても。カインが遊んでくれればそれでいいもん」

　笑いながら歩美に言われ、カインは渋じゆう面めんを作った。

「ですが、毎日お世話になっているのは私のほうですから」

　どうやらカインは、二週間近く経った今も居候であることを気にしているらしい。しばらく彼は納得していないように考え込んでいたが、ふと思いついたのか口を開いた。

「……ああ、そうだ。なにか私にできることはないですか？　お礼にできることがあればなんでもします」

「あっ！　じゃあ俺、遊園地行きたい！」

　カインの申し出に間かん髪はつを容いれず答えたのは、健太だった。

「もうすぐ夏休みだろ？　だからゆーえんち！　とーちゃんたちにお願いしとくから、一緒に行こうよー」

「あっいいかも！　カインにーちゃんが一緒なら許してもらえるだろうし」

「ゆーえんち行きたい！　行きたい！」

　健太の思いつきに、歩美も楓もあっという間にその気になったようだった。目を輝かがやかせて、揃ってカインの体にじゃれつく。

「ゆうえんち、ですか？」

「そう！　メリーゴーランド乗りたいのー！」

「メリーゴーランド……」

　しみじみと復唱し、むっつりとカインが黙り込む。この様子を見る限り恐らく、カインは遊園地を知らないのだろう。

　以前、初めてテレビを見た時も「絵画が動いている……！　まさか呪のろいか!?」と、テレビを解体しようとしてしまったカインなのだ。

　他にもカインの知らないことは多た岐きにわたり、多くは電化製品や最新のものばかりだったが、その度に深雪はカインに言葉の意味や使い方を教えていたのだった。

（これも、記憶喪失のせいなのかなあ）

　どちらかというとやはり、どこか過去や異世界などからやってきた人を相手にしているようだと思いながらも、深雪は口を開いた。

「もしかしてカイン、遊園地知らない？」

　難しい顔をして考え込んでしまったカインに聞いてみれば、案の定彼は頷いた。

「……はい。申し訳ありません。あの、ゆうえんち、とはどういうものなのですか？」

「ええとねえ、ざっくり言うと遊ぶ場所、なんだけど……」

　遊園地を知らない人にはどう説明するのがわかりやすいだろうかと悩んでいると、横から驚いた声があがった。

「ええええーっ！　カイン、遊園地も知らないの!?」

「行ったことない!?　一度も!?」

「は、はい」

　カインに頷かれ、弟たちは絶句した。ぽかんと口を開けて、カインの顔をまじまじと見つめる。本気で信じられないようだった。

「もったいない……」

「こうなったら絶対、カインをゆうえんちに連れてかなきゃ……」

「俺、とーちゃんたちにお願いしてくる！」

「私も！」

　慌てて立ち上がったカインが止める間もなく、彼らは我われ先さきにと部屋を飛び出していった。後には、深雪とカインだけが残る。

「ええと……」

　振り返ったカインの顔には、戸惑いの色が浮かんでいた。彼らをそこまで急き立てる「遊園地」が一体なんなのか図りかねるといった具合だった。

「あはは。ご、ごめんね。三人とも、カインと遊びたいもんだから……」

「いえ……。それで、あの、ゆうえんちとは……？」

「うーん。なんて言ったらいいのかな。あっ、そうだ。スマホで調べればわかると思うよ」

　深雪が言うと、カインはあからさまに及び腰になった。

「スマホ……。あの、光る石板のようなものですか……」

「光る石板って……。スマホ、やっぱり嫌いや？」

　以前、一緒に行ったデパートではぐれ、迷子センターで呼び出しをかける騒ぎになってから、坂本家はカインにキッズスマホを持たせるようになっていた。

　しかしカインはスマホを光る石板と呼び、どうにも苦手に思っている様子だった。他のことは器用にこなすのに、スマホを持つ手だけはたどたどしい。

「いえ、嫌ではないのですが、やはり使いづらいもので……」

　確かに、大きな手をしたカインにはキッズスマホが小さすぎるのかもしれない。電話やメール機能を使えるようになっただけ、良しとしなければいけないのだろう。

「ま、いっか。遊園地はまあ、平たく言うと、いろんな乗り物があって、みんなで遊べる楽しい場所、みたいなもんだよ」

　諦めて簡単に説明すると、カインはほっとしたようだった。

「みんなで遊べる場所……ですか？」

「そ。絶ぜつ叫きよう系けいとか、ホラーとか、色々あって楽しいんだよ。でも、お父さんたちはお店で忙しいから、うちは全然行ったことがなくて……。だから、ケンたちも行きたがったんだと思う」

　そう言う深雪も、実のところ遊園地に行ったことはほとんどなかった。幼いころ、祖そ父ふと祖そ母ぼに連れられて行ったこともあったが、それだけだ。

　普通の高校に行っていれば友人と夏休みに行こうという話になるのかもしれないが、深雪の通う高校は都内屈くつ指しの名門校だ。通う生徒たちも良家の子ばかりで、気安く遊園地に誘えるような友達はいなかった。学校で一番仲良くしているクラスメイトの万ま理り華かも、びっくりするほどのお嬢じよう様さまだから、きっと行こうという発想すら持たないに違いない。

　だからこそ、深雪も弟たちの思いつきには賛さん成せいだった。カインと一緒に遊園地へ行けたら、どれだけ楽しいだろう。

「……深雪も、行きたいのですか？」

　その時、カインに顔を覗き込まれ、深雪ははっと我に返った。澄すんだカインの瞳が、真っ直ぐに深雪を見つめる。

　あたたかくて優しいカインの眼差しに包み込まれ、坂本家の長女として大人でいなければという深雪のいつもの心構えが吹き飛んでしまった。自分の欲よく望ぼうに素す直なおになり、甘えたい、と思ってしまう。

「えっと……う、うん。……行きたい」

　おずおず頷くと、カインはなにかの決意を固めたようだった。ぐっと生真面目に唇を結んで頷く。

「わかりました。私からも、行けるよう頼んでみます」

「……いいの？」

　カインから頼みごとをするなんて滅めつ多たにないことだ。父親たちも、聞けば驚くに違いなく、カインもそれはわかっているだろう。それでも、カインは頼もうと決めてくれた。恐らく、幼い弟たちと──深雪のために。

「じゃあ、私からもお願いしてみる。遊園地、きっと行こうね」

　嬉しくなってはしゃいだ声を出すと、カインは微笑んだ。

「ええ、きっと」




　往おう生じよう際ぎわ悪く残っていた梅つ雨ゆの雨も消え、いつの間にか外では蟬せみが耳を覆おおうばかりに激しく鳴くようになっていた。

　学校から帰ってくるなり父親にお使いを頼まれた深雪は、カインと二人で買い物袋を下げ、照りつける太陽のもとのんびりと家へ向かって歩いていた。

　アスファルトから照り返される熱に、額を汗が滴したたり落ちる。夕方になったとはいえ暑さが緩む気配は一向になかった。むしろ、家を出た時よりも一層増したように思える。

　額の汗を手の甲で拭ぬぐいながら横を歩くカインを見上げると、カインも同じように汗を浮かべていた。表情は涼しげだったが、それでもやっぱり暑そうだ。

「カイン、重くない……？」

　手にした荷物を気遣って聞けば、カインはなんのことかというように瞬きをした。

「重いほうばっかり持ってもらっちゃったから」

　大量に買い込んだというのに、今深雪が持っているのは、自分の鞄と、卵とパンだけが入ったビニール袋だった。他の荷物は、持つよりも先にカインに奪われてしまったのだ。

「いえ。たいして重くはありませんから」

「そうかなあ……」

「はい」

　頷いたカインは、確かに重さを苦にしている様子がなかった。半はん袖そでのシャツから伸びた腕が、軽々と買い物袋を持ち上げている。

　その腕は白かったが、鍛きたえ上げられていることがひと目でわかるものだった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとまではいかないが、それなりに筋肉がついており、父親よりも力持ちであることが容よう易いに想像できる。

（カインって、前はなにしてたんだろう……）

　何度考えても、答えの出ない疑問だった。

　電化製品などの現代のことがわからず、たまに的はずれなことを口にするカイン。

　けれど、とても優しくて、無口ながらも深雪たちのことによく目を配ってくれるカイン。

　──彼は、どこから来たのだろう。

　時折、カインが本当に異世界から来たのではないかと思うことがあった。自分の力が及ばないほど遠くから来たのではないのか、と──。

（カイン……いつかは、帰っちゃうのかな）

　子どもの頃読んだどんな童どう話わでも、異世界から来た人はみな元の世界へ帰って行った。ならば、カインも……？

　ふとカインがいなくなった後のことを想像してしまい、深雪は大きく身震いした。彼がいなくなった日常が恐ろしく、胃いの中が空からっぽになったような空くう虚きよさに襲おそわれる。

　いつかは別べつ離りが来るだろう。それでも今はカインがいない毎日というものを考えたくなかった。カインはもう、深雪にとって大切な家族なのだ。

（家族……）

　この胸の痛みは、家族だから生まれるものなのだろうか。それとも……。

　一いち抹まつの想いが胸の底から湧わき上がりそうになり、深雪は慌ててそれを押し込めた。今、この気持ちに気づくわけにはいかない。二人で並んで歩いている今は、まだ。

「……深雪？」

　急に黙り込んでしまった深雪のことが気になったのだろう。気遣わしげなカインに名前を呼ばれた深雪は、無理やり笑顔を浮かべると首を横に振った。

「ううん。なんでもないよ」

　それから、気を紛まぎらわすように買い物袋を持ち直して、深雪は空を見上げた。

「……遊園地楽しみだね」

　幸さいわいにして、遊園地へ行きたいという願いは、父親たちにあっさりと聞き入れられた。元より夏休みになったら子どもたちをどこかへ連れて行かねばならないと考えていたらしく、それをカインが代行してくれるのであれば願ってもないということだったらしい。

　全員の夏休みが始まるのが、来週の火曜日から。そして、遊園地へ行く日程も夏休み初日ということになった。行くなら早く行きたいと健太たちが訴うつたえたのだ。

「ええ。楽しみです」

　そう言って頷いたカインだけど、真顔にしか見えず、深雪は小さく噴き出した。どこまでも、にこやかな表情を作るのが下へ手たな人だ。

（そんなところが、いいんだけどね）

　カインが本当に楽しみにしているかどうかは、彼が当日なにを持って行こうか悩んでいる姿や、遊園地について深雪に聞いてくる回数でよくわかっている。だから、カインの顔が嬉しそうかどうかは深雪にとってはどうでも良いことだった。

（服は、どうしようかなあ）

　深雪の思考は、あっという間に遊園地のことへと移っていった。うきうきしながら、スマホで見た遊園地の情報を頭で思い浮かべる。

　久しぶりの遠出なのだ。せっかくなら、おしゃれしたい。

　それに、カインと一緒に遠くへ遊びに行くのは、これが初めてだ。弟たちも一緒だが、それでもどうしても気合が入ってしまう。

　彼は、どんな服を好むだろう。そんなことを考えながら、深雪が胸を弾はずませていた、その時だった。

「深雪！」

　切せつ羽ぱ詰つまったカインの声が聞こえたかと思うと、深雪の背中にドン、と激しい衝しよう撃げきが走った。カインに突き飛ばされたのだと気づいた次の瞬間、さっきまで手にしていた買い物袋がスパっと切断されたのが目に入る。

（なに!?）

　なにが起きているのか、考える暇ひまもなかった。卵が宙を舞まうのが見え、足が地面から離れる。

　倒れると思ったのも束つかの間ま、深雪の体を強い力で受け止める手があった。あたたかいカインの腕が、深雪の体を抱きしめる。

　カインは、深雪を抱いたまま器用に地面を蹴けると、振り向きざまに手元の買い物袋を投げつけた。それが、またしても空中で断たち切られる。

　聞こえてきた声は、驚くほど冷ひややかなものだった。

「──カイン。使命を放ほう棄きしたのか」

　怒りを孕はらんだ声に、深雪もカインも揃ってはっと息を吞む。

　気がつくと見慣れない男が、数歩離れた場所に立っていた。

（誰……？）

　そこにいたのは、一言で言えば〝真っ黒な男〟だった。

　髪は烏からすの濡ぬれ羽ばのように黒く、瞳は獰どう猛もうな獣けもののように鋭するどい金の色をしている。

　そして驚くべきは、その装しよう束ぞくだった。彼は、初めて出会った時にカインがつけていたものと同じような形の甲冑を身につけていたのだ。色は、カインと違って黒かったが。

　黒い髪に、黒い甲冑。その男は、不気味なまでに静かに、佇たたずんでいた。

　あまりの色に不吉さを覚えて深雪が身震いすると、カインの腕の力が強くなった。守るように深雪を抱きしめながら、カインが鋭い眼差しで彼を睨にらみつける。

「誰だ」

　短い問いかけに、男は一瞬目を見開いた後、蔑さげすむようにすっと目を細くした。

「帰ってこないと思ったら、記憶を失っていたのか。世話のかかるやつめ」

　それからカインをねめつけた後に深いため息をついた。

「転移の衝撃で精せい霊れいが眠りについているようだな。──ならば、これでどうだ？」

　カインが警けい戒かいして構えたのと、男が指を鳴らしたのは同時だった。

　パチン、と乾いた音が道路に響き、次の瞬間カインの体がびくりと震える。

「な……」

　息を吞み、大きく目を見開く。

　信じられないという表情だった。

　カインの瞳が虚こ空くうを見つめ、戦慄おののくように唇が震える。

「そんな、まさか──」
















「ようやく記憶を取り戻したようだな。まったく、手間を掛けさせてくれる」

（記憶を、取り戻した──？）

　今のやりとりだけで、あっさりと戻るものなのだろうか。

　男の言葉に驚いてカインを見ると、彼もまた愕がく然ぜんとした表情のまま深雪を見た。深雪を抱く腕が、細かく震える。

「何故、このような……」

「……カイン？」

　心配になって深雪は、カインの腕を摑つかんだ。彼の怯おびえたような様子に、不吉な予感が急速に胸の中で広がっていく。取り返しのつかないことが起きるというような、予感が──。

　カインは、しばらく呆ぼう然ぜんと深雪のことを見つめていたが、なにも言わなかった。

　黙ったまま深雪を抱く腕に力を込めただけだった。

「アーベル……。なぜ、第二騎士の貴方が……」

　戸惑った様子で視線を上げて、黒い騎士を見るカイン。その言葉を聞き、アーベルと呼ばれた男が苛いら立だたしげに顔を歪める。

「第一騎士のお前が帰ってこないからだろう。カイン・オールディス」

「では、ヘルツ王子は……」

「ああ。お気に入りのお前が帰ってこないってんで、小さな王子サマはご立腹だ」

　吐き捨てるように言った後、アーベルはカインの腕の中にいる深雪を睨みつけた。

「それだというのに、当の本人は氷の精霊を宿した娘と吞のん気きに歩いているとはな。せっかく標的がそばにいるのに連れ帰るでもなく遊びほうけているとはこの俺も思わなかったぞ」

「氷の、精霊……？」

（それに王子とか、騎士って……どういうこと？）

　目の前で繰くり広げられる会話についていけず深雪が呆然としていると、アーベルは鼻を鳴らした。

「なんだ、この娘は。自分にこれほどの力を持つ精霊が宿っているにもかかわらず、気づいていないのか」

「……この世界では精霊が見える者は稀まれだと言いますから」

「ああ、そうだったな」

　カインに反論され、アーベルは苦にが々にがしげに答えた。

　深雪を見るアーベルの目には、はっきりと軽けい蔑べつの色が浮かんでいた。

「お前には、雪を降らせるほどの力を持つ氷の精霊が宿っている。いや、宿っているのとは違うな、──融ゆう合ごうしていると言ったほうが正しいか」

「ええっ!?」

　まったくの他ひ人と事ごとだと思って聞いていた深雪は、まさか自分に話の矛ほこ先さきが向くとは思わず驚きの声をあげた。それに今、彼はなんと言っただろう。

（雪を降らせるほどの力って……）

　なにかの悪い冗じよう談だんだとしか思えなかった。こうして聞いた今も、自分にそんな精霊が宿っているとは思えない。

　そもそも、精霊とはなんだろう。

　あまりにも自分の常識とはかけ離れていて、深雪は言葉通りに受け止めることも、疑問を口にすることもできなかった。

「精霊は、我々に加か護ごを与えてくれる存在です」

　深雪の疑問を察したのか、カインはアーベルを見据えたまま静かに語った。

「我々を正しく導き、先の危険などを伝えてくれる──それが、我らと共にある精霊の姿です。ですが、ごく稀にこちらの世界で生まれるものがある。そうして生まれた精霊は、我々の世界にいる時とは比べ物にならないほど強大な力を持っていることがあるんです」

　育った環かん境きようが違うせいなのか、それとも育つために宿やど主ぬしにした人間からの影響なのか、わかっていないらしい。ともかく、深雪たちの世界で生まれた精霊は貴重で、それゆえに精霊がこちらの世界にいることがわかるとこうして王国の第一騎士が迎えに行く任務を与えられるのだと、カインは言った。

（そんな、まさか精霊だなんて……）

　聞かされたからといって、すぐに信じられるはずもなかった。それに、「こちら」と「あちら」の世界とはどういうことなのか。

　──やはり、カインは異世界から来たとでも、言うつもりなのだろうか。

　信じられない、と思ったがそれでも深雪は、強く否定することができなかった。カインがこんな時に冗談を言うような人ではないことは、深雪もよく知っている。

「……精霊は、こちらの人間には過ぎたものだ。連れて行かせてもらうぞ」

　深雪が混乱していると、低い声が響いた。容よう赦しやのないアーベルの言葉に、カインがはっと顔を上げる。

　アーベルは手にしたままだった剣をゆっくりと持ち上げた。その切っ先が、真っ直ぐ深雪へ向けられる。

　ひたと見据えてくるアーベルの眼光は恐ろしく冷たく、まるで氷のようだった。ビリビリとした怒りのようなものが空気を伝わり、気け圧おされる。

「カイン。その娘を離せ。王子の元へ精霊を連れていくぞ」

「アーベル！　待ってください──」

「もう十分に待った」

　アーベルの冷れい淡たんな顔に、ゆっくりと残忍な笑みが浮かぶ。

　そして、カインの制止も聞かずにアーベルは地面を蹴った。

「くっ！」

　カインは、深雪を横抱きにしたままぱっと後ろに飛んだ。目の前を、刃の切っ先が横切る。その鋭さに、一気に肝きもが冷える。

　夕日を受けて、刃が獰猛にギラリと光った。

　カインは、わずかな抵てい抗こうとして足元に転がった牛乳パックを蹴り上げたが、それはあっさりと剣で切り伏せられた。白はく濁だくした液体が、熱を持ったアスファルトに撒まき散らされる。

　状況は、どこからどう見ても絶望的だった。

　相手は甲冑で身を包み、立派な剣まで持っているのに対し、カインは身を守るものも、武器もなにも持っていないのだ。

　周囲へ視線を走らせたカインは、突とつ如じよぱっと身を翻ひるがえした。そのまま、目にも留まらぬ速さで走り去る。

「カイン！」

　アーベルの怒声が背後から聞こえてきた。しかし、彼が追ってくるよりも先に、カインは深雪を抱きかかえたままその場を後にしたのだった。




「……深雪。大丈夫ですか」

　カインが足を止めたのは、街外れにある小さな森の中だった。幼い頃、深雪も時折遊びに来ていた自然公園だ。

　息を切らした様子もなく、カインは深雪を地面へ下ろす。久しぶりに足の裏から地面の感かん触しよくが伝わってきて、深雪はへなへなと崩くずれるように座り込んでしまった。安堵とも、絶望ともつかない気持ちが襲いくる。

　カインがあまりにも早く走っていたせいだろうか、酸さん欠けつのようになりながら、深雪は喘あえいだ。肩かたで息をすると、森の湿しめった匂いが肺を満たしていく。

　しばらく黙り込んでいたが、息が整ってくるとようやくカインのことを見上げた。

「カイン……。さっきのって……本当？」

「…………」

「カインが騎士だったって。異世界から来たって。本当なの？　カイン……」

「…………」

　深雪の疑問に、カインはしばらく押し黙っていた。その横顔は、見たこともないほど険けわしい表情を浮かべている。

　長いことそうしていたカインは、やがて口を開いた。

「はい。ようやく記憶が戻り、思い出しました。彼の言った通り、私はここではない別の世界──エミール王国の王子に仕つかえる、第一騎士でした」

　それから、ゆっくりと、まるで取り戻した記憶を確認するようにカインは語った。

　かつては王子の第一騎士として、護ご衛えいを務つとめるだけの日々を過ごしていたということ。けれどある日、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しが「こちら」の世界に強力な精霊が見つかったと言い、それを迎えに行く役目をカインが請うけ負おったこと。けれど、転移の途中で雷が干かん渉しようしてしまったせいで風の精霊の加護が消え、記憶を失ってしまったこと──。

　カインの話す言葉は、どれも真剣で、だからこそ笑って済ますことができなかった。そもそもアーベルの姿を見た後で、どうして信じずにいられるだろう。

　カインが異世界から来た騎士だったという想像が、確かな現実となり、ずっしりと深雪の胸に重たくのしかかった。

「じゃあ……カインは、私の精霊を連れて……元の世界に、戻っちゃうの？」

　微かな声で聞くと、カインは迷うような素そ振ぶりを見せた後、そっと目を伏せた。首を縦に振ることも、横に振ることもせず、ただ逃にげるように視線をそらす。

「いえ。確かに私はここにはもういられませんが……あなたの精霊は、奪いません」

　ここにはもういられない。その言葉に、胸がえぐられた。息が苦しくなり、頭が真っ白になる。じわりと目に涙が浮かんだが、深雪は浅く息を吐いてこぼれ落ちるのを懸けん命めいに耐えた。まだ、なにも終わっていないのだ。カインがしなくても、アーベルがきっと自分の精霊を奪いにくる。だから、今のうちに疑問は口にしなければならなかった。泣いてはいけないと思った。

　ぎゅっと手のひらを握りしめて泣きそうになるのをやり過ごすと、深雪は唇を開く。

「で、でも……精霊を連れていかないと王子様に怒られちゃうんじゃないの？」

　カインはええ、と答えた。

「確かに、許してはもらえないでしょう。……ですが、人に宿った精霊を奪えば、その宿主は生きていられません」

「え……？」

　さすがに、聞きながせるような内容ではなかった。泣きそうになっていたのも忘れ、ぱっと顔を上げる。そこには、深い悲しみを湛たたえて深雪のことをじっと見つめる、カインの双そう眸ぼうがあった。

「精霊が宿った人間は、その魂たましいを精霊と同化させ生きています。……つまり、精霊を奪うということは、貴女という器うつわから魂さえも奪うという意味なのです」

（じゃあ、精霊を取られたら私は死んじゃう、ってこと……？）

　自分に宿る精霊とやらは姿も形も見えないが、急に自分の体が心もとなく感じられ、深雪は身震いした。

　本当に、精霊がいなくなったら自分は生きていられなくなってしまうのだろうか。

　しかし、確かにさっきアーベルは深雪に斬きりかかろうとしていた。あれは、精霊さえ連れていければ、宿主である深雪の体など必要ないという意味ではないだろうか……。

「私は、確かにエミール王国の王子に忠ちゆう誠せいを誓ちかっています。でも──」

　言葉を切って、カインは深雪の前に跪ひざまずくと、その手を取った。

「私は、貴女を守りたい。──たとえ、王子の命めいに背そむくことになっても」

「カイン……」

　深雪の手を握るカインの手は、まるで壊こわれ物を扱うようだった。あたたかく、けれどどこか遠い──。

　カインは誓うように頭こうべを垂たれ、そして再び顔を上げると眩まぶしいものを見るかのごとく目を細めて微笑んだ。その瞳が、憧あこがれを帯おびて深雪を見る。

「私は見知らぬこの世界の中で、貴女の笑顔に何度も救われてきました。あたたかい、幸せそうな貴女の笑顔を、失いたくない。──貴女の幸せを、壊したくはない」

　だから、とカインは視線を木々の向こうへ向けると、その先を挑ちよう戦せん的てきに睨みつけた。

「私は、アーベルを連れてこの世界を去ります」

　恐らく、カインが深雪に宿る氷の精霊に強く呼びかければ、「あちら」と「こちら」を結ぶゲートを完全に閉じることもできるはずだと、彼は言った。そうすれば、深雪から精霊を奪おうとする人間も、こちらの世界に二度と来られなくなるのだ、と。

（でも、だったらカインは……？）

　カインは、どうなるというのだろう。

　アーベルを連れて元の世界に戻り、それからどうなるというのか。こちらの世界に二度と来られなくなるということは、永久にカインと会えなくなるということではないのか。

　我が慢まんできると思ったのに、それでもやっぱり泣いてしまった。涙が頰をつたい、繫つないだ手の上にぽたぽたと落ちる。

「そんなの、やだよ。カインと二度と会えなくなっちゃうなんて……」

「深雪」

　泣きだした深雪を見てカインは一瞬うろたえたが、すぐに諭さとすように、名前を呼んだ。優しく、大切なものを慈いつくしむように。

「ですが、私は貴女に生きていて欲しい。生きて……笑っていて欲しいのです」

（でも、私はカインといたいよ）

　言いたかった言葉は、嗚お咽えつの中に消えていく。喉のどが熱く膨ふくれ上がり、うまく喋しやべれなくなる。

　カインは、深雪を落ち着かせるように静かに手を握っていたが、やがて立ち上がった。

　目を閉じ、そっと呟く。

「……風の精霊よ。カイン・オールディスの呼びかけに応こたえ、我が願いを叶えよ」

　カインの唇から漏もれたのは、囁ささやき声だった。けれど、小さかったはずの声が木々を揺ゆらし、一気に強風が吹き荒あれる。

　深雪は、目を開けていられなくなり、ぎゅっとつむった。吹き荒れる風に煽あおられ、髪がばさばさと耳元で音を立てる。

　腕で顔を覆っていた深雪は、強風が収まると恐る恐る目を開ける。そして、呆気に取られた。

「カイン、それ……」

　そこにあったのは、出会った時と同じ姿。

　──白い甲冑に身を包んだ、カインの姿だったのだ。

「この甲冑には風の精霊が宿っているのです」

　説明なのか、なんだかわからないようなことを呟きながら、カインは腰に帯びた剣に手を添える。

　そして、慣れたしぐさですらりと白銀の剣を抜いて、座ったままの深雪を見つめた。

　どこか自信ありげに見えるカインの顔。中でもいつも寡か黙もくな瞳が、強い光を宿す。

　カインは跪くと、力強く地面に剣を突き立てた。そして、真剣な眼差しで深雪に誓う。

「今ここで我が剣に誓いましょう。この命をかけて貴女を護まもる、と」

　カインの声は、深雪の胸を強く打った。彼が記憶を取り戻し、坂本家のカインではなく、エミール王国第一騎士のカイン・オールディスになってしまったと、はっきり悟る。

　その時、不意に木々がざわめき、カインは剣を地面から抜くと立ち上がって振り返った。

　草を踏ふむ音が聞こえ、暗くらい木々の並びの向こうから、アーベルが姿を現す。

「──カイン。王子を裏切る気か」

　苛立ったアーベルの声にも、カインは驚くほど冷静に答えた。その語気から、強い決意が滲にじむ。

「いいえ。我が忠誠は、今もなおヘルツ王子のもとにあります。ですが、彼女を殺すことはできない」

　返事の代わりか、アーベルは剣を抜いて振った。ブン、と風を切る不吉な音が聞こえる。

「ずいぶんと勝手だな。だが、俺は主命を優先させてもらう」

「……させません」

　カインの瞳に、燃えるような怒りが浮かび上がる。珍めずらしく感情を露あらわにした彼の姿に圧倒され、アーベルがわずかにたじろぐ。けれど、意識を取られたのは一瞬だった。次の瞬間、アーベルが剣を構えて地を蹴る。

「カイン！」

　深雪の悲鳴よりも先に、カインは動いていた。白いマントが翻り、金属同士の擦こすれる耳障りな音がこだまする。

　ぶつかりあったカインとアーベルは、すぐに距離を取り、再び剣を交まじえた。二度、三度と閃せん光こうが走り、互いに切っ先を叩きつける。

　深雪はただ、呆然とその成り行きを眺ながめることしかできなかった。逃げ出すこともできず、ただただ座り込んでカインの背中を見つめる。

　アーベルの攻こう撃げきを受けるだけだったカインが、急にぐっと懐ふところへ飛び込んだ。思いもよらない彼の動きに、アーベルのほうがぎょっとする。

　その不意をついて、カインがアーベルの体をがっちりと摑つかんだ。そして、低く聞き取りづらい言葉でなにかを呟く。

　途と端たん、雷のような激しい光が、空を走った。

　嵐が来た時のような湿しつ気けを含んだ冷たい風が吹き荒れ、周囲の木々が大きくざわつく。そして、その風の中心に、カインとアーベルはいた。

「カイン、まさかゲートを開いたのか──」

　アーベルの顔に、初めて驚きよう愕がくの表情が浮かぶ。彼は、もがいて風の外へ出ようとしたが、カインがそれを許さなかった。

「深雪は、殺させません。──絶対に」

　カインが叫さけんだ、その瞬間だった。再び雷光が空で閃ひらめく。

（光……？）

　気が付くと、風の中心から漏れ出る光があった。太陽のように燦さん然ぜんと輝き、次し第だいにその光を増していく。

「待て、俺は──」

　ごうごうと激しく鳴る風の音の中、アーベルが叫ぶのが聞こえた。けれどその直後、彼の姿が光の中に搔かき消える。

（え……？）

　目にしたものに驚いている暇はなかった。カインもまた、その光の中に消えていこうとしていたからだ。

　きっと、目の前の光が、カインの言っていたゲートなのだ。だとすれば、この光の中に入ってしまったら、カインとは二度と会えなくなってしまう。

「待って、カイン！」

　慌てて立ち上がり、深雪は強風に抗あらがって懸命に前へ進んだ。しかし、あまりの風の強さに、思うように足が進まない。そうしているうちに、カインの姿がじわじわと霞かすんでいった。白い腕が、足が、光の中へと溶とけ込んでいく。

（いやだ、カイン！）

　深雪は歯を食いしばって、足を動かした。それでも、まだ、遠い。

「深雪。いつまでも元気で」

　そう言って、最後にカインは微笑んだ。いつものように優しく、どこか遠えん慮りよがちに──。

「カイン──っ！」

　深雪は、彼の名前を叫んで必死に手を伸ばした。

　けれど、その手を摑むよりも先に光がカインを吞み込み、徐々に弱まっていく。

　伸ばした手は、虚むなしく宙を搔いただけだった。
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　前期試験も終わり、深雪の世界には当たり前のように夏休みが訪おとずれた。

　うだるような暑さが続き、蟬の合唱が夏はこれからだと精せい一いつ杯ぱい訴える。

　終業式を終えて帰ってきた深雪は、容よう赦しやない暑さから一刻も早く逃げたくて家の戸をくぐり、玄げん関かんへと入った。明るかった外から暗い家の中に入り、一瞬目がくらむ。

「ただいまー」

　おかえりーと母親がのんびり答える声は、表の店のほうから聞こえてきた。

　普段ならばそのまますぐに店へ手伝いに向かうが、あまりの暑さにまずはシャワーを浴あびようと思い、着替えを取りに行くため自室へと向かった。家の中だというのに、背中を滑すべる汗が止まらない。

　階段を上のぼり、一番近くにある自室のドアを開く。そして洋服ダンスを開けた深雪は、着替えを取り出そうとした拍ひよう子しにはらりと落ちたものを見て、はっとした。

　床にあったのは、イニシャル入りのエプロン。深雪がカインに作った空色のエプロンだった。

（これ……）

　てっきり店に置いてあるのだと思っていたが、いつの間にか母親が洗って深雪のタンスに入れていたらしい。透すき通るように鮮やかな空色を眺めていると、急に目の前の景色が滲んだ。

（これあげた時、カインすっごく喜んでくれたんだよね……）

　カインがこの世界を去ってから、もう五日が経った。

　深雪は、誤ご魔ま化かすことなくカインが何故いなくなったのかを、家族に話した。納得できる噓うそがつけるとは思わなかったし、なにより誠実な彼のことで噓をつきたくなかったのだ。

　カインが騎士だったと告げると、思いの外ほか素直に家族は納得した。母親など、「だから強そうだったのねえ」と大真面目に頷いたくらいだった。

　それでも彼を慕したい、大切に思っていた坂本家の住人は揃って落ち込んだし、実はどこかにいるのではないかと、街中を捜しまわった。

　カインの姿はどこにもなかった。エプロンや、弟たちのあげた小さな宝物が、静かに残されているだけだった。

（カインは……どうしてるのかな）

　ゲートを開いた、とアーベルが言っていたし、恐らく元の世界へ戻ったのだろう。深雪を──氷の精霊を連れ帰れなかったのだから、もしかしたら王子とやらにひどく怒られているかもしれない。

　それでも、続けて誰かが深雪を襲いにくる様子はなかったから、カインは多分約束通り深雪の中の精霊を用いてゲートを塞ふさいだのだ。深雪を、護るために。

（でも、意味ないよ。カインと会えないんじゃ……）

　カインの面おも影かげは、もはやまぶたの裏に焼きつき、離れないものとなっていた。五日経った今は落ち着いてきたが、ことあるごとにカインのことを思い出し、悲しくなってしまう。もちろん、落ち込んでばかりいたら弟たちも塞いでしまうし、カインもきっと困るだろうと思ったから、毎日気き丈じように過ごしてはいたが。

（それでもやっぱり、寂さびしいよ──）

　兄のように思っていたからか、それとも男性として意識していたからかはまだわからない。わかる前に、彼はいなくなってしまったのだから。

　カインは今、どうしているだろうか。彼もまた、少しでも深雪を恋しく思ってくれているだろうか……。

　深雪が俯うつむき、涙をこらえていたその時だった。

　スマホの、鳴る音が聞こえた。

　誰だろうと思いながら制服のポケットからスマホを取り出す。そして液晶を見た深雪は、そこに書かれていた名前に仰ぎよう天てんして思わず取り落としそうになった。

　液晶には、カインの名前が表示されていた。




　深雪へ

　わたしは、ぶじです。

　光る石板がポケットに入ったままだったので、ためしに雷の精霊に力を与えてもらったら動きました。なので、深雪に教わったとおり、めえるを打ってます。

　ぶじに、とどいたでしょうか。

　わたしは、そちらの世界にはまだもどれません。

　自分でゲートを閉じたのですから、当然ですが、やっぱり深雪に会えないのは寂しいです。

　ですから、きっとまた、そちらへ行きます。あんぜんに行く方法を、精霊たちとともにきっと見つけてみせます。

　ですから、その時まで深雪も元気でいてください。

　そして、きっと「ゆうえんち」へ行きましょう。




　変へん換かんがわからなかったのか、ひらがなの多いメールだったが、確かにそれはカインからのものだった。

　たどたどしい、けれども丁てい寧ねいで長いメールから、懸命に打ってくれたことがわかり、またしても目頭が熱くなる。

　カインも、自分と同じように寂しく思っていてくれたのだ。そのことが、なによりも嬉しい。それに……。

（カインは、きっとまた行くって言ってくれた。遊園地へ行こう、って）

　交かわした約束は、けして色あせてはいなかった。心のなかで脈みやく打うち、確かな絆きずなとなって二人を繫いでいる。

　だからきっと、大丈夫だ。またいつか、カインに会える日が来る。

　そうしたら、自分の心の中に芽め吹ぶき始めた感情が何なのかわかるようになるのだろう。その日が来るまで、この想いを大切に育はぐくめばいい。

「きっと、遊園地に行こうね、カイン」

　目に浮かんだ涙を拭い、小さく呟く。
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　そして久しぶりに晴れやかな微笑みを浮かべると、深雪はメールの返事を打ち始めたのだった。
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　轟とどろくような雷らい鳴めいが、部屋に鳴り響ひびく。

　六歳の万ま理り華かは、その音を遠ざけるためにクローゼットの中に潜もぐり込んで、ひとりぎゅっと目をつむっていた。

　泣き出しそうに歪ゆがんだ唇くちびるは、強く嚙かみ締められている。

　それでも、万理華はこみ上げる嗚お咽えつを懸けん命めいに押し殺した。泣けば、この恐きよう怖ふが余計に倍増してしまうことがわかっていたのだ。

（お母さん……）

　もっともっと幼おさない頃、母はこんな嵐あらしの日には万理華の部屋に来てくれていた。けれど、今晩はどれだけ風が吹こうと、雷かみなりが鳴ろうと、母が来ることはない。母は大切な仕事の商談で海外に出かけているのだから。

　その時、ひときわ大きな雷の音がして、万理華は喉のどの奥まで出かかった悲鳴を必死に吞のみ込んだ。膝ひざを抱だきかかえ、ますます強く目をつむる。

（怖い……）

　一いつ瞬しゆん、執しつ事じの義よし隆たかの場所か、メイドのいる部屋へ行こうかとも考えたが、万理華はすぐにその考えを打ち消した。

　万理華は、この家の跡あと継つぎだ。雷程度で怖がっているところを使用人たちに見せるわけにはいかない。それに、万理華はいつも険けわしい表情を浮かべている初老の執事のことが、苦手だったのだ。

　彼に泣きつくぐらいなら、クローゼットに閉じ込もっているほうがまし。そう考えて、ますます強く膝ひざ頭がしらに頭を押しつけていた、その時。

　扉とびらが開く音と同時に、さっと光が差し込んでくる。驚いて顔を上げると、そこには見慣れない青年の姿があった。

「おや。お嬢じよう様さま、やっぱりこちらにいらしたんですね」

　黒い髪かみに、黒い瞳ひとみ。そして、黒い執事服。部屋の灯あかりを背にして佇たたずむ彼は、その色に反して不思議と輝かがやいて見えた。そのせいだろうか、万理華は人見知りだというのに、彼のことを恐おそろしいとは思わなかった。むしろ、どこか安心するような気がする。

「……だれ？」

　万理華に問いかけられた彼は、ふっと口元を緩ゆるめて言った。

「小鳥遊たかなし黒くろ須すと申します」

「たかなし……？　うちの執事も小鳥遊っていうのよ」

「ええ、その小鳥遊義隆の、息子むすこです」

　彼の口から告つげられた内容に、万理華は目を丸くした。

「うそ」

　自分の家の執事に、子どもがいただなんて全く知らなかった。執事の義隆は仕事に熱心で、それ意外のことに興味があるようには思えなかった。しかめ面つらしか見せず、自分にも他人にも厳しい義隆。彼に子どもが──妻さい子しがいるとは信じられない。黒須は、本当にあの執事の息子だというのだろうか。

「……どうして、来たの？」

　意図が計はかれず恐る恐る聞くと、黒須は目を細めて微笑ほほえんだ。

「お嬢様に、お仕つかえするために参りました」

　黒須は、そう言って、クローゼットの中でうずくまる万理華へ手を差し伸べた。白い手袋のはめられた手が、まるで救いの手のように輝いて見える。

「私は、お嬢様だけにお仕えするために、ここへ来たのですよ」

「わたし、だけに……」

　自分だけのため。それは、なんて甘かん美びな響きだろう。急に嬉うれしくなってきて、万理華は控ひかえめに微笑んだ。

　もう、雷鳴も嵐の音も、万理華の耳には届かない。

　万理華は、喜びと期待と、ほんの少しの緊張に胸むねを高鳴らせながら、その白い手を取ったのだった。
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「なんなのよもう！」

　カナリアのように軽やかな少女の声が、部屋中に響き渡る。

　高校一年生になった白しら鳥とり万理華は、その愛らしい顔を怒りに染めて目の前の男を睨にらみつけた。

　視線の先に立つのは黒い執事服に身を包んだ長身の男性。白鳥家の執事、小鳥遊黒須だった。

「おや、お嬢様。どうなさいました？」

　落ち着いた素そ振ぶりで振り返った黒須に、万理華は憤ふん然ぜんと言い返す。

「どうしたもなにもないわ！　これ、なんなの！」

　ばん、と派手な音を立てて万理華がテーブルを叩たたく。そこに置かれていたのは、綺き麗れいに磨みがき上げられた銀食器の数々だ。

「お気に召めしませんでしたか？」

　黒須が薄うっすらと微笑みを浮かべて聞くのに対し、万理華は頭を振った。

「気に入らないわけないじゃない！」

　目の前に並べられていた食器は、どこからどう見ても完かん璧ぺきだった。ケチをつけようにも、曇くもりひとつなく磨かれているのを見てしまうと、なにも言えなくなってしまう。

「もう、どうしていつもこんな完璧にやっちゃうのよ！」

「お嬢様のご命令ですから」

　そう言って、黒須がにっこりと笑う。腹立たしいほどに嫌いや味みな笑顔だ。

「さ、そんなことよりも乗馬の稽けい古このお時間ですよ。お嬢様、参りましょう」

「う……」

　有う無むを言わせない黒須の声色に、尻しり込ごみしながら後ずさる。

　これから、黒須に乗馬の稽古をつけてもらう予定だったが、その乗馬が万理華は大の苦手だった。

　だから、講師である黒須が稽古の時間まで戻ってこられないようにするため、万理華は黒須に全すべての銀食器を磨くよう命令していた。

　白鳥家が所有する銀食器は、けして少なくない。普通であれば、磨くのに数時間はかかるだろう。しかし、白鳥家の執事は恐おそろしいほど有能だった。黒須は短時間で美しく磨き上げてしまったのだ。

　その結果、万理華の目論見もくろみは潰ついえてしまった。

　もはや、時間稼かせぎをする方法が見つからない。

「さあ、お嬢様？」

　意地の悪い笑みを湛たたえて、黒須が万理華へ優ゆう雅がに手を差し出す。万理華は、ふくれっ面を作りながらも、観念してその手に自分の手を重ねたのだった。




「ああもう、どうして黒須ってば完璧なのかしら……」

　乗馬の稽古の後。お風ふ呂ろから上がった万理華はぐったりしながら自室へと向かっていた。今日も今日とて、ハードな稽古だった。彼は、なかなかにスパルタな教師なのだ。

（誰もが黒須みたいに完璧にできるわけじゃないのに）

　それでも、「白鳥家令嬢たるもの、乗馬ぐらいできなくては恥はじをかきますよ」と叱しかられてしまうと、負けず嫌ぎらいの万理華はついムキになってしまう。

（でも、もう少し優しくてもいいと思うのよね……）

　あっという間に痛くなってしまった足をさすりながら、よろよろと部屋へ戻る。

　それから自室のベッドへ倒れ込むと、万理華は深いため息をついた。

（だいたい、今の時代に馬に乗る必要なんてあるのかしら……）

　一応乗馬は教養のひとつだと理解はしているが、それでもここまでヘトヘトになってしまうと、疑わないではいられない。

（だいたい、必要な時は黒須が馬を引いてくれればいいのよ）

　黒須は、白鳥家の執事だ。これからもずっと自分の傍そばにいるのだから、自分ひとりで乗れるようにならなくても良いのではないだろうか。

　そんなことを考えながらベッドで寝転がっていると、ノックの音が聞こえて黒須が部屋へ入ってきた。その手が、午後のお茶とケーキを載せたワゴンを押しているのを見て、万理華はぱっと目を輝かがやかせる。

「今日はなんのケーキ？」

「お嬢様が疲れておいででしたからね。疲労回復にもぴったりのチーズケーキですよ」

「わ、美お味いしそう！」

　嬉しそうに駆かけ寄ってきて手を伸ばしかけた万理華に、黒須は苦笑を浮かべた。

「お嬢様。髪かみを乾かしてからですよ」

「先にお茶してもいいじゃない」

　乗馬をしたせいだろうか、昼食をしっかり摂とったにもかかわらず、万理華は空腹だった。拗すねたように見上げる彼女へ、黒須が首を横に振る。

「駄だ目めです。さ、そちらにおかけになってください」

　呆あきれたように言って、黒須は万理華を椅い子すへと促うながした。厳しく聞こえる声の中にも気遣いの色を感じて、万理華は小さく微笑みながら、はーい、と返事をした。

　彼は、万理華が髪を濡ぬらしたままでいて風か邪ぜを引くのを心配しているのだ。そのことが嬉しくて、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　万理華が座ると、黒須はどこからともなく櫛くしを取り出して艶つややかな髪をゆっくりと梳すき始めた。万理華が痛がらないよう絶妙な力加減で櫛を通し、ドライヤーの風を当て始める。柔らかい温風が、後ろから頰をくすぐった。




　櫛の感かん触しよくが、髪を乾かしていく温風が、万理華の心へ静かに染しみ込んでいく。

　黒須に髪を乾かしてもらうのは、毎日のことだ。それなのに何な故ぜか嬉しくなって、万理華は彼に悟られないよう微笑みを浮かべながら気持ちよさそうに目を細めた。そんな万理華の様子に気づいているのかいないのか、黒須が満足そうに口元に笑みを浮かべる。
















「……そういえばお嬢様、生徒会ではどうですか？」

「なによ急に」

「いえ。お嬢様にしては珍めずらしく、順調なようでしたので。私がお勧すすめしましたし、あの後、特に変わりはないのかなと気になったのですよ」

　生徒会に入ったのは半年前だったが、万理華は今のところ辞やめる様子もなく、生徒会の一員として仕事をしていた。

　それは、意地っ張りで人見知りの万理華にとって、ずいぶんと珍しいことだった。今までであれば、意地を張って些さ細さいなことで喧けん嘩かをしてしまうか、うまく打ち解とけられずに黒須に八やつ当あたりしていたものだった。それがないということはつまり、よい友人を得て生徒会でも問題なく過ごしているということになる。

「もう。私をなんだと思っているのよ。大体、深み雪ゆきも汐しお里り先せん輩ぱいも、私がいないとボケボケで仕事ミスしてばっかなんだから」

　胸むねを張って言い返した万理華に、黒須は満足気に微笑んだ。万理華の成長を、喜ぶようだった。

「ふふ。そうでしたね」

　笑いを含んだ声で言って、黒須はドライヤーを止めた。髪が乾ききったのだ。

　ならば次はケーキだ。万理華は、目を輝かせてワゴンのほうへ視線を向けたが、その願いは叶かなわなかった。

「さ、お嬢様。ベッドにどうぞ」

「え？　ケーキは……」

「マッサージのほうが先ですよ。体が冷めては意味がありませんから」

　断固とした黒須の口調に、万理華はむっとした。目の前にお茶の用意がしてあるのに、なかなか食べさせてもらえないことに腹が立ったのだ。

「別にそんなことしてもらわなくても──」

　大丈夫、という言葉は万理華の声にならない悲鳴に吞み込まれた。黒須が突然、万理華の背中の痛む箇か所しよを押したのだ。

「おや、お嬢様どうなさいました？　もしかして、この程度で痛むんですか？」

　にやりと意地悪く笑いながら、黒須が万理華の顔を覗のぞき込んでくる。

「いけませんね。これだけで痛むようですと、今すぐマッサージしないと明日まで残ると思うのですが……。本当に良いんですか？」

　言いながら、今度は黒須が腕を摑つかもうとする。手綱の握りすぎで、すっかり腕も強こわ張ばっていることに彼は気づいているのだ。

「わ、わかった！　マッサージが先でいいわよ！」

　慌てて黒須の腕から逃にげてベッドに転がると、後ろから笑いを嚙かみ殺した声が聞こえてきた。

「ええ、かしこまりました」

　万理華の気が変わらないうちにと、黒須が万理華の強張ってしまった筋肉をゆっくりとほぐしていく。

　その、恐ろしいほど的確なマッサージに、万理華は自分の体からゆっくりと痛みが引いていくのがわかった。

（うう。気持ちいい……）

　悔くやしいような、腹立たしいような気持ちで、うっとりと目をつむる。

　黒須の、人を食ったような態度はどうにも面おも白しろくない。

　それでも、常に万理華のことを考えて取っている行動だとすぐにわかってしまうから、万理華は続けて怒ることができないのだった。




「では、失礼致いたします」

　午後のお茶を終えると、黒須はワゴンと共に部屋を去っていった。

　ドアが閉まったのを確認して、再びベッドにごろりと転がる。お風呂に入る前よりもずいぶんと楽になった体で、万理華は柔やわらかい羽う毛もうの枕に顔を埋うずめた。その姿勢のまま、夕食まではなにをしようかと悩む。しかしそうしているうちにまぶたが重たくなってきて、万理華は慌ててベッドから体を起こした。疲れているし寝たいのは山々だが、今寝たら夜に眠れなくなってしまう。

　それにいくら土曜日だからといって惰だ眠みんを貪むさぼっていたら、黒須に見つかった時に怒られてしまうだろう。彼は、万理華が怠たい惰だに過ごすのをなによりも嫌う。

　黒須は万理華に忠実な執事だったが、だからこそ怒る時は容よう赦しやなかった。うっかりうとうと寝ているのを見つかって、次回の乗馬の時間を二倍にされたらたまらない。

　眠気覚ましに庭の散歩でもしたほうがいいかもしれない。そう考え、万理華は部屋を出た。秋も深まってきた今の時期、庭を彩いろどる木々は赤く色づいて美しいのだ。

　つい出そうになるあくびを嚙み殺しながら廊ろう下かを歩く。そして、階段のある方角へ角を曲まがろうとした時だった。

「失礼致します」

　角の向こうから、黒須の声が聞こえてきた。その直後、扉とびらの開く音が続く。

　急いで角を曲がると、ちょうど扉が閉まるのが見えた。父の書しよ斎さいへの扉だ。

（黒須が、お父様の書斎に……？）

　執事なのだから呼ばれて当然だとも思ったが、何故か違い和わ感かんを覚えた。父が黒須を呼ぶことは、普段あまりなかったからだ。

　いったいなんの用事なのだろう。興味が搔かき立てられ、万理華は足音を忍しのばせると扉の前で聞き耳を立てる。

　中には、父と黒須しかいないようだ。席に座るよう言った父の声が聞こえた後、信じられない話が耳に飛び込んできた。

「……黒須。今日呼んだのは他でもない。お前の、見合いのことなのだ」

（お見合い!?）

　万理華は、思わずあげそうになった声をなんとか吞み込んだ。それでも、驚きが消えるわけではない。いったいどういうことかと懸けん命めいに耳をそばだてていると、普段と変わらない静かな黒須の声が聞こえてきた。

「その話は、以前お断りさせて頂いたはずですが」

　冷ひややかな返答に、父の深いため息が聞こえてきた。

「だが、いくらなんでもいつまでも独り、というわけにはいかんだろう。それにお前ももう、二十七だ。そろそろ身を固めても良いのではないか？」

「ですが……」

「黒須。私はな、お前を案じているのだ」

　父の声には、反論を許さない強さがあった。ぴしゃりと叩きつけるような調子に、聞き耳を立てている万理華までつい背せ筋すじを正しそうになる。

「お前は、親を亡なくしてからずっと、白鳥家によく尽つくしてくれた。だから、私もお前には幸せになって欲しいのだよ」

　黒須の返事は、ない。父親は、机を指でせわしなく叩きながら、続けた。

「お前の父と同じように、お前には執事としてだけではなく、人としての幸せを知って欲しいのだ。お前ももはや、私の息子のようなものだからな」

「ですが、私の幸せは執事として旦だん那な様さま、奥様、お嬢様に尽くすことでございます」

　執事の鑑かがみといっていい返答だった。しかし、執事として、という言葉に何故だか万理華の胸むねがちくりと痛くなる。

「まったく。本当にお前は父親に似ているな……。時代に合わないその忠誠心も、やたらと頑固なところも……」

　父は苦笑混じりに呟つぶやくと、次ついで断固たる声色で言った。

「とにかく、一度見合いをしてみるといい。それで気が合わなければ断れば良いではないか」

　つまりは、一度も会わずに断るのは許さん、ということなのだろう。しばらく長い沈ちん黙もくが続いたが、結局「わかりました」と答える黒須の声が聞こえた。

　その直後、椅子を立ち上がる音が響いたので、万理華は慌ててドアから離れて角を曲がると、出てくる黒須に見つからないよう身を隠かくした。聞き耳を立てていたとバレるのが恥はずかしかったのもあるが、なによりこんなに混乱した状態では、いつものように黒須と話せる気がしなかったからだ。

（お見合いって……黒須が？　冗じよう談だんでしょう？）

　信じられなかったが、たった今自分の耳で聞いたことだ。それでも、どうしても冷静に考えることができなかった。

　黒須は、万理華が幼おさない頃から白鳥家の執事を務つとめている。だから万理華も昔から彼を見ているが、常に白鳥家に忠実で、執事の仕事以外に興味を示すことなどなかった。ましてや結婚など、彼は今まで考えたことがあっただろうか。

　それなのに、お見合いだとは。

　女性と語らっている黒須を想像した途と端たん、置いていかれたような心細さと寂せき寥りよう感かんが胸を貫いた。そして、そんな感情を覚えた自分に驚いて目を丸くする。

（い、今の……）

　どうして自分は寂さびしいと感じたのだろう。思わずひとつの結論を導きかけた万理華は、慌ててその考えを追い払う。

（黒須なんかに先を越されるのがちょっと悔しいだけよ！）

　けして、黒須がずっと傍にいないと寂しい、などというわけではない。そう懸けん命めいに自分に言い聞かせていた万理華だったが、突然声をかけられてぎょっとした。

「お嬢様。新しい遊びですか？」

　顔を上げれば、そこにいたのは黒須。先程まで、父と話していたはずの男の姿だった。

「な、なんでこんなところにいるの!?」

　黒須の部屋のほう──万理華が隠れているのとは逆方向に歩いていったと思っていただけに、驚きは隠せなかった。

「おや。ずいぶんとわかりやすく隠れてらっしゃるので、てっきり見つけて欲しいのかと思いまして」

「な……っ！」

　物音も立てず完全に隠れていたつもりだったが、黒須にはすっかりお見通しだったらしい。顔を真まっ赤かにして言葉を失っている万理華に、黒須は意地の悪い笑みを浮かべた。

「部屋の外から話を聞くのは、淑しゆく女じよらしくありませんよ」

　どうやら、聞き耳を立てていたことまでバレていたらしい。顔から火が出そうなほど恥ずかしくなりながら、万理華は余裕たっぷりな黒須のことを睨みつけた。

「な、なによ！　自分の執事のことなら気になって当然でしょう！　それなのに、そっちこそ勝手にお見合いに行くなんて決めてしまって！」

「おや。お嬢様のご命令があれば行くのをやめますが」

　なんてことのないようにあっさりと黒須に言われ、万理華は怒りで目がくらみそうになった。

（言えるわけないじゃない！）

　万理華の父直々の命令なのだ。それを自分のわがままでふいにしてしまったら、父もがっかりするに違いない。それに、父が言うことにも一理ある。黒須はもう二十七なのだ。いつまでも独り身でいるわけにはいかない。

　黒須に結婚して欲しくないのは万理華の子どもじみたわがままで、だからこそ万理華には、否定することも止めることもできなかった。自分のこの幼く、嫉しつ妬とに近い感情を認めたくはなかったから。

　結局万理華は、腰に手を当てて黒須を睨みつけると、高らかに言った。

「好きにしなさいよ。黒須の人生なんだから！」




　しかし数日後。万理華は自分の言葉を後こう悔かいする羽は目めになった。お見合いを承しよう諾だくした黒須のため、父が喜き々きとして準備をし始めたからだ。

　執事服以外を着ようとしない黒須に、どんなスーツを着せようか、私服のほうが良いだろうかとはしゃいで話す父に反比例して、万理華の気分が沈んでいく。

　お見合いは、もはや動かせない予定なのだ。そのことが、毎日晩ばん餐さんで父から状況を聞かされる度に突きつけられていった。

　そしていよいよ黒須のお見合い前日となった金曜日。万理華の気分は完全に沈んでいた。

「はあ……」

　何度目かわからないため息をつきながら、ソファで膝ひざを抱かかえる。頭を占しめているのは明日のお見合いのこと。黒須のことばかりだった。

　彼は、どんな笑顔で、どんな言葉を紡つむぐのだろう。完璧な黒須のことだ。お見合いでも、それは素す晴ばらしい青年像を見せつけてくるに違いない。

　そして、その笑顔が向けられるのは自分ではない。何故だかそれが、妙に腹立たしく感じられ、万理華は唇をぎゅっと嚙んだ。

（でも、どうせ黒須はいつか結婚しちゃうんだろうし）

　執事だからといって、一生独身で仕えなければならないということはない。黒須の父──先代の執事も、結婚し、子を成したから今の黒須がいる。

　それに万理華の父は、使用人も大切な家族と考えており、彼ら一人ひとりの幸せをなによりも願っていた。だから、使用人の多くは結婚していたし、そのために住み込みで働けなくなったとしても、彼らを解かい雇こするようなことはしてこなかった。

　父は、本当に純じゆん粋すいな善意で黒須にお見合いを勧すすめているのだ。

　黒須は、父の好意を理解して受けている。

　どこに、自分が口を挟はさむ余地があるだろう。

「はあ……」

　もう一度、ため息をつく。その時だった。

「お嬢様。あまりため息をつかれますと幸せが逃げてしまいますよ」

　突然聞こえてきた声にぎょっとして顔を上げると、そこには優雅に紅茶を注そそぐ黒須の姿があった。

「ちょ、ちょっと勝手に入ってこないでよ！」

「何度もお呼びしたのですが、返事がなかったもので」

　しれっと言って、黒須が紅茶を静かに差し出す。しかし万理華は、テーブルに置かれた紅茶に見向きもせず、膝を抱えていた。黒須の視線を避さけるように、膝ひざ頭がしらに顎あごを乗せる。

「……それで、なにか悩み事でもあるのですか？」

　悩み事の張本人に言われ、万理華はますます表情を渋しぶくさせた。

「別に。なにもないわよ」

「そうでしたか……」

　実に残念そうな声だった。主あるじの悩みを知ることができないと悲ひ嘆たんしているようにも聞こえたが、どうせ黒須のことだから万理華がなにを悩んでいるのかも気づいてはいるのだろう。

（仕事がよくできるのはいいんだけど……）

　できすぎる執事、というのは時として厄やつ介かいだ。そんなことを万理華が考えていると、黒須は突然核心に切り込んできた。

「ところで明日、本当に行ってもよろしいのですか？」

　黒須の言葉に、万理華は思わず息を吞む。

　明日。それが指し示すのはひとつしかない。お見合いのことだ。

　聞いてくるということは、彼の中にも迷いがあるのだろうか。思わず嬉しくなって、万理華は身を乗り出した。

「……なによ。今更行きたくなくなったの？」

　喜びを押し隠しつつ平静を装よそおって聞いた万理華だったが、黒須の返答は期待するものとは違っていた。

「いえ。ずいぶんとお嬢様の機嫌が悪いようでしたので、お嫌いやなのかと思いまして」

　そう言って、黒須がにっこりと微笑む。その意地悪く見える顔にムッとして、万理華は黒須を睨みつけた。

　いつも、こうだ。自分の意見は言わず、必ず主たる万理華の意向ばかりを聞いてくる。行きたくない、と一言でも言ってくれれば行くなと命令できるというのに、黒須はけしてそうはしないのだ。彼は、あくまで白鳥家に忠実な執事なのだから。

　万理華がなにを悩んでいるかわかっていて、こうして幼い子をあやすように言ってくる黒須に腹立たしさを覚えながら、万理華は膝を抱えるのをやめて紅茶を手に取った。

　彼が、執事として完璧であろうとするなら、自分も彼の主として相応ふさわしく振る舞わなければならない。

　なにより、自分のものを取られて駄だ々だをこねる子どものように思われたくなかった。

　黒須に子ども扱いされるのは嫌なのだ。もう一人前の大人なのだというように胸を反そらせる。

「別に。嫌なんかじゃないわ。好きにしなさいって言ったじゃない」

　ツンとすまして答えると、黒須はため息をついた。呆あきれとも落らく胆たんともつかない表情が、一瞬だけ顔に浮かぶ。

　しかしすぐに気を取り直したようで、黒須は万理華に向かって頭を下げた。

「わかりました。……なにもなければ下がらせて頂きますが、他になにか必要なものはございますか？」

　その時、万理華の頭に「膨ぼう大だいな量の仕事を押し付けてお見合いに行かせなくする」などという卑ひ怯きような考えが浮かんだが、すぐに振り払った。さすがに、子どもじみている。

　それに、黒須のことだ。どれだけたくさんの仕事であっても、お見合いの時間までに軽々と終えてしまうに違いない。

「……なにもないわ」

　憮ぶ然ぜんとして答えると、「そうですか」と淡たん々たんと答える声が聞こえた。その声が、どこか残念そうに聞こえたのは、多分万理華の気のせいだろう。

　黒須は、いつもどおりの折り目正しさで頭を下げ、今度こそ部屋を去っていった。音も立てず静かに閉められたドアを見て、今までで一番大きなため息をつく。

（黒須の馬ば鹿か。なんでこんな中ちゆう途と半はん端ぱに聞いてくるのよ）

　結果が変わらないならいっそ、聞いて欲しくなかった。

　自分の心を乱す言葉にしがたい感情を持て余しながら、万理華は黒須の出て行った扉を睨み続けたのだった。




「では、お嬢様。行ってまいります」

　翌日。黒須は、律りち儀ぎにも万理華の部屋まで挨あい拶さつをしに来て、お見合いへ出かけて行った。

　しかし、彼を見送る万理華の顔に、昨日までの不機嫌さは残っていない。今万理華の瞳に浮かんでいるのは、戦いに挑いどむような強い光だ。

　黒須が出て行ったのを部屋の窓から確認し、すぐに外出着に着替えて鞄かばんを取る。そして、下まで降りていくと、自分も裏口から飛び出した。

　目指すは、父が言っていた駅近くにそびえる大きなホテルのラウンジ。まさに今日、黒須がお見合いを行う場所だった。

　黒須は、自分の執事だ。だから、どんな人とお見合いをするのか、主人たる自分もきっちり見ておかねばならないと万理華は考えたのだ。

　けれど、表立って見に行けば、黒須にからかわれるのが目に見えている。そのため万理華は、人目を忍んでこっそりと盗み見することにした。

　家の運転手に車を出させてホテルへと向かう。そして、無事にたどり着くと、意気揚よう々ようとエントランスから入っていった。

　その堂々たる姿はしかし、普段とはまったく異なる装いだった。

　普段よりも地味な服装に身を包み、いつもは高い位置で二つにくくっている髪も下のほうで三つ編あみにしている。愛らしい顔には、不格好なほど大きなメガネをかけており、一見して白鳥家の令嬢とはわからない姿へと変へん貌ぼうしていた。これなら、すぐには見破られないはずだ。

　緊張に高鳴る鼓こ動どうを懸命に落ち着かせながら、ホテルのラウンジへと向かう。案内に進み出てきたウエイターの受け答えをしながらゆっくりと辺りを見回していた万理華は、窓辺の明るい席で黒須と女性が向かい合うようにして座っているのを発見した。大きな窓から差し込む光が、二人を柔らかく包み込む。

　遠くて顔はよく見えないが、光の中で見る二人の横顔は、まるで絵画のように美しかった。そのことに、雷かみなりで撃うたれたようなショックを受ける。

　それほどに、女性と向き合って座っている黒須、というものは万理華に大きな衝しよう撃げきをもたらした。

「お客様？」

　立ち尽くした万理華に、ウエイターが怪け訝げんそうな声をかける。そこでようやく、万理華ははっと我われに返った。

「……あそこの席がいいわ」

　懸命に冷静さを取り戻すと、万理華はひとつの席を指差して言った。そこは、黒須たちの座る席の近くでありながら、彼らの席とは観葉植物で仕切られているので気づかれにくい場所である。

　ウエイターは、万理華の声の強さにほんの少し驚いたようだったが、それを顔には出さずに万理華を案内した。

　手短に紅茶を頼み、早速席に座って聞き耳を立てる。

　土曜のラウンジは客も多く、それなりに騒さわがしかったために、会話の内容まで聞こえるわけではない。けれど、時折上がる笑い声や、感かん嘆たんの声はとても楽しそうで、万理華の心は次し第だいに沈んでいった。

　顔は見えないが、声だけで黒須が彼女との会話を楽しんでいることがわかる。普段、万理華と話す時の少し皮肉っぽい笑いではない、ごく自然な、青年らしい笑い声だ。

（本当に黒須なの？）

　思わず疑いを持って、万理華はこっそりと観葉植物の隙すき間まから二人の席を覗のぞき見する。そして、後悔した。

　そこにいたのは紛まぎれもない黒須であったが、彼は見たこともないほどに爽さわやかで嬉しそうな笑みを浮かべていたのだ。

　わずかに赤みがかった頰も、優しい光を湛えた眼まな差ざしも、どれも万理華にとって馴な染じみのないものだ。
















　彼が、そんな笑い方をできることすら知らなかった。いつだって黒須は、人を食ったような余裕の表情しか見せてこなかったのに。

　本当に人間だろうかと疑ったことだってあった。完璧で、冷静で、いつだって感情を露あらわにすることはない。そんな黒須が、まさかあんな顔をするなんて。

　お見合いをしたとしても、実際に結婚するとは限らない。そう考えていた万理華にとって、彼の飾らない笑顔は衝撃だった。

　今までは漠ばく然ぜんと考えていた「黒須の結婚」という将来が、急に間近に迫せまったものとして感じられる。

（そんな……。まさか、本当に結婚してしまうの？）

　呆ぼう然ぜんとしていると、一瞬だけ黒須がこちらへ顔を向けた。葉っぱ越しに目があった気がして、慌てて隠れるようにうつむく。

　しかし、目をそらしても、先程見た黒須の笑顔の印象は、万理華のまぶたの裏に焼きついたままだった。彼の笑顔が、優しげな眼差しが、万理華の心を乱していく。

　その時、お見合い相手の女性が幸せそうな笑い声を立てた。鈴を振るような軽やかな声に、頭の芯しんがしびれ、なにも考えることができなくなる。

　紅茶が目の前に運ばれ、口をつけないうちに冷めてしまっていることにも、万理華はしばらく気付かずにいたのだった。




　結局、万理華は最後までお見合いの様子を見届けることができなかった。

　仲なか睦むつまじい二人の姿がショックで、ふらふらと家に戻ってしまったのだ。

　帰宅後から今にいたるまで、放心したまま自室のソファに寝そべっている。しかしそれも、黒須が帰ってくるまでだった。

「ただいま戻りました」

　ノックの後で部屋に入ってきた黒須は、まったくもって普段と変わらない姿だった。びしっと着こなした執事服も、一切乱れのない髪も、万理華が毎日見ているものだ。

（そういえば、さっきどんな服着てたか覚えてないな……）

　途中でその場から去ってしまったせいで、黒須の服装も、相手の顔も、きちんと見ることができなかった。横顔を見た限り、綺麗な女性のようではあったが、記き憶おくに残っているのはそれだけだ。どんな髪型だったのかさえ、覚えていない。

　せっかく意を決して見に行ったというのに、なんということだろう。それほどまでにショックを受けていたのかと、万理華はだんだん腹が立ってきた。黒須に振り回されてばかりの自分が不ふ甲が斐いないと思えたのだ。

（私にはなんの関係もないじゃない）

　彼がお見合いに行ったことなど、自分にとってはささいなことのはずだ。彼は、自分の執事だというだけ。別に、家族でも恋人でもなんでもない。

　必死にそう言い聞かせると、万理華はソファから体を起こして、しゃんと背筋を伸ばした。自分は、白鳥家の跡取りである一人娘だ。これぐらいのことで落ち込んでいるわけにはいかない。なにもなかったというように、振る舞わなければならない。

「どうなさいました？」

　急に体を起こした万理華に、黒須が声をかける。

　そう問いかける顔に浮かんでいるのは、いつも通りなにを考えているかわからない、涼しげな表情だった。

（昼間はにこにこ笑っていたくせに）

　気にしないと思ったのも束つかの間ま、黒須の笑顔を見ただけで再び嫉妬じみた怒りが湧わいてくる。しかし、すぐにこれではいけないと思い直すと、万理華はすまして言った。

「黒須。私、プリンが食べたいわ」

　いつものように冷静に、偉えらそうに命令する。すると黒須は、意外なことを聞いたという顔で目を丸くした。

「おや、プリンなどでよろしいんですか？」

　もっと無理難題でも押しつけられると思っていたのだろうか。笑いを含んだ黒須の声に、万理華は自分が子どもじみた要求をしてしまった気がして顔を赤くした。しかし、今更撤てつ回かいなどできない。

「そうよ。プリンが食べたいの。いいでしょう？」

　頰の赤みを隠したくて、黒須のことを睨みつける。彼は面おも白しろがるように目を細め、それから仰ぎよう々ぎようしく礼をした。

「ええ、もちろん。お嬢様のご命令とあらばすぐに作らせてまいりましょう」

　そう言って、黒須が部屋を出て行く。その背中が妙に楽しそうに見えて、万理華はわずかに顔をしかめた。

　どうも、子ども扱いされている気がしたのだ。




　それから数日経っても、万理華はお見合いのことをまったく気にしていない、というように振る舞っていた。いつもとなんら変わらないふりをしながらも、腹いせに黒須へあれこれと命令する。

　しかし黒須は、万理華に無茶難題を命じられれば命じられるほどに、何故か機嫌が良くなっていくように見えた。毎日が楽しいのだと言わんばかりに、あっさりと命じられた仕事をこなしていく。

　そんな黒須の様子に反して、万理華の機嫌は日を追うごとに悪くなっていった。

　彼の機嫌の良さが、お見合いからくるものではないかと思えたからだ。

（なによ。最初は乗り気じゃなかったくせに）

　夕食後、部屋でひとり黒須のことを考えながら、万理華は苦にが々にがしげにため息をつく。

　あれから、黒須とお見合い相手の女性がやり取りしているかどうかはわからない。

　黒須はけして、お見合い相手のことを万理華に語らなかった。もともと、自分のプライベートなことは話さなかったから当然とも言えたが、彼のその態度は、万理華を余計に苛いら立だたせるばかりだった。

　彼は、自分の見えないところで彼女と連絡を取っているのだろうか。

　今までになく楽しそうな黒須の様子を見ていると、どうにもそうであるとしか思えない。

（ああもう！　こんなこと考えたくないのに！）

　万理華はベッドに倒れ込むと、枕に強く顔を押しつけた。

　黒須のことばかり考え、心を乱されてしまう自分がどうにも腹立たしい。

　しかも最近自分はどうやら、黒須のいない学校でもイライラしているらしかった。

　同じ生徒会役員である深雪と汐里に「悩みがあったら相談してね」と心配されてしまったほどだ。

（でも……）

　黒須は、実の家族のようにずっと傍にいた。仕事で父と母がなかなか家に帰ってこないことに寂しくて泣いていた時も、小学校で他の子どもと喧嘩をして怒っていた時も、いつだって彼は傍にいた。

　今まで、黒須は万理華だけのものだったのだ。

（だったら嫌だと思うのも自然な流れよね。きっと……）

　今まではプライドが邪じや魔まをして認めたくなかったが、多分自分は、黒須が自分以外に目を向けるのが嫌なのだ。

　自分だけを見ていて欲しい。それが、どんな感情から湧き起こるものなのかはわからなかったが、自分は確かにそう思っているといい加減認めざるを得なかった。

（でも、だとしてもどうすればいいのかしら）

　お見合いは済んでしまったのだし、あんなに黒須は楽しそうなのだから、今更阻そ止ししようにもできることはない。

　父親に嫌だと言うのも酷ひどいわがままに思えるし、本人に言うことなんて余計にできない。優秀な執事である黒須ならば、万理華が「結婚するな」と命令すれば頷うなずくかもしれないが、それでは駄目なのだ。

　彼が心から、結婚するよりも万理華の傍にいたいと思ってくれなくては……。

　あまりにも横暴な考えに、万理華は泣きそうになりながらぎゅっと目をつむった。

（こんなことなら、やっぱりお見合いなんて行くなって言えば良かった）

　何度目かわからない後悔に身を浸ひたしていた、その時だった。

　ノックの音がして、黒須が部屋へ入ってくる。寝る前のハーブティーを、持って来てくれたようだ。

　もうそんな時間だったのか、と思いながら慌てて涙を拭ぬぐう。それから体を起こすと、ちょうど目の前にハーブティーが差し出されるところだった。

「ミントのハーブティーをお持ち致しました」

「……ありがとう」

　受け取って一口飲むと、爽やかな酸さん味みが鼻に抜けていった。先程まで自分の頭を占しめていた悩みが、ほんの少しだけ和やわらいだような気がする。

「美味しい……」

　素直に味の感想を口にしながらほっと安あん堵どのため息をつくと、黒須が珍しく柔らかく微笑んだ。心から慈いつくしむように、その目が細められる。

「最近お疲れのようでしたので。……お口に合って良かったです」

　当然黒須も、万理華が苛立っていることに気がついていたのだろう。その理由にまでは気づいて欲しくないと密ひそかに願う万理華の前で、黒須はふと表情を改めて膝をついた。

　まるで忠誠を誓ちかう騎き士しのようなその仕草に、どきりとする。

「な、なに？」

　カップを手にしたままドギマギしていると、黒須は申し訳なさそうな表情を浮かべて言った。

「旦那様には許可を頂いたのですが、明日の夜、外出させて頂いてもよろしいでしょうか」

「明日の……夜？」

　昼ならばさほど気にもとめなかったかもしれない。けれど夜だと言われ、万理華の心しん臓ぞうは嫌な音を立てた。

「ええ。……人と会う用事がありまして」

　人と会う用事。その言葉に、万理華は今度こそ言葉を失った。

　血の気がさっと引いていき、周囲の音が遠ざかる。

　今まで黒須は、誰かと会うために休みを取るなんてしたことがなかった。友人はいないのかと、心配したことさえある。

　そんな黒須が、夜に会いに行く人物なんて、ひとりしか思い浮かばない。

　お見合い相手の女性だ。

　万理華が顔を青ざめさせて黙だまり込んでいると、さすがにただならぬ様子だと気づいたらしく、黒須は心配するように、万理華の顔を覗き込んだ。

「お嬢様？　大丈夫でしょうか」

「……別に、平気よ」

　懸けん命めいに絞しぼり出した声は、やはり震ふるえてしまった。

「お父様は許可を出したんでしょう？　なら、私に聞く必要ないじゃない」

「でも、私はお嬢様の執事でございますから」

　胸むねに手を当てて、黒須は微笑んだ。万理華に生しよう涯がいの忠誠を誓っているとでも言わんばかりだった。
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　しかし、黒須の本来の雇やとい主ぬしは父親だ。

　ただ、万理華がよく懐なついたから、彼女の世話をすることが主おもになっただけだ。

「……別に平気よ。メイドだっているもの。夜にあなたがいないぐらい、なんとでもなるわ」

　完全に強がりにしか聞こえない言葉だったが、黒須は余計なことはなにも言わずに頷いた。

「ありがとうございます」

　言葉を切って、じっと万理華のことを見つめる。底の見えない、黒い眼差しだった。その瞳に映るものがなんなのか、今の万理華にはわからない。

　しばらく物言いたげにしていた黒須は、やがてなにも言わずに立ち上がった。

「……では、失礼致します」

　そう言って、黒須が部屋を後にする。万理華はその後ろ姿を、黙って見送った。

（明日の、夜に……）

　彼は、父に許可を取ったと言っていた。つまり今度は、命じられたわけではなく、自みずから会うことを決めたのだ。

　きっと黒須は、本気なのだろう。

　悲しみとも怒りとも諦あきらめともつかない感情が、自分の心の中に渦うず巻まいていくのを、万理華はじわりと感じていたのだった。




　翌日、万理華は黒須も心配するほどに塞ふさいでいた。彼とろくに喋しやべらないまま学校へ行き、昨晩のショックを引きずったまま授業を受ける。

　そんな万理華の様子を見かねたのだろう。放課後生徒会室へ行くと、深雪と汐里は揃そろって万理華を励はげましてくれた。

「万理華、大丈夫？」

「今日はクッキー持ってきたの。良かったら食べない？」

　あの手この手で、万理華の元気を引き出そうとする。しかし万理華は、泣き出しそうな顔をしたまま、ため息をつくばかりだった。

「……万理華ちゃん。あの、本当に良かったら相談してね？　私にできることならなんでもするから」

　汐里が、隣の席に座って万理華の手に自分の手を重ねる。そのあたたかさに、真剣な声色に、万理華はようやくのろのろと顔を上げた。

　彼女の顔を見たら、不意に思い出すことがあった。先輩と常に行動を共にしている、赤あか髪がみの青年のことだ。

「あの、先輩」

　気がつけば、万理華は素す直なおに口を開いていた。

「ん、なあに？」

「先輩、あの人の考えてることがわからなくなったら……どうしますか？」

「あの人って？」

「あの、先輩と一緒にいる赤髪の……」

　万理華の言葉に、ようやく合が点てんがいったらしい。汐里は一瞬目を見張った後、うーん、と唸うなった。

「考えてることがわからなくなったら、か……」

　しばらく黙り込んだ後に、汐里は言った。

「しっかりと聞く、かな」

「聞く……？」

「ええ。だって、他人のことなんて、わからないもの。だから、ちゃんとなにを考えているのか聞くと思う。もちろん、教えてくれない場合もあるかもしれないけど……。こっちが素直になって、真剣に聞けば、案外教えてもらえると思うの」

　それに口に出してみて聞いてみると、自分の気持ちに気づくきっかけにもなるのよ、と言った汐里に、万理華は呆然とした。

　彼女の言葉ひとつひとつが、痛いところを鋭するどく貫つらぬいていく。

（他人のことなんて、わからない……）

　わかっていたつもりだったが、本当の意味で理解していなかったと、この時万理華はようやく悟った。

　黒須の考えることはわからない。だからこそ、疑ったり憶おく測そくでものを考えたりしないで、万理華はしっかりと彼に聞くべきだったのだ。そうでなければ、黒須との距離を縮めるどころか、余計に心は離れて行ってしまう。

　そう考えた途端、万理華の心には一つの決意が芽め生ばえた。




（ちゃんと、見よう）

　ずっと逃げまわってきたこの感情を整理するためにも、黒須のお見合い相手を今日こそしっかり見に行こうと万理華は考えた。

　家にこもって、黒須のことをただ待っているなんてできない。

　この目で、黒須が彼女といる様子を見て、自分の感情をはっきりと見極める。そして、どうしても我慢できないようであればしっかりと言葉にして伝えようと、決めたのだ。

　ならば、どのようにして今日の夜、彼らが会う場所へ行くか。

　やはり、この間のように黒須の後をつけていくしかなかった。

　決意した以上、ぐずぐずしていられない。彼が、何時にどこへ向かうのか、手がかりが欲しい。この間は父の話を聞いていればわかったが、今回は個人的なものだから、さすがに黒須以外は知らないだろう。

「先輩、ありがとうございます。……ごめんなさい。私、帰ります」

　急に強い光を目に宿して顔を上げた万理華に、深雪も汐里も微笑んで頷いた。

　その笑顔に背を押されるように鞄かばんを手に取り、席を立つ。

　黒須は今日の夜に出かけると言っていた。彼が向かう先を調べるために、一いつ刻こくも早く帰る必要があった。




（……調べるとしたらやっぱり、黒須の部屋の中、しかないわよね……）

　家に帰った後、万理華は部屋でひとり唸っていた。

　しかしさすがに勝手に他人の部屋へ入るのはためらわれる。

　けれど、なにも調べないまま黒須の尾び行こうをして、途中で見失ってはどうしようもないではないか。ここは、心を鬼にして部屋を探りに行くしかない。

　そもそも万理華は、子どもの頃からしょっちゅう黒須の部屋に忍び込んでは、いたずらをしてきたのだ。過去にやったことを考えれば、まだマシというものだ。

（そのためには……）

　万理華がこれから密かにやることをひとつひとつ思い浮かべていると、控ひかえめなノックの音が聞こえ、部屋のドアが開いた。

「失礼致します」

　いつものように、黒須がワゴンでお茶を運んでくる。腹が立つほど丁寧なその所作にイライラしながら、万理華は黒須を睨みつけた。

「お嬢様。どうなさいましたか？」

　お茶を差し出しながら、黒須がいつものように微笑む。万理華は、焦る気持ちを押し隠して口を開いた。

「黒須に、お願いしたいことがあるの──」




　黒須が部屋を出て行った後、万理華は早速黒須の部屋へと向かった。黒須にはパーティー用のドレスと靴くつを探すように命じている。

　普段あまり使うことのないそれらは、ウォークインクローゼットの奥深くにしまわれている。少なくとも見つけるのに、三十分はかかるだろう。

（よーし！）

　その間に黒須の部屋へ忍び込んで、今日の目的地をはっきりさせようと廊下を歩いていた万理華だったが、彼の部屋の前に来たその時、後ろから声をかけられぎくりとした。

「お嬢様。こちらは、お部屋にお持ちしてよろしいですか？」

　ぎこちなく振り返ると、にっこりと笑いながら万理華の靴とドレスを手にしている黒須の姿があった。

「もう見つけたの!?」

「ええ。お嬢様のものは、どこにあるか全て把は握あくしておりますから」

　嫌味なまでに清すが々すがしい、爽やかな笑顔だった。

（なんでそんなに早いのよ！）

　探すように命じたのは、たったの三分前だ。それなのに、黒須はあっという間に見つけて来てしまった。

　叱りつけたいのをぐっと我が慢まんして、万理華は深くため息をつく。

「じゃあ、それは部屋に置いておいてちょうだい。それから……」

　次になにを命じようかと懸命に頭を働かせたが、結局思い浮かんだのは、この間とあまり変わらない命令だった。

「そうね……。今晩のデザートにはあなたが作ったシュークリームが食べたいわ」

　あなたが作った、とわざわざ付け足したのは、なんとしても黒須に作らせたかったからだ。白鳥家には、お抱かかえの料理人もいる。食事などは彼らが作るのが常なので、シュークリームが食べたいとだけ言ったら、この間のように黒須は料理人に伝えることしかしないだろう。

「私のシュークリーム、でございますか」

「そう。クリームたっぷりのよ！」

　びしり、と指を突き付けて言うと、黒須は一瞬呆あつ気けに取られた後に噴ふき出した。

「な、なによ！」

　声を出して笑う黒須は懸命に笑いを収めて、憤ふん慨がいする万理華へと、恭うやうやしく胸に手を当てた。

「ええ。カリカリの皮に、たっぷりのクリームですね。お任せください。お嬢様の好みはよく存じておりますから」

「そうよ！　あなた以外が作ったら許さないんだから！」

　しっかりと最後にも念を押した万理華を見て、黒須は心から嬉しそうに微笑んだ。その唇の右端が、勝ち誇ったようにわずかに上がる。

「……ええ、もちろんです。腕うでによりをかけて作らせて頂きますよ」

　では、と軽く頭を下げて、黒須は再び去っていった。その黒い背中が廊下の角を曲がるのを見届けて、ほっと肩から力を抜く。

　さすがに、シュークリームは五分で作れはしない。万理華は、今度こそ黒須の部屋のドアに手をかけると、音を立てないようにゆっくりと開いた。

　猫のようにするりと中へ滑り込む。そして、ドアを閉めた万理華は、久しぶりに入った黒須の部屋をぐるりと見回した。

　ベッドと机と本棚しかない簡素な部屋は、幼い頃遊びに来た時とまるで変わっていない。

　相変わらずの殺さつ風ぷう景けいさに苦笑しながら、早速部屋の中を探し始めた万理華は、机の上に無む造ぞう作さに置かれたメモへ視線が釘くぎ付づけになった。

（もしかしてこれって……）

　速まる鼓動を抑えつけながら、そのメモを覗き込む。そこには、「今夜十九時出しゆつ航こうの船で待ち合わせ」と書かれており、更にメモの下にはとあるクルージングのリーフレットが置かれていた。

（じゃあ、まさかこれに……？）

　血の気が失うせ、その直後一気に頭が熱くなる。

「黒須のくせに、ずいぶん気き障ざなことをするのね」

　彼が、お見合い相手のためにクルージングの計画を練ねったと考えると、怒りが湧いてくる。クルーズなんて全然似合わないじゃない、と口の中で呟きながら、万理華はポケットからスマホを取り出してリーフレットとメモの写真を撮った。どちらも破り捨てたかったが、さすがに万理華が部屋に忍び込んだとバレるのはまずい。

　彼の今晩の予定がわかったら、次はいかにして尾行するかの計画だ。万理華は、リーフレットとメモを元通りに戻して、息巻きながら部屋を後にしたのだった。




　そして慌ただしく準備をしている間に夜になり、黒須は白鳥家から出かけていった。

　万理華は、この間と同じように黒須が家から出て行くのを確認すると、運転手に後をつけさせ、彼がクルーズ船に乗り込むのを見るや自分も乗船した。

　しかし今日、万理華の身を包んでいるのは、この間の変へん装そう衣装ではない。

　白鳥家令嬢に相応しく、きらびやかなドレスだった。

　黒須が予約していたのはそれなりに格式のあるクルーズで、正装以外認められていなかったし、当日になって無理やり乗船するために、それなりに白鳥家の威い光こうも利用したからだ。

　全てがバレれば、父親にも怒られるかもしれない。それでも、万理華はここへ来た。自分の中に渦巻く嫌な気持ちを整理するために。

　万理華が最後の乗船客だったらしく、彼女が甲かん板ぱんに上がるとタラップが片付けられ、岸に括くくりつけられていた縄なわが外されていった。

　エンジン音が大きくなり、ゆっくりと船が動き出す。

（さてと……）

　これでもう、逃げ出すこともできなくなった。

　万理華は、自分を奮ふるい立たせるようにぎゅっと拳こぶしを握にぎって、黒須の姿をその目で捜さがした。甲板や、船内へと視線を凝こらす。

　しかし、ついさっきまで近くにあったはずの彼の姿は、どこにも見当たらなかった。目に映るのは、ディナーまでの時間を甲板で風にあたって過ごしているカップルばかりだ。ドレスやスーツに身を包んで愛を語らいあう彼らを見ていると、急にひとりでいることが心細くなってくる。なによりも、カップルばかりの場所でひとりというのが、とんでもなく場違いなように思えた。

（まったく、黒須ったらどこに行ったのかしら）

　待ち合わせをしているのだというような顔をしながら、きょろきょろと辺りを見回す。

　この船は広いから、下へ手たしたら降りるまで見つけられないかもしれない。だから、乗る前からずっと目を離さないようにしていたのに、少し油断した隙に彼はどこかへ行ってしまったらしい。

　船上で待ち合わせをしているはずのお見合い相手を捜しに行ったのだろうか。──もう、彼は目当ての人と合流してしまっただろうか。

　気を抜くと落ち込みそうになる気持ちを懸命に叱しつ咤たしながら、万理華は必死に黒須の姿を捜した。その時だった。

「お嬢様？」

　背後から聞き覚えのある声がしてぎくりとする。それから恐る恐る振り返った万理華は、しばらく言葉を失って立ち尽くした。

　そこには、スーツに身を包んだ正装姿の黒須がいたのだ。

　髪型や、その眼差しはいつもと変わることはない。

　けれど、執事服ばかり見慣れていた万理華にとって、間近で見るスーツ姿の黒須は言葉にしようがないほど衝撃的だった。

　彼が、執事ではなくひとりの男性になってしまったような気がしたのだ。

　ただただ見とれていると、黒須はその顔に柔らかい微笑みを浮かべた。懐かい柔じゆうに慣れた、大人の笑みだ。

「そのバラ色のドレス、よく似あっていらっしゃいますね」

　お世辞とも、本気ともつかない褒ほめ言葉を聞いて、急に彼が自分の執事である黒須だったのだということを思い出し、万理華は我に返った。その途端、彼の姿に見とれていたことが恥ずかしくなり、大慌てで顔をそらす。

「別に。いつもと変わらないでしょ」

「いえ。いつもよりもお綺麗です」

　すらすらと褒め称たたえる言葉を口にする黒須に、自分の頰が熱くなっていくのを感じた。

　彼が万理華を褒めるのはいつものことだったが、今日は屋や敷しきではなく外にいるせいか、妙に照れくさかったのだ。

「そんなことより、あなたの連れはどうしたのよ。放ほうっておいていいの？」

　彼はこの船でお見合い相手と待ち合わせをしていたはずだ。あのメモには、十九時出航の船で待ち合わせ、と書かれていたのだから、待ち合わせにあまり遅れたら、相手の心証も悪くなるだろう。強気に問いかけると、黒須は面白そうに答えた。

「おや。私の連れは、ここにいますが」

「ここ？」

　きょろきょろと見回したが、お見合いの時に見た女性の姿はない。

　からかっているのだろうかと思う万理華へ、手のひらが差し出された。

「ええ。今日の私は、お嬢様をエスコートするつもりですので」

「…………え？」

　ぽかん、と顔を上げた万理華に、黒須が悠ゆう然ぜんと微笑む。

　お嬢様を、エスコート。しばらくして彼の言葉が理解できてくると、じわじわと驚きと羞しゆう恥ちが心の内に広がっていく。

「まさか──私が来るのがわかってたの……？」

　黒須は、なにも言わず楽しそうに目を細めただけだった。しかし言葉にしなくても、その瞳を見れば彼が肯こう定ていしたのだとわかる。

「だ、騙だましたのね！」

「騙したとは人聞きが悪い。私は、ただメモを残しておいただけですよ？」

　それを見たのは、お嬢様のほうではないですか、と言われ万理華は今度こそ顔が真っ赤になった。

　彼は、メモを残しておけば万理華が後をつけるとわかっていたのだ。

　あっさりと手のひらの上で転がされたことに恥ずかしくなって、うまく返事ができない。万理華が口をぱくぱくさせていると、黒須は再び念を押すように手を差し出した。

「さ、早くお席へ参りましょう。お嬢様？」

（敵かなわない──）

　全てを見み透すかすような黒須の眼差しにそう思った万理華は、大人しくその手を取ったのだった。




　楽団が、優雅な音楽を奏かなでている。

　万理華と黒須は向かい合って席につき、ゆったりと食事をしていた。

　食事も、音楽も、内装も、どれも申し分ない。けれど、自分を騙した黒須が許せなくて、万理華はむっつりと黙り込んでいた。そして、万理華が喋しやべらなければ、黒須も口を開くことはない。

　しかし、食事を進めていくにつれ、万理華は次第にその表情を緩ゆるめていった。出されたフランス料理のフルコースがたとえようもないほど美味しかったからだ。元より、彼女の怒りが長く持続したためしはない。

　デザートまで食べ終えると、その頃には万理華もすっかりいつもどおりだった。

「ああ、美味しかった」

　食後のコーヒーを飲んでから、二人は外の風にあたるため甲板へとやってきた。

　秋の終わりを感じさせる冷たい風が、熱に火ほ照てった頰を優しく撫なでていく。

「特にマロンのコンフィ、美味しかったわ……。買って帰れないかしら」

　先程食べたばかりのデザートを思い浮かべながらうっとりしていると、隣からくすりと笑う声が聞こえた。

「あれぐらいでしたら、私でも作れますよ。明日のデザートに、作りましょうか」

「本当っ!?　作って！」

　目を輝かせながら隣を向いた万理華は、すぐに視線を海の上へ戻した。食事をしている間はすっかり忘れていたが、こうして傍に立つと黒須のスーツ姿が妙に意識され、落ち着かなくなる。なにより、普段よりもかっこよく見えてしまうのが、どうにも悔くやしかった。

　手すりに摑つかまっているその手も、いつもと違って手袋をしていない。そのせいだろうか、骨ばった大きな手がよく見えて、改めて万理華は彼が男性なのだということを意識していた。

　学校で見る男子のものとは違う。大人の男性の手が、そこにはあった。あと少し動かせば、触ふれてしまいそうなほど近くに──

「……お嬢様？」

　その時黒須に呼ばれ、万理華ははっと我に返った。

「大丈夫ですか？　船ふな酔よいのようでしたら、休める場所へ参りますが……」

「ううん。平気よ。ちょっと考えごとをしていただけ」

　まさか、黒須のスーツ姿にドキドキしていたなんて言えるわけがない。慌てて取り繕つくろうと、万理華は横目で黒須のことを見上げる。

「そんなことより黒須。私、どうしてこんなことをしたのか聞いていないんだけど」

　食事中、忘れがちにはなっていたが、万理華はずっと不思議に思っていた。何故、彼はメモを置いてまで万理華をここへ誘導したのだろう。今日は別に、誕たん生じよう日びでも記念日でもなんでもない。黒須が、万理華をクルーズに誘う理由などないはずなのに。

「……本当はあなた、ここにあの人と来るはずだったんじゃないの？　でも、断られたから、私を騙した……とか……」

　それは、彼に騙されたとわかってからずっと考えていたことだった。

　推測があたっていたとしたら惨みじめなことこの上ないが、どうしても聞かずにはいられない。万理華が、固かた唾ずを吞んで黒須の返答を待っていると、彼は本気でわからない、というように眉まゆをひそめた。

「あの人、とは？」

「……黒須のお見合い相手に決まってるじゃない」

　言いたくなかったのにと思いながらも口にすると、黒須は驚いたように万理華を見た。その直後、彼の顔に嬉しそうな表情が浮かんでいく。

「お見合い相手の……？　お嬢様。もしかしてお嬢様は、私がお見合い相手と会うと思ったから、ここへ来たんですか？」

　改めて言われ、万理華は顔が一気に熱くなった。黒須はとっくに心得ていると思ったのに、どうやらそういうわけでもなかったらしい。墓ぼ穴けつを掘ほったと気づいたが、もはや遅かった。

　顔をしかめながら、黒須のことを睨みつける。

「だって、あなたがわざわざ会いに行くなんて……それ以外思い浮かばないじゃない」

「私の親族や友人だとは思わなかったのですか？」

「えっ、そんな人いるの？」

　年末や正月でさえずっと白鳥家にいるのだ。誕生日でもなんでもない日にどうして、会うと思えるだろう。

「お嬢様。さすがに傷つきますよ」

　万理華が顔を上げると、黒須はまったく傷ついてなさそうな顔で言いながら肩かたをすくめる。口ぶりは心外だ、と言わんばかりだったが顔を見ると、どうにも楽しんでいるようにしか見えない。

「第一、私もお休みを頂いている日はございますよ。お嬢様が気づいていないだけで」

「そうなの……？」

「ええ。さすがに私も人間ですから」

（そうかしら……）

　思わず、疑いの眼差しを向けてしまう。しかし、正面から黒須を見てしまうとどうしてもいつものように文句を言ったりすることができなかった。やっぱり、何度見てもスーツ姿は慣れないのだ。

　もう一度海のほうへと視線をそらせば、遠くにきらめく光があった。陸に浮かぶ、地上の星だ。海から見た夜景はこんなにも遠く、儚はかなく見えるものかと万理華は思った。

　目の前に黒々と広がる海の闇やみに囲まれ、だんだんと自分が小さく頼りないものになってしまったような気がしてくる。

　どうして、自分はここにいるのだろう。

　先程とは違った意味合いで、万理華は思った。

　黒須が自分を騙した理由ももちろん気になったが、それよりも、これほどまでに黒須のことを気にかけ、無茶をしてでも追いかけてきた自分が不思議だった。

　今までは、他人のためにこんなに必死になったことはない。仲の良い友人もいるにはいるが、誰もが万理華を白鳥家の跡取りとして見るものだから、万理華もあまり踏ふみ込んで付きあおうと思っていなかった。

　家の名にかかわらず仲良くしてくれるのは、同じ生徒会に入っている深雪や汐里先輩ぐらいだ。

　それでも、彼女たちが離れていくことがあっても、納得できる理由があれば、素直に見送ることができる気がした。こんなに、後先考えずに追いかけたりはしないだろう。

　それなのに何故、自分はここにいるのだろうか。

「……黒須」

　海を眺ながめながら、万理華は彼の名前を呼んだ。

「本当に今日は、お見合い相手と来るつもりじゃなかったの？　違うんだったら、どうしてここへ来たの？」

　かすれた声で言った万理華に、黒須は柔らかく答えた。

「……実は、こうすればお嬢様のお気持ちがわかるのではないか、と思っておりました」

「え……？」

　驚いて、思わず振り返る。黒須は、思ったよりも真剣な顔で万理華のことを見ていた。

「お嬢様、私がお見合いへ行ってからずっと機嫌が悪かったでしょう？　でも、いくら聞いても答えてくれませんでしたから、少しかまをかけたんです」

　不機嫌の理由がお見合い以外なのであれば、万理華はここへ来ないだろう。しかし、もし自分の予想があたっていれば来るはずだと考え、こんな大おお芝しば居いを打ったのだと黒須はあっさりと言った。

　つまり、さっきまで見せていた表情も言葉も全ては演技だったのだ。突然知らされた事実があまりに予想外で、怒ればいいのか呆れればいいのか、よくわからなくなる。

「……黒須ってほんっと意地悪ね」

「でも、お嬢様が素直にならなかったからですよ？」

「素直になれるわけないじゃない！　だって、お父様が喜んでたんだもの……」

　だんだんと声を小さくしながら言うと、黒須は疲れたようにため息をついた。

「一言お嬢様が言ってくだされば、旦那様は考えを変えたと思いますよ？」

「言うってなにを」

「私が結婚するのは嫌だ、と」

　結婚、とはっきりと言葉にされて、自分の頭に血が上のぼるのがわかった。

「い、嫌だったわけじゃないわ！」

「おや、それならどうして今日、ここへいらしたのですか？　それに、お見合いも覗き見していましたよね？」

「気づいていたの……？」

「当然でしょう。私は、お嬢様の執事なのですから。それで、どうしてですか？」

　急に顔を覗き込まれ、万理華は思わず後ずさる。

「べ、別に……。長年いた執事がいなくなると困るから、中途半端な人と結婚したら許さないと思ったのよ。だから、私はちょっと見るぐらいのつもりで……」

「お嬢様」

　続けようとした言い訳を、黒須はぴしゃりと途中で遮さえぎった。

「……本当に、それだけですか？」

　低い声で、確かめるように黒須は言った。逃げたくて視線をそらそうとしたが、黒須はそれを許さなかった。彼の指が顎にかかり、顔を動かせなくなる。

　初めて見る真剣な眼差しに、万理華は自分の心の中でなにか、今までとは違う感情が揺ゆさぶられるのを感じた。

　甘く、熱く、どこか苦しい気持ちが、胸をかき乱していく……。

　今わかるのはただ、この瞳を失いたくないということだけだった。自分だけを映すこの黒い瞳を独どく占せんしたいと、ただ願う。

「……嫌だからよ」

　急激に湧いてきた感情に翻ほん弄ろうされ、万理華は突き動かされるように口を開いた。

「黒須にいなくなられるのが嫌だったの。だから私、来たのよ」

「結婚しても執事は続けられますよ」

　皮肉のような黒須の言葉を聞いた途端、万理華は頭の中でなにかがぷつんと切れるのがわかった。顎を摑んでいる黒須の手を振り払い、彼のことを下から睨みつける。

「それでも、あなたには私だけを見ていて欲しいのよ！　馬鹿っ！　なんでわかんないのよ！」

　黒須が他の女性に夢中になると考え、どれだけ苦しんだか。自分の傍からいなくなるのではないかと、どれだけ怖かったことか。

　目に涙を浮かべ、肩を震わせながら激げき高こうする万理華に、黒須は驚いたように目を見張った。

「私だけを見ていて欲しい、ですか……」

　黒須は小さく囁ささやいて、嬉しそうな、それでいて少し残念がるような曖あい昧まいな苦笑を浮かべる。

「できれば、もっとはっきりと言って頂きたかったんですが……。まあ、今はこれぐらいが限界ですかね」

　ため息混じりに言って、髪をかきあげた黒須は、今度は優しく微笑んだ。普段のように懐柔するためのものではなく、万理華を心から安心させるような笑顔だった。

「心配しなくてもいなくなりはしませんよ。お見合いも、とっくにお断りさせて頂いておりますから」

「……うそ」

「噓うそではありません。あの日のうちに、お断り致しました。私には、大切なお嬢様をお守りする以外のことはできませんから」

「でも……」

　あんなに楽しそうにしていたじゃない、と口の中で呟くと、黒須ははっきりと呆れた表情を見せる。

「あれのどこが楽しそうなんですか。お嬢様といる時のほうが、ずっと楽しいですよ」

「でも、いつもと笑顔が違ったじゃない……」

「あんなの、どうでもいい人にしか見せない笑顔です」

　黒須の言い方はにべもなかった。お見合い相手にはまったくこだわりがないと言わんばかりだ。そこでようやく、万理華は自分が大変な思い違いをしていたことに気づく。

（じゃあ、本当に……？）

　恐る恐る黒須の顔を窺うかがったが、彼が噓をついているようには見えなかった。本当に彼はお見合いを断り、その上で相手になんの未み練れんもないのだ。

　毎日が楽しそうに見えたのも、この様子だと万理華が嫉妬しているのを知って喜んでいたに違いない。そう思っても、不思議と怒りは湧いてこなかった。

　黒須に翻弄されたことは確かだったが、それ以上に彼が離れていかないという事実が何物にも代えがたいほどに嬉しかったのだ。微笑む余裕すら出てくる。

（良かった……）

　万理華が密かに胸を撫で下ろしていると、不意に黒須が万理華の手を取った。

　あたたかい、手袋越しではない黒須の手が直接万理華の手を包み込む。

「ですから、私はずっとお嬢様の傍におります」

　囁くように言ってから、黒須は万理華の手の甲にそっとキスをした。祈るように、忠誠を誓う騎士のように、柔らかい唇が押し当てられる。

「黒須……」

　突然のキスに、一気に頰が赤くなるのがわかった。一瞬忘れかけていた、甘い想いが心の中に広がっていく。万理華がドギマギしていると、黒須は手の甲に唇を触れさせたまま、ふと視線を上げた。その瞳が、妖あやしく光る。

　恭しく見えるその仕草の中に、触れれば切れてしまうような危あやうさを感じて、万理華は思わず身み震ぶるいした。触れられているところから今度は熱いしびれが広がり、鼓動が速くなっていく。

　万理華が一瞬怯ひるんだのがわかったのだろう。手の甲から唇を離した黒須は、摑んだままの万理華の手をぐいと引き寄せ、間近で顔を覗き込んだ。そして、今までで一番意地の悪い笑みを浮かべる。

「でも、いつ私の気が変わるかわかりませんから。しっかりと、繫つなぎ止めておいてくださいね。……お嬢様」
















　黒く鋭い眼差しが、万理華を射いすくめる。

　その笑みに、獰どう猛もうな獣に食べられてしまうような錯さつ覚かくをおこしながら、万理華は頷いたのだった。
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　冬の木こ枯がらしが、石いし畳だたみの上を滑すべっていく。

　新年。初はつ詣もうでに訪れた三人は、容よう赦しやない寒さに揃そろって体を震ふるわせた。

「うーっ、さむーい！」

　着物の上に羽は織おったショールをかき寄せながら、深み雪ゆきが冬の夜空を睨にらみつける。こんなに寒いと雪でも降り始めるのではないかと思っていると、汐しお里りと万ま理り華かの呆あきれたような声が聞こえてきた。

「ほら、順番来たわよ」

「お参り済ませて、甘酒もらいに行くんでしょう？」

「う、うん！」

　甘酒、という単語にぱっと表情を明るくした深雪に、二人が苦笑を浮かべる。

　着物姿の三人は、仲良く拝はい殿でんへ並んで立つと、お賽さい銭せんを投げ入れた。

　各おの々おの目をつむり、両手を合わせる。

　三人は、長い間そのまま手を合わせ続けた。真しん摯しな少女たちの横顔が、灯あかりを受けて揺ゆらぐ。そして無事にお参りを終えると、吹きすさぶ風から逃のがれるように三人は参道のほうへと戻った。立ち並ぶ屋台の熱が、冷えきった三人の頰ほおをわずかに温める。

　三人は、甘酒が振る舞われている場所を探して、ゆっくりと歩き始めた。

「……そういえば二人とも結構長い間目つむってたけれど、なにをお願いしてたの？」

　おっとりと口を開いた汐里に、万理華と深雪は顔を見合わせた。

「えー、でもお願いしたことって、人に言わないほうがいいんじゃなかったでしたっけ？」

「そうだけど、どういうジャンルなのかなって気になっちゃって……」

「ジャンルですか？」

「そう。家内安全とか、学業成じよう就じゆとか、恋愛成就とか」

「恋愛……」

　顔を赤らめたのは、何な故ぜか万理華のほうだった。

「あれ？　もしかして万理華、恋愛のお願いごとでもしてきたの？」

　にやりと笑った深雪に、万理華が余計に顔を赤くさせる。

「ば、ばか！　そんなわけないじゃない！　深雪こそ、恋愛なんじゃないの!?」

「えー？　私は違うよ～。どっちかっていうと、家内安全系……？」

　そう言った深雪の顔は、何故かほんの少し寂さびしそうだった。しかし、すぐにその表情を押し隠かくして、いたずらっぽく笑う。

「でも先輩は恋愛成就をお祈りしなくていいからいいですよねえ」

「えっ？　な、なんでそう思うの？」

　驚いた汐里に、万理華が合が点てんしたように頷うなずく。

「ああ……。そういえば先輩にはエミリオさんがいますものね」

「えっ、ちょ、ちょっと違う違う！　エミリオは、そんなんじゃ、なくて……」

　顔を朱しゆに染そめてうつむいた汐里の横顔は、驚くほど大人びて見えた。伏せたまつげも、困ったように閉じられた唇くちびるも、何故か色っぽく見える。

　初めて見た汐里のそんな表情に、次に慌あわてるのは深雪たちのほうだった。気まずくなって、なにを言えばいいのかわからなくなる。

　その時ふいに、自分たちはいつまでも今まで通り歳としを重ねるわけではないだろう、と深雪は思った。自分のこの一年が激動の年であったように、万理華も、汐里も、様々な変化があったに違いない。

　だから、四月に生徒会に入った時と今とでは、深雪たち自身も、そして三人の関係も、違ってきているのだ。

　けれど、その変化が何故だか嬉うれしい。

　微笑ほほえむと、深雪は顔を上げて言った。

「ね、おみくじも引いていかない？　せっかくだし」

　深雪の心にあるのは、これからの一年がどうなるのだろうという期待だった。前向きな思いで、今年一年の運勢を知りたいと思う。

　深雪の提案に、固まったままだった万理華も、恥はじらっていた汐里もぱっと表情を明るくした。

「いいかも。確かここの神社、よく当たるし、大吉が多いのよね」

「絶対、大吉出してみせるわ！」

　早速二人が息巻きながらおみくじ所へと向かっていく。深雪は、そんな彼女たちの後ろを、元気よく追ったのだった。
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あとがき






　初めまして、こんにちは。吉よし村むらりりかと申します。

　この度は、『放課後ワンダーランド　Side:Noir』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　今回は、マフィア・騎き士し・執しつ事じの三人の短編でした。楽しんで頂いただけたでしょうか？

　保健医・アイドル・妖よう狐この「Side:Blanc」の時は、たくさん書きすぎて編集さんにご迷めい惑わくをおかけしたので、ファンタジー色の強い「Side:Noir」はページ数大丈夫かな、と戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのですが、なんとか無事に収めることができ、今ほっと一安心しているところです。

　実は「放課後ワンダーランド」、「Blanc」「Noir」共に最初のプロットでは、もう少し二人の関係が進んだ状態にして、シチュエーションに特化したものを想定しておりました。けれど担当さんと相談した結果、もっと甘あま酸ずっぱく、これからの未来を感じさせる雰ふん囲い気きで行きましょう、ということでこうなりました。いかがでしたでしょうか？

　これから彼女たちは彼らとどんな恋を紡つむいでいくのか。どのように関係性を変えていくのか。想像を膨ふくらませて頂けると嬉うれしいです。




「放課後ワンダーランド」シリーズでは、本当に様々な職業と属性の男子を書かせて頂きました。

「Side:Blanc」では、保護者属性な保健医に、小こ悪あく魔ま属性なアイドルに、老ろう獪かい属性な妖狐。「Side:Noir」では生意気属性なマフィアに、誠実属性な騎士に、丁てい寧ねい属性な執事を……。

　あまりにもあちこちに飛んだ職業だったので、当初は彼らの住んでいる世界を舞台として短編を作ろうかな、と考えておりました。特にカインさん……。

　けれど、イタリアや異世界に行くと、世界観の説明だけで終わってしまいそうなので、主人公は現代日本の女の子にして、彼女たちの高校生活を中心にしながら彼らとのお話を書くこととなりました。

　しかし今回は「Side:Blanc」と比くらべて、殺さつ伐ばつとしたお話が多かったですね……。一番最初のプロットでは黒くろ須すさんも戦う予定だったので、もし当初の予定通りにしていたら、三人とも戦ってたなあ、と書き終えた後でひやりとしました。でも黒須さんは万能な執事さんなので、多分戦うことになってもすごく強いと思います。

　いつか機会があったら、男子同士の絡みなども書いてみたいですね！

　※トクナキノゾム先生が描かれている「放課後ワンダーランド☆mini」というちびキャラ四コマ漫まん画がの中で、男子六人の絡みを見ることができます。興味ある方は是ぜ非ひに！




　最後になりましたが、素す敵てきなキャラクターたちを生み出して下さったイラストレーターの伊い藤とう明あき十と先生、サマミヤアカザ先生、鈴ノ助先生、ビーズログ文庫アリス編集部の皆様、担当編集のＹ様、そしてこの本を手に取ってくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました。

　それではまた、どこかでお会いできますように！
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